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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　葛かつ藤とう──その、レポートについて。







　別に、人が死ぬことに慣なれていなかったわけじゃなかった。


　この世界のひどさは十分に知っていたし、甘あまい戯たわ言ごとをいくら一人で叫さけんだところで、それはしょせん戯言でしかないということも、ライナには十分にわかっていた。


　誰だれかが愛を叫ぶ。


　好きな子ができて、その子を守りたいと叫ぶ。


　だがその子が目の前で死ぬ。


　あっさり死ぬ。


　泣きながら全身を引き裂さかれる。


　殺した奴やつは笑っている。


　自分は怨えん嗟さの声を上げる。


　しかしなにもできない。


　永えい遠えんに続く絶ぜつ望ぼうの中で、彼は悲鳴を上げ続ける。


　そしてその悲鳴が、次の復ふく讐しゆうへと繫つながっていく。殺せば殺すほど、世界はどんどんと暗い、闇やみの淵ふちへと進んでいく。


　それをライナは、毎日見ていた。


「…………」


　毎日、毎日、見続けていた。


　物心ついたころから、毎日見続けていた。


　彼が生まれたローランドという国は完全に狂くるってしまっていて。


　戦争と、欲よく望ぼうと、狂きよう気きに支し配はいされていた。


　ただ、日々を少しだけ笑って暮くらせればそれでいいと思っていたとしても、生活にその狂気はあっさり入り込こんでくる。


　欲望があっさり入り込んでくる。


　そしてまた、悲鳴が上がるのだ。


　世界に絶望して、怨嗟の声が上がるのだ。


　たとえそれに耐たえられないと叫んだとしても、現げん実じつは淡たん々たんと進んでいく。


　現実は信じられないほど残ざん酷こくな道ばかりを選んで進んでいく。


　そして。


「…………」


　仲間がみんな、死んだ。


　ほんのつい昨日きのうまで、笑っていたはずの仲間がみんな死んだ。


「…………」


　だけどもう、慣れてしまっていたから、ライナは小さく呟つぶやく。


「……またか」


　と、小さく呟く。


「またこの世界は……こうやって人を殺すのか……」


　そしてそれを、仕方のないことだと思う。


　自分にはどうにもできない、仕方のないことだと思う。


　いままでもずっとそうだったし。


　きっとこれからもそうなのだろう。


　なにもかもがあまりにひどすぎて、それをどうにかできるだなんて、考えることすらできない。


　そしてまた、人が死ぬ。


　好きだと言ってくれた女の子が死ぬ。


　仲間になろうと言ってくれた友達が死ぬ。


　死ぬ。


　死ぬ。


　死ぬ。


　死ぬ。


「…………」


　そしてその死を延えん々えんと見続けているうちに、ふいに、耐えられなくなる。


　もう、このままじゃ、生きていけないと思ってしまう。


　ずっと逃にげ続けて。


　世界のひどさを目まの当たりにしても、これは仕方のないことだから。自分にはどうにも出来ないことだからと逃げ続けていたけれど。


　ある日突とつ然ぜん、心の奥おく底そこにおいてあるコップの中に溜ため続けていた絶望が、限げん界かいを超こえて溢あふれだしてしまって。


「…………」


　そして彼は、絵空事だとわかっている、あのレポートを書いた。


　そのレポートはもう、いまは失われてしまっているのだが。あの暗闇に覆おおわれたローランドの中においてきてしまって、もう、失われてしまっているのだが。


　それでも、書きだしの部分は覚えている。


　まさかそれを人が見るとは思っていなかったから、隠かくし続けていた自分の気持ちを、恥はずかしいほどに吐と露ろしているその、レポートの書き出しを彼は覚えている。


「…………」


　もう、それを書いたのはずいぶん前のことのようにも思えるが、しかし、彼はその文面を、思いだす。


「…………」


　そのレポートは、こんなふうに始まっていた。










　人が死ぬのは嫌きらいだ。


　殺すのも嫌い。


　泣かれるのだって、泣くのだっていやだ。


　人生を選べないというのはどういう気持ちだろう？　家族が死ぬのは？　好きな人が死ぬのはどうだろう？　誰もそんなことを望まないはずなのに、なぜか世界は、そんな無意味な悲しみばかりを、笑いながら欲ほしがる。


　なにかを無理矢理変えたいと思ったことはなかった。けど、変えなきゃ悲しいし、もうなにも失いたくないから……


　めんどくさい話だが……


　そろそろ前へ進もうかと思う。いままでずっと、目をそらしてきたけど、必要なら、自分の過か去こだって見つめてみよう。


　そして、


　もう誰もが、なにも失わない世界を手に入れるために。


　あの子も、キファも泣かないし、タイルやトニー、ファルは死なないし、シオンは思いつめなくていいような世界。


　みんなが笑って、昼ひる寝ねだけしてればいいような世界へ。




ライナ・リュート










「ライナ・リュート」


　と、そう、彼は小さく呟く。


　自分の名前を、そう、小さく呟く。


　そして馬ば鹿かみたいに恥ずかしいことを延々と書いている、自分のレポートを思いだす。


　もう誰もが、なにも失わない世界を手に入れると、そう書いてあった。


　もうなにも失いたくないから前へ進むと、そう書いてあった。


　それに。


　その言葉に。


「…………」


　いったい俺は。


「……俺は、なにを言ってるんだ？」


　と、彼は呟いた。


　そして目を開く。


　目の前に広がる光景へと目を向ける。


　そして、思う。


　シオンの絶望に気づかなかった俺に、いったいなにができる？　大切な人たちを救えなかった俺に、いったいなにができる？　こんなに狂った絶望を撒まき散らす俺に、いったいなにができる？





「……俺はいったい、なにをしてるんだ？」








　そう、彼は呟いて──





　悪あく魔まが降こう臨りんする。





　人々の心に、深い闇やみの穴あなが空いてしまうほどに鋭するどく、重く、悪魔が降臨する。





　人ではない──悪魔の、王が。





　そしてやっと、この物語は始まる。




　第一章　雨降りの中







　奇き妙みようなことが起きていた。


　閃せん光こうが弾はじけ、爆ばく発はつが起きる。


　それをライナは走りながら見つめ、


「……なんだぁ、ありゃ。いったいどーなってる？」


　と、呟く。


　いま、彼がいる場所は、アリ南方国の北部だった。あともう少し北上すれば、ベリス主国へと入る国こつ境きようの近く。


　トアレ率ひきいるネルファの民と、兵。そしてヴォイス率いる反ローランド連合軍とかいう怪あやしげな組そ織しきの混こん成せい軍なのだが、そこを現在、なにものかに襲しゆう撃げきされていた。


　襲撃者は北方からきたので、ベリス主国に襲おそわれたのかとも思ったが、ヴォイスに言わせるといま襲ってきているのは、『蒼あおの公ひ主め』とかいう名前の傭よう兵へい団だんらしい。


　その傭兵団にどうして襲われているのかとかの詳しよう細さいはいまいちわかっていないのだが、とりあえず襲われているからには、応おう戦せんする必要がある。


　なにせこっちには、ローランドの軍に攻こう撃げきされて負ふ傷しようしている民間人が大量にいるのだ。いま横から襲われて、さらに被ひ害がいを拡かく大だいさせるわけにはいかない。


　なのでその対たい処しよをするために、ライナとフェリスは走っているのだが。


　フェリスが横を走りながら、いつもの無む表ひよう情じようで言う。


「どうした？」


「いや、ええと……まだ『複写眼アルフア・ステイグマ』で見たわけじゃないから確たしかなことは言えないんだが」


「ふむ」


「いま襲ってきてる奴やつが使ってる魔ま法ほう、ありゃたぶん、ローランドの魔法だぞ」


　そのライナの言葉に、フェリスがちょっとだけ驚おどろいたように目を見開いて、こちらを見る。切れ長の青い、澄すんだ瞳ひとみでライナの顔を見上げ、


「……ローランド？　ではもう、ベリスの方にもローランドの追手がきているのか？」


　が、ライナは首を振ふった。


「いや、ヴォイスは違ちがうと言ってた。いま襲ってきてるのはどっかの傭兵団らしい」


「傭兵団？」


「ああ。『蒼あおの公ひ主め』とかいう名の傭兵団らしいが……おまえ聞いたことある？」


「ないな」


「俺おれもない。だが、ネルファとヴォイスの混成軍に突とつ撃げきかけてくるくらいだから……」


　と、ライナがそこまで言ったところでまた、閃光が弾け、爆発が起きた。


　ライナが走っていく先。


　集団の、一番先頭の部分を守っていたヴォイスの部下の兵たち何人かが、爆発に巻まき込こまれたのを、見る。


　その光景に、ライナは目を大きく見開く。


「…………」


　するとその、彼の黒い瞳の中央に奇き妙みような朱しゆ色いろの五ご方ぼう星せいが浮うかびあがり、輝かがやき始める。


『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼よばれる呪のろわれた瞳。


　すべての魔法を見通すことのできる、呪われた瞳だ。


　その瞳で、ライナは目の前で起きた爆発を見つめ、


「……あ～、やっぱあれ、ローランドの魔法だ。おまけにとんでもなく改良されてる」


「改良？」


「ああ」


「それはすごいことなのか？」


「……んぁ～、どうかな」


　と、もう一度ライナは前方で光る魔法を改めて見つめる。その魔法の構こう成せい、威い力りよく、特とく性せい、効こう果か範はん囲いなんかを解かい析せきしてみて、


「……おっとこりゃ、けっこうすごいぞ。ローランドの魔法よりだいぶ使い勝手が上がってる。ってか、使うのがちょっとしんどいくらい難むずかしい構成になってる……こんな複ふく雑ざつな魔法、あの赤あか髪がみの筋きん肉にく馬ば鹿かにも使えねぇんじゃねぇか？」


　というライナの言葉に、フェリスは少しだけ不満そうな顔でこちらを見て、


「それはあのクラウとかいう奴と比くらべてるのか？」


「そうそう」


「ふむ。ではあいつより強い奴がいま、襲ってきてるのか？」


　その質しつ問もんに、しかしライナは首を振った。


「いや、まあ赤髪の馬鹿は身体能のう力りよくもハンパねーから、どっちが強いとかはちょっとわかんねーけど、でも……」


　とそこで、彼は足を止める。いま戦せん闘とうが行われている、すぐそばまでやってきて、


「……でも、同じくらい緊きん張ちようしていかないと、やられっかもね……」


　そう言ってから、彼は全身を緊張させる。周囲を見回し、いま、ここで起こっていることの状じよう況きようを確かく認にんする。


「…………」


　目の前では漆しつ黒こくの鎧よろいを着き込こんだヴォイスの部下たちが、襲しゆう撃げき者しやに対たい抗こうしようと必死に戦っていた。


　いや、必死になんとかしようとしているが、あまりに襲撃者が強すぎて、どうにもならない、という状況だった。


　その、襲撃してきている何者かを見つめ、


「……ってか、なんなのあれ？　あきらかに頭おかしいだろ？　いったいヴォイスの奴、なにに命を狙ねらわれてんだ？」


　嫌いやそうに顔をしかめて、ライナは言った。


　そして、目の前で戦闘を繰くり広げている襲撃者を、見る。


　一人の襲撃者を、見る。


　というか、いまこちらを襲ってきているのは、一人だった。


　たった一人。


　いや、その一人の背はい後ごには仲間らしき兵たちが控ひかえてはいるのだが、なぜか戦闘に参加していない。なので実際にこちらに襲おそいかかってきているのは、その一人の兵士だけ。


　そのたった一人で、ネルファの兵と、ヴォイスの部下の混成軍に乗りこんできて、あっさり兵たちを蹴け散ちらしてしまっている。


　その、たった一人で圧あつ倒とう的な強さを見せている襲撃者の姿すがたを、


「…………」


　ライナは見つめた。


　鉄の仮か面めんに、紅べに色いろの戦闘服。胸むねのところにはやはり紅くれないと赤で模かたどられた朱雀すざくが飛び立つような形すがたの紋もん様ようが描えがかれている。おそらくそれが、『蒼あおの公ひ主め』とかいう傭兵団を現あらわす紋章なのだろうが、その、真まっ赤かな朱雀の紋章を見て、


「……全然蒼くねーじゃねぇか」


　とか、馬鹿ことを言ってみる。


　するとフェリスが腰こしの剣けんを抜ぬきながら、言った。


「蒼くない？」


「ああ、ええと、あいつら、『蒼あおの公ひ主め』とかいう名前の傭兵団らしくてね」


「ほう。聞いたことないな」


「俺もない」


「この辺では有名なのか？」


「さてね。だが……」


　と、もう一度、ライナは真っ赤な戦闘服に身を包んだ襲撃者を見つめる。
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　そして言った。


「あんなバケモノ抱かかえてりゃ、そりゃすぐ有名になんだろ」


　とそこで、ヴォイスの部下たちを一人で蹴散らしている襲撃者が、言った。


「はいは～い、お遊びはここまでここまで～。もう気づいたろ？　こう、俺の動きを見て、あ、やべ、天才が降臨しちゃってる！　私たち一いつ般ぱん人じんではどーにも手に負えない天才さまが降臨しちゃってるわ～って、察しちゃったろ？　ならさっさと逃げろ。俺ってば立ち向かってくる奴には手て加か減げんしない主しゆ義ぎだから、自分のおかれた立場が理り解かいできないような馬鹿はばばっと殺しちゃうぞ～」


　なんて言いながら、横から襲ってきたヴォイスの部下の腕うでを取る。折る。投げる。そして言葉を続ける。


「そんなこんなで死にたくない奴から逃げて逃げて。猶ゆう予よは五秒～！　五秒以内に逃げなけりゃ……俺の敵てきとみなして、まじで皆みな殺ごろしにすんぞ？」


　と、襲撃者が言ったところで、ライナは襲われているヴォイスの部下たちの間へとようやく合流した。


　フェリスのほうも別の場所から入る。


　おそらく兵士たちの間をかきわけて敵のところにたどりつくのに、十秒ほどかかるだろう。


　しかし敵は五秒で殺さつ戮りくを始めるとか言っているので。


「うえ～、こりゃちょっと間に合わねぇな。とりあえず牽けん制せいしとくか」


　めんどくさそうにそう言って、ライナは走りながら指を宙ちゆう空くうに躍おどらせる。すると空間に、みるみるうちに光で模られた紋様が描えがき込こまれ始める。


　ローランド特有の、魔ま方ほう陣じんを描く形式の、魔法。


　とそこで、襲撃者も指を宙空に躍らせ、光の魔方陣を描き始めた。


　それにライナは顔をしかめ、


「くそ。やっぱローランドの魔法か……」


　ってか、なんでこんなとこにローランドの兵士がいるんだ？　と、そう言いかけて、


「…………」


　しかし、彼は言葉を止めた。


　襲しゆう撃げき者しやが、ライナの予想を遥はるかに上回る展てん開かい速度で魔方陣を構築し始めたから。


　それはもう、ほとんどライナと変わらないほどの速さ、正確さ、精せい密みつさで。


　ぱっと見それは、『光燐くうり』を造つくりだすための魔方陣に見えた。光の槍やりを放ち、敵を殺傷する『光燐くうり』は、ローランドで使われている攻撃魔法の中でもかなり高度な魔法の一つだ。一般魔ま導どう兵へいレベルではとても扱あつかえない、複雑な術式を要する魔法。


　しかしいま、目の前で描かれた魔方陣から現れようとしているのは、ただの『光燐くうり』では、なかった。


　魔方陣の中央に、『光燐くうり』をベースにした光の塊かたまりが七つ、生まれる。その光の塊に、どういうわけか目のようなものが現れる。その目が周囲を見回し、まるでそれぞれが意い志しを持っているかのように周囲の敵を見回し始める。


　その、見たこともない魔法をライナは見て、


「なんだぁ、ありゃ」


　と、思わず呟いた。


　それに襲撃者が言う。


「ほいほい、五秒たちました～。んで、俺の忠ちゆう告こくを聞かずに襲いかかってくるようなら……」


　が、その言葉の途と中ちゆうで、一人の兵士が腰の剣を抜いて、叫んだ。


「死ね！」


　そして襲撃者に襲いかかろうとする。


　しかし襲撃者はその兵士のほうを、見ようともしない。


　ただ小さく、言う。


「求めるは殲せん虹こうの転真〉〉〉・光狗燐くうくら」


　聞いたこともない、呪じゆ文もん、構成、発動形式。


　そして魔方陣の中に浮かびあがった七つの目の一つが、襲いかかってきた兵士に反はん応のうする。閃光を放つ。『光燐くうり』によく似た、殺戮の光を放とうとする。


　それにライナは、


「させねぇよ。求めるは殲せん虹こう〉〉〉・光燐くうり！」


　魔方陣を描き終わり、呪文を唱える。すると魔方陣の中央に大きな光の塊が一つ生みだされ、そこから光が放たれる。


　襲撃者が放とうとしている光に、ライナが放った『光燐くうり』がぶつかり、消し飛ばしてしまう。


　それを見て、ライナは、


「……ふむ。七つに力が分散してる分、一発の威い力りよくが弱いのね……でも、まあ、それにしてもよくできてる。今度俺も使お……」


　とか、呟く。


　そのまま少し、身を低く下げて走る。


　すると襲撃者が消し飛ばされた自分の魔法を見て、


「おっとっと、なんだ～いまの。意外とやれる奴が混じってんのな。それもいまの『光燐くうり』だろ？　なーんで反ローランド連合に、ローランドの魔ま術じゆつ師しが混じってんのかな～？」


　そう言って、こちらを見る。


　するとそれに呼こ応おうするように、魔方陣の中に浮うかんでいる、六つの目も、こちらを見る。『光燐くうり』を放ったライナの姿を探さがすように、きょろきょろと目が動く。


　しかし、見つからない。


　いや、見つからないように、すでにライナは気配を消しているのだ。そのまま、走る。もちろん気配を消した状態で走るとスピードが落ちるが、しかし、もう、すぐだ。


　すぐに敵のいる場所まで……


　とそこで。


「見つけたぁ！」


　襲撃者が、叫んだ。


　そして光の目を、左方へと向ける。


　するとその目が向いた先には、フェリスがいた。ライナよりも速く、ヴォイスの部下たちの集しゆう団だんから抜ぬけだして剣を振ふり上げ、


「馬ば鹿かめ。見つけるのが遅おそい」


　彼女がそう言ったときにはもう、襲撃者のすぐ目の前までたどりついている。


　それに襲撃者は、


「おわわわわ、な、なんだこいつ。すげぇ速すぎ……ってやばいやばいやばい、けど、神の生まれ代わり的天才な俺の敵じゃあないね！」


　そう、言った。


　そして指を二本立て、ひょいっとフェリスのほうへと向ける。


　すると残り六つのうち、二つの光の目が同時に光を放つ。絶ぜつ対たいに避さけられないようなタイミングで、フェリスに向けて『光燐くうり』の光を放つ。


　が、それを見て、ライナは笑みを浮かべた。


「……フェリスにそんなの、効きくかよ」


　とそこで、フェリスが一度足を止める。いつもの無感情な、澄んだ瞳で放たれた二本の光を見る。


「ん」


　と、小さく声を上げる。剣を、もう、ライナですら目で追えないほどの速さで振るう。


　すると光がその剣にあっさり斬きり裂さかれ、消えてしまって。


　それに襲しゆう撃げき者しやが、


「へ？」


　とか、間抜けな声を上げる。


「んなアホな」


　とか、驚きよう愕がくの声を上げる。


　だがそれに、ライナも集団から飛びだして、


「いまさら驚おどろいても、おせーよ」


　そう、言った。そのまま彼はもう一度光の魔方陣を描く。瞬またたく間に『光燐くうり』の構成を作り上げようとして。


　それを襲撃者が見る。そしてなぜかちょっとだけ驚いたような声こわ音ねで、


「うわ、なんだよ、てめぇかよ……」


　とか、言った。


「おまけにこのタイミングで『光燐くうり』はちょっとまずいなぁ～」


　右手の指をこちらにひょいっと向ける。


　すると残っている四つの光の目のうちの二つがこちらに向く。


「放て」


　襲撃者が言うと、一つがライナへ。


　一つが描いている魔方陣へ。


　ライナはそれに、


「よっと」


　地面に体を転がしてよける。


　描きかけていた魔方陣は消し飛ばされてしまったが、問題ない。


　また少し、襲撃者との距きよ離りが縮ちぢまったから。


　ライナは言った。


「フェリ～ス」


「うむ」


「どっちが援えん護ごする？」


「私は残った二つの光の塊を斬ろう」


「おけ。んじゃ……」


　そう言って、ライナは目を、襲撃者へと向ける。


　するとそれに、襲撃者は困こまったような様子で、


「て、てめぇら、二人がかりはずりぃだろ？」


　それにライナは笑った。


「はは、俺ってば生まれつきずるいもんでね」


　そのまま一気に襲撃者との差を縮める。右拳こぶしで敵の顔面を殴なぐろうかと思うが、鉄の仮か面めんを殴ると手が痛いたそうなので、やめる。代わりに手刀にして、戦闘服と仮面の間の、首に突つきこもうとするが。


「当たるかよ」


　敵は回転するように後方へと倒たおれ、よける。それから指をこっちへ向けて、


「放て！」


　と、言う。


　それにライナは、


「え？」


　と、顔を上げる。もう、フェリスが斬り消しているはずの魔方陣のほうへと、目を向ける。


　するとやはり、襲撃者が描いた魔方陣はフェリスに壊こわされてしまっていて。


　フェリスがこちらを見る。少しだけ慌あわてているような様子で、


「馬鹿ライナ！　敵から目を外すな！　ブラフはつたりだ！」


　と、言った。


　そのときにはもう、目の前に殺気が膨ふくれあがっているのを感じた。それにライナは顔を歪ゆがめ、


「くそが」


　うめくように言って、前を見ないまま体を倒す。


　するとその、直後。


　自分がよけたあとの場所にナイフが飛んでくる。あのまま前を見ていれば、あきらかに首に刺ささっていたであろう場所に、ナイフが飛んでくる。


　フェリスが警けい告こくしてくれなければ確実に死んでいた。あきらかに死んでいた。それにライナは、


「…………」


　ひゅっと、小さく息を吸すう。落ちつくように息を吸う。そして、呟つぶやく。


「馬鹿か俺は。気を抜くな……ここは戦場なんだぞ。なにやってんだ……」


　と、そう、自分に向かって小さく呟く。それから全身に、改めて力を入れ直す。そして襲しゆう撃げき者しやのほうへと目を向ける。


　するとせっかく追い詰つめていたのに、襲撃者は少し距きよ離りを取ってしまっていて。


　さらに、手を高く上げる。


「……あ～、悪わりぃみんな。俺一人で女め神がみの犬の一匹ぴきや二匹、殺やれると思ったんだが……予想外の敵が現れちまった。なので、援護よろしく～」


　と、言う。


　すると襲撃者の背はい後ごに控ひかえていた、やはり紅あかい戦せん闘とう服ふくの集団が一いつ斉せいに両手を動かし始める。光の模も様ようを空間に描かき込こみ始める。それもみんなバラバラの、違う形式、違う構成の魔法を発動させ始める。さすが傭兵団。どうやら『蒼あおの公ひ主め』は各国から集められた兵士の、混成部隊のようだった。


　そしてあのまま放っておけば、攻撃魔法が一斉にこちらに襲いかかってくるだろう。


　いや、ヘタをすれば後方で休んでいるネルファの民たみのところまで、魔法は届とどくかもしれない。


　それにライナは顔をしかめ、


「くそ、防ぼう御ぎよスペルを！」


　と、ヴォイスの部下たちに向かって叫んだ。


　が、それに彼らは、


「…………」


　ヴォイスの部下たちは、なぜか従したがわない。こちらも一斉に魔法を展開し始めて。


　その、すべてが攻撃魔法で。


　それにライナは、


「はぁ？　お、おい、ふざけんな！　こんな至し近きん距離で魔法の撃うち合いしたら、犠ぎ牲せいが多すぎ……」


　しかし、ライナはそこで言葉を止める。もう、誰も止まりそうになかったから。始まってしまった戦闘は、止まりそうになかったから。おまけにヴォイスの部下たちは、正式にはライナの部下ではないのだ。


　ライナの、言うことを聞くはずがないのだ。


　だから唯ゆい一いつ、この状況を止められるのは、なにやら向こうの大たい将しようっぽい、『光燐くうり』の変形の魔法を使ってきていた襲撃者だけで。


　しかしそいつも、ライナとフェリス、二人で襲われてしまうと勝ち目がないと早々に悟さとったのか、後方へと逃にげようとしてる。


　あいつに逃げられてしまうと、もう、殺し合いは止まらない。


　それにライナは、


「…………」


　フェリスを見る。逃げようとしている襲撃者を追おうとしているが、しかし、魔法の撃ち合いが始まる前に、追い付くようには見えない。


　襲撃者の動きは、思っていたよりもずっと速かった。その動きを見ただけで、魔法だけじゃなく、体術も相当なものだというのが、わかる。おまけに状況判はん断だん能のう力りよくも一級だ。


　一人で襲ってきて強さを見せ付け、こちらの戦意を失わせようとしたのだろうが、ライナとフェリスが現れてそれが無理だとわかるとあっさり戦術を変えてくる。


　それを見て。


「……ああ、くそ。まいったねこりゃ」


　と、ライナはうめいた。


　たぶんあいつは、相当強い。


　一対一で戦ったらきっと、絶対にしんどい。間ま違ちがいなくしんどい、と、そう思う。


　だが、彼は息を大きく吸い、思いっきり大きな声で、馬鹿みたいに魔法の撃ち合いを始めようとしている兵士たちへ、


「おまえら止まれよコラぁああ！　無む駄だな殺し合いしないで、ここは大将同士の一いつ騎き討うちにするっ！」


　と、怒ど鳴なった。


　その瞬しゆん間かん、ヴォイスの兵たちの魔法の展開が、少しの間だけ、止まった。


　敵のほうの魔法の展開は止まらないが、しかし、ライナはたたみかけるように言った。


　逃げていく襲撃者へ向けて、


「それともなにか？　俺おれが怖こわくて逃げるか？　はは。すぐ逃げるようなビビリなら、最初っからかっこつけて一人で襲ってくんじゃねぇよ！」


　とか、怒鳴った。


　するとそれに、


「……[image: ][image: ]？」


　と、襲撃者の動きが止まる。振ふり返る。左手を挙げ、後方に控えていた紅い戦闘服の集団の魔法を止める。


　それにライナは、思わず顔を歪ゆがめそうになる。たったその、手を挙げただけの動きで、ぴたりと動きを止めてしまった敵の兵たちの練度の高さに、うめきそうになる。


　ヴォイスの部下の兵たちがどれくらいの練度なのかはわからないが、まともに戦ったら、かなり大きな被ひ害がいを受けただろう。


　それが、わかる。


　だが、それは向こうも同じだ。まともにぶつかれば被害がゼロではすまない。なんせこちらのほうが圧倒的に兵の数では勝っているのだ。後方にはヴォイスの部下だけではなく、ネルファの兵が、それこそ数万人もいるわけだし。


　だからこそ敵は、一人で襲いかかってきて、圧倒的な強さを見せてこちらの戦意を失わせようとした。こちらは兵の数はそれなりに揃そろっているが、戦闘の訓練などまるで受けていない民間人も一いつ緒しよに抱かかえている。そしてその民間人は、ローランドの兵に襲われ続け、家族や仲間を殺され、身も心もぼろぼろな、かなり不安定な状況だった。


　もしそこを不意打ちされ、兵たちまで戦意を失ってしまうと、その不安は集団全体に伝でん播ぱしてしまい大混こん乱らんが起きてしまう。


　おそらくはその混乱に乗じて、奴らはなにかをするつもりだったのだろうが。


「…………」


　しかし、もしこの一騎討ちで向こうが勝てば、恐おそらく同じような効果を得られるだろう。


　だからきっと、このライナの申し出を向こうは受ける。そうすりゃ少なくとも、この、いま目の前で繰くり広げられようとしている戦闘は、止められる──


「と、思うんだけど」


　少し自信なさげな声音で、ライナは小さくそう、呟いた。


　もしだめなら、もう、ここで魔法の撃うち合いになり、信じられない数の死人が出てしまうだろう。


　だから、


「頼たのむぜまじ」


　と、ライナが小声で言ったところで、襲しゆう撃げき者しやがこちらを見て、


「てめ、いまなんつった？」


　それにライナは思わずやった、と言いかけて、我が慢まんする。そして襲撃者を見つめ、


「だから俺と一騎討ちしようぜ？　ってか、ほんとはおまえのほうが一騎討ちしたいと思ってるだろう？　こっちの大たい将しようぶっとばして、戦意を失わせたいと思ってるから一人で乗りこんできたんじゃないのか？　それ、俺が受けてやるって言ってんだよ」


　するとそのライナの言葉を、襲撃者が鼻で笑う。


「はっ、なんだそれ。で、おまえは俺に勝てると思ってるわけか？」


「どうかね」


「自信ない？」


　それにライナはうなずく。


「……正直ないなぁ。だから、これはそっちに有利な取り引きだろう？　受けてくれよ」


　すると襲撃者は、


「ふぅむ」


　と、腕を組む。なにかを考えるようにしばらく黙だまる。そして、


「……まあ、おまえが出てきた段だん階かいでちょっと状況が変わったしなぁ……受けてやってもいいけど」


　という言葉に、ライナは襲撃者を見る。鉄の仮か面めんの向こうにのぞく、瞳ひとみを見つめる。


　向こうの話しぶりからすると、どうやら向こうは、ライナのことを知っているようなのだが。


　というか、まあ、ローランド出身で、おまけにあれだけの魔ま術じゆつや体術を使いこなす奴なら、おそらくは『隠いん成せい師し』だの、『エーミレル私し設せつ兵へい団だん』だのの、暗部と呼ばれた特とく殊しゆな組そ織しきの出身だろうし。その暗部では、ライナ・リュートという名前は、『ローランド最高の魔術師』とかド派は手でな通り名で呼ばれてつけ狙ねらわれていたこともあるほど有名だったので、向こうだけこちらを知っている、という可か能のう性せいもあるが。


　しかし。


「…………」


　ライナは相手を見つめ、目を、少し細める。いま、目の前に立っている男の声に、ちょっとだけ聞きおぼえがあるような気がして。


　だがその声は、もう死んだはずの奴やつの声だった。


　かつてライナと、『ローランド最高の魔術師』の座ざを競った馬ば鹿かの声。


　そいつの名前は、ゾーラ・ロムと言った。


　かつてはローランドに所しよ属ぞくしていた暗殺者で、ライナを暗殺しにきてみたはいいものの、どういうわけか女と子こ供どもは殺さないとかいう、暗殺者としては完全に失しつ格かくな主しゆ義ぎを持っていたために、まだ十三歳さいだったライナを殺せずにローランドを裏うら切ぎったとして追われる身になった大馬鹿野や郎ろうなのだが。


　だが、そいつはもう、死んだはずだった。


　暴ぼう走そうを始めたシオンの動きに気づき、ルシルに戦いを挑いどんで、死んだ。


　細切れにされた死体まで、ライナは見た。


　だからいま、目の前にいるのがゾーラのはずは絶対にないのだが。


　ライナは、目の前の襲撃者を、見る。


　そして言った。


「おまえ……もしかして俺の知りあいなの？」


　すると襲撃者が答える。


「おまえみたいな間抜け面づらに知りあいはいねーな」


「へぇ、そう？」


「そう」


「んで、ゾーラ」


「なんだ？」


「っておまえ、やっぱゾーラかよ！」


　とライナが言うと、襲撃者は肩かたをすくめる。仮面を取って、顔を出す。


　茶色い髪かみに、負けん気の強そうな青い瞳。見てるこっちがうんざりするほど自信満々の笑み。


　その笑みを浮かべた口で、言う。


「ああ、やっぱ仮面ごしにも気づいちゃう？　この救世主的なヒーローオーラがどうしても隠かくせなくて俺、暗殺者廃はい業ぎようしたしなぁ」


　とかいう、ウザいしゃべり方まですべてが、かつて出会ったことのあるゾーラ・ロムのものだった。


　それにライナは顔をしかめて、言った。


「はぁ？　なんでおまえ、生きてんのよ？　ルシルに殺されたんじゃなかったのか？」


　が、ゾーラは肩をすくめてあっさり、


「物語の主人公は死なないと決まってるからな」


「おまえ主人公だったの？」


「当然」


「ふむ。いや、そんな簡かん単たんにあのバケモノをどうにかできるとは思わないけどなぁ」


「はん。そりゃおまえのレベルでの話だろう？　俺様のレベルはもう神の域いきを超こえちゃってっから楽勝なんだよ」


「へぇ」


「てめ、いま俺のこと馬鹿にしたろ？」


「いやいや」


「殺す！」


　そう言って、ゾーラは拳こぶしを握にぎる。


　しかしライナはその相手をせずに、


「……で、いまは『蒼あおの公ひ主め』とかいう傭よう兵へい団だんにおまえは所属してると……どういう経けい緯いでそうなった？　ってか、なんで俺たちを襲う？」


　が、ゾーラはそれに、


「答える義ぎ務むはないね。おまえこそなんでそこにいる？」


　その問いに、あれ、なんでだっけ？　と、ちょっとだけ考えてから、ライナは肩をすくめた。


「ええと、まあ、なんかいろいろ、なりゆきでさ」


「なりゆきっておまえ、そこがどういう場所だかわかってんのか？」


　なんてことを、ゾーラは言う。


　それに。


「…………」


　どういう場所か、という問いに、ライナはちょっとだけ、いま、自分がいる場所の状況を考えてみる。


　ネルファを追われたトアレと、兵と、民衆を引き連れてローランド軍から逃げていたのだが、逃げきれなくなったところでヴォイスが作ったという反ローランド連合軍に助けられた。


　で、そのヴォイスはというと、『女め神がみ』とかいう名の、絶ぜつ対たいに人間ではない、ひどく醜みにくい化ばけ物ものに操あやつられている──フリをしているらしいという話を聞いて。


　いやまあ、これはヴォイス本人の弁べんなので、本当なのかどうかはわからないし、おまけに質問しても適てき当とうなことばかり言ってはぐらかされてしまうので、いまいちあいつが、本当に『女神』の仲間なのか敵てきなのかも、わかっていないのだが。


　その、いまいち味方なのか敵なのかわからない奴の仲間に、いま、ライナはなっていて。


　あ～、つまりそのぉ。


「……まあ、なんだろ。いろいろ状況がふんわりしてて、いま大変なんだよ。だからあんま突つっこんで聞くな」


　と、ライナは正直に答えた。


　それにゾーラは馬鹿かおまえはという顔で、


「はぁ!?」


　と、言った。


　それにライナは苦笑いして、


「いや、まあ、俺もそう思うけどさぁ」


　すると横からフェリスが聞いてくる。抜いていた剣けんを腰こしに戻もどして、


「なんだライナ。こいつ、知りあいなのか？」


「ちょっとな」


「敵か？」


「どうかな～。昔から仲悪かったし……」


　そう言ってから、ライナはゾーラのほうへ目を向ける。


「おまえ、敵なの？」


　それにゾーラはこちらを見て、


「……そりゃ、おまえの立つ場所によるな。反ローランド連合軍にいるってことは、あの、ローランドの狂くるった勇者のところを出たってことだろう？」


　と、言った。


　その言葉に、


「狂った、勇者？　そりゃ、シオンのことか？」


　ライナがそう問いかえすと、ゾーラが笑う。


「シオン……シオンね。俺はおまえに友達は選べって、言ったんだけどなぁ」


「選んでるよ」


「選んでねーよ。シオンはやめとけって俺、言っただろうが」


「言ったな」


「で、結局おまえ裏うら切ぎられたんだろう？」


「…………」


「だからいま、ここにいるんだろう？」


「…………」


「おまけにシオン・アスタールに裏切られて、出てきた先で作った仲間がヴォイス・フューレルかよ。おまえ、いい加か減げんにしろよ？　ヴォイス・フューレルは、世界を『女神』に売った、クズだぞ？」


　という言葉に、ライナは困こまったような顔になる。


「……いや、まあ、ヴォイスがクズだってのにはいろんな意味で納なつ得とくだけど……でも、その他にも説明すると長いが、意外といろいろ事じ情じようがあるんだぜ？」


　が、ゾーラはあっさり、


「事情なんて知らねーよ」


「知れよ」


「知らん」


「じゃあどうすんのよ？」


　と、ライナがきくと、ゾーラは一度、空を見上げる。背後を振ふり向いて、仲間の様子を確かく認にんする。


　それから。


「あ～、一いつ騎き討うちしよう」


　と、言った。


　それにライナは、


「え～、嫌やだよ。旧きゆう友ゆうと感動の再さい会かい～みたいな感じでこんなに無む駄だに話した後じゃ、緊きん張ちよう感保たもてねーし」


　が、ゾーラはそれに笑う。


「俺友達じゃないし」


「え～」


「ま、それにそっちの都合なんて知ったこっちゃねーしな。俺がいま考えてるのは、もっと別のことだ」


「ふむ。例えば？」


「例えばおまえが仲間にしてもいいと思えるほどの力をまだ持ってるなら、昔のよしみで少しくらいは話を聞いてやってもいいかな、とか。なんなら俺の主あるじのところまで連れていってもいいかな、とか」


「ほう。で、俺はおまえのお眼鏡めがねにかなったかな？」


　が、ゾーラは首を振る。


「全然」


「まじで？」


「まじ。さっきの戦せん闘とうでのおまえのヘタレっぷりにちょっと、がっかりしたくらいだしな。おまえ、全然体鍛きたえてないだろう？」


　という言葉に、


「…………」


　ライナはまた、答えない。


　が、ゾーラはやっぱりかという顔で、


「だと思った。おまえ、昔より弱くなってる気がするぞ？　で、そんな弱っちい奴やつに俺ってば用はないんだわ。このクソみたいにひどくなる一方の世界じゃ、力がない奴はクズみたいな扱いになるしな。どんな理由や理り屈くつがあったところで、弱い奴は死ぬ。弱よわ音ねを吐はく奴から死ぬ。で、おまえはどっちだ？　おまえはいっつも友達が大事だとか、誰だれも死んでほしくないみたいな顔をしてるが、じゃあ、その死んでほしくない仲間を守れるだけの力を持ってんのか？　それを、俺が試ためしてやる」


　とか、言いだす。


　昔からどっちが強いとか、誰が一番とか、俺様てんさーいとか、そういうことがこいつは大好きなのだが、まったく昔と変わらない、鬱うつ陶とうしいほど自信満々な顔でそんなことを言ってきて。


　それにライナは、


「…………」


　答えない。


　ただ、自分がそんな、仲間を守れるほどの強い力は、ないことだけは、わかっている。


　いや、それは結果を見ればもう、すぐにわかることだった。


　大切だと思った仲間はほとんど死んだ。


　親友だと思っていた馬鹿な王様も、泣きながら遠くへいってしまった。


　その間、俺はなにをしていた？　俺はずっと、なにをしていた？


「…………」


　ライナはそんなことを考えてから、


「……ああ、クソめんどくせぇなぁ……」


　と、呟つぶやいた。


　そのまま、体を沈しずめる。全身に力を込こめる。


　それにゾーラはまた、笑みを浮かべ、


「おっと、まじでやる気か？」


　それにライナは答える。


「やらなきゃ、おまえ納得しないんだろう？」


「そうだよ」


「じゃ、やるしかねーじゃねぇか。まぁ、まだ会ったばっかだけど、後ろにいるヴォイスの部下も、ネルファの民たみも、一いち応おう俺の仲間なんでね」


「仲間だから守る？」


「ああ」


「はは。昔よりは、ちょっとは責せき任にん感がついたみたいじゃないか」


　と、ゾーラが言って。


　しかしそれに、ライナはちょっとだけ悲しげな顔をする。


「なんかいろいろ失なくしたからさぁ」


「へぇ。んで、憐あわれんで欲ほしいって？」


「いらない」


「だよな。んじゃ、やるか？」


「ああ。おまえ強いから、手加減しないよ？」


　と、ライナが言うと、ゾーラは笑った。


「はっは～、それ、誰に言ってんの？」


　笑うと同時に、走り出した。


　ライナもそれに反応して、一歩後ろに下がる。手を宙に躍おどらせ、光の文も字じを描えがき始める。


　それはかつて、エスタブール王国の魔法騎き士しから奪うばいとった、魔法。脳のう内ないのリミッターを解かい除じよし、身体能のう力りよくを大おお幅はばに上げる魔法を構こう築ちくし始める。


　しかしそれにゾーラが、


「ああ、それ便利な魔法だよな～。うちの組織のエスタブール出身の奴にも、使えるのがいるよ。でも、展てん開かいが遅おそいのが玉に瑕きず」


　懐ふところからもう一本ナイフを取り出して、投げてくる。ナイフはライナが描く魔方陣に当たり、少し構成が歪ゆがむ。それをライナが慌あわてて描き直そうとしたときにはもう、ゾーラがすぐ、目の前までやってきている。


　そのままゾーラはライナが構成途と中ちゆうの光の文字の中に右手を突っこんできて、魔法を乗っ取ろうとする。


　それにライナは対たい抗こうするように、さらに文字を描くスピードを上げながら、


「うわおまえ、汚きたねぇな。これ俺の魔法だぞ？」


「乗っ取られるおまえが悪い」


「おまえには乗っ取れねぇよ」


「やれるね」


「無理」


「おまえが無理」


『ってかこのまま死ねぇ！』


　と、同時に二人は叫さけんで、魔法を展開しているのとは反対の手で、相手を殴なぐる。拳と拳が、骨ほねが折れそうな勢いきおいでぶつかり、ライナはそれに、


「ぐああああ痛いてぇええええけど、魔法完成は俺のが速い！　我われ・契けい約やく文を捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す！」


　と、呪じゆ文もんを唱える。


　すると彼の体がうっすらときらめき、全身の動きが、加速される。


　しかしそれと同時に、ゾーラもライナが描いた光の文字の半分を乗っ取って完成させ、


「我・契約文を捧げ・大地に眠る悪意の精獣を宿す！」


　一気に動きが加速する。笑う。


「終わりだ」


　と、呟く。


　その動きは、ライナよりも少しだけ、速い。ゾーラの加速された拳が顔面へと迫せまる。それをとっさによけようとするが、よけきれない。おまけにゾーラは手の裏側にナイフを仕し込こんでいて、それが飛びだしてくる。耳の部分をかすり、裂さけるのを感じる。かすかな痛みが走るが、しかしそれを、気にしている余よ裕ゆうはない。
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　ライナは足を上げ、ゾーラの胸むねを蹴けろうとする。だが当たらない。


「遅おせーよ！」


　と言って、ゾーラが回まわし蹴げりを放ってきて。その蹴りのあまりの鋭するどさに、ライナは顔をしかめる。


「ああ、くそ。体術はおまえのほうが上か」


　その蹴りを、喰くらうことを覚かく悟ごする。その蹴りを喰らった反動で後ろへ飛びのき、距きよ離りをとって魔法戦に持ちこむのだ。


　さっきわかったが、魔法の展開速度はこちらのほうが少し速い。なら魔法戦ならなんとかいけるだろう。


　それに、すべての魔法の構成を見通せる『複写眼アルフア・ステイグマ』を使えば、勝てる、と、判はん断だんする。


　だからとりあえず、


「一発喰らってやるよ」


　と、言った。


　そして蹴りがくるのに備そなえる。全身の力を、蹴りが当たるであろう場所に集中して。


「…………」


　しかしそこで、ゾーラの蹴りが、止まった。いやそれどころか、ゾーラの体から噴ふきだしていた殺気が、突とつ然ぜん消えた。


　それにライナは、


「へ？」


　なんて声を、思わず上げてしまう。


　しかしゾーラはそれを無む視しして、足を下ろす。ため息をつく。それからもう、戦う必要はないとばかりにこちらに背せを向ける。


　それに、


「え？　え？　なんで？」


　とライナは言った。


　するとそれにゾーラは振り返らないまま、右の足の裏うらを、ひょいっとこちらに向ける。そして足首をぐるんっと回すと、履はいていた靴くつの爪つま先さきから、ナイフが飛びだす。そのナイフの先には、赤い液えき体たいがついている。


　おそらくは、毒だ。


　それをライナは見て。


「……ああ」


　と、言った。


「……それ喰らってたら、死んでたなぁ……ってことは、俺の負けか？」


　と、あっさり言った。


　それにゾーラが振り向いて、つまらなそうな顔で、


「おまえやっぱ、もう仲間にする価か値ちねーわ」


「ありゃ、そうなる？」


「なる」


「じゃ、どうしよか」


　ライナが聞くと、ゾーラが答えないままこちらから目線を逸そらす。そして手を挙げ、部下の兵たちに向け、


「引きあげるぞ。ちょっとうぜぇ邪じや魔まが入ったから、今回は引きあげて、女ひ王めに報ほう告こくする」


　という言葉に、一人の兵士が言う。


「しかし女じよ王おうはヴォイス・フューレルの抹まつ殺さつを……」


　そう、言いかけているのをゾーラは遮さえぎって、言った。


「馬鹿が。じゃあおまえがあそこの眠ねむそうな黒くろ髪かみの男を倒たおせんのか？　横の金きん髪ぱつの無む表ひよう情じよう女の動きについていけんのか？　想定外の戦力が敵方にいた。ここで無理して攻せめれば、思ってたより被ひ害がいがでかくなる。おまけにあれは……」


　とそこで、もう一度ライナのほうへと目を向け、


「あいつは、女ひ王めのお気に入りの一人だしな。ここで俺が勝手に殺したら、女ひ王めに殺される」


　と、言った。


　その言葉に、ライナはゾーラを見つめ、


「……ってか、さっきからおまえが言ってるヒメってのは、いったい誰よ？　まあ、『蒼あおの公ひ主め』とかいう傭兵団らしいから、そこの主のことなんだろうけど……他人の言うことを聞くのが嫌きらいなおまえが、いったい誰の言いなりになってる？」


　と、聞くと、ゾーラは笑って、


「俺はいつだって愛の奴ど隷れいだ」


「ウザ」


　が、ゾーラはさらに笑い、


「ウザくていいよ。俺は彼女のためなら死ねる」


「へぇ」


「で、その彼女がおまえは殺すなって言ってっからさ、だから、今回は引きあげてやる」


　その言葉に、ライナは首をかしげる。


「ふむ。つまりその、おまえの恋こい人びとは俺の知りあいなわけか？」


「ああ」


「誰？」


　するとそれに、ゾーラは笑って答えた。


「おまえんとこのヴォイスとかいう悪ガキが知ってるよ。もうここんとこずっと、うちとヴォイスんとこは、殺し合いしてるからな」


　そう言ってから、踵きびすを返し、


「んじゃ、引きあげるぞ。一度砦とりでに帰る！」


　ゾーラがそう言ってから、いつの間にやら背後に用意されていた馬に乗って、走りだす。それに彼の部下たちも一いつ斉せいにこちらに背を向け、去り始めて。


　ヴォイスの部下たちが一いつ瞬しゆん、その後を追いそうになるが、ライナがそれを制せいして言った。


「やめとけ。追っても殺されるだけだ」


　それほど、ゾーラは強かった。


　昔会ったときとは、比べ物にならないぐらい強かった。


　とそこで、横に立っていたフェリスがこちらを向く。一歩前に出て、ライナのすぐ横までやってくる。


　そしてなぜか手を挙げ、グーでごんっとけっこうな強さで頭を殴ってきて、
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「痛っって!?　って、いきなりなにすんのよ？」


　とライナが聞くと、フェリスが言う。


「なにをあっさり負けている！」


　と、怒おこられる。


　それにライナは殴られた頭をさすりながら、


「いや、でもあいつすげぇ強いんだぜ？」


　が、フェリスはあくまでちょっと怒ったような顔で、


「しかしおまえが負けるほどではないだろう？　なぜ手て加か減げんした？」


　と、言った。


　それにライナはフェリスを見て、それから、もう、姿すがたが見えないほど遠くまで去っていってしまったゾーラの後ろ姿を見つめて、言った。


「だって、あいつも手加減してたからさぁ……」


　そう、ライナは言った。


　それはもう、最初から気づいていた。ライナの前に立ったときのゾーラの動きには、手を抜いているなと感じる部分がいくつも感じられた。だからこちらが引けば、向こうも引くと、そう思ったのだが。


　しかしそれに。


「……そんなことじゃあ困りますねぇ、ライナさん」


　という子こ供どもの声が、突とつ然ぜん、背後から上がる。


　それにライナは振り返る。


　すると黒い戦闘服に身を包んだ部下たちの間から、ひょこっと、十三、四才くらいの少年が顔を出す。綺き麗れいな黒くろ髪かみに、利発そうなつり気味の黒い瞳ひとみ。巫み女この服のようなものを着こんだ少年。


　こいつが、ゾーラがわざわざ兵を率ひきいて殺しにきた、反ローランド連合軍を作り上げ、おまけに勝手にライナをその連合軍の王に仕立てあげようとしているヴォイス・フューレルだった。


　そのヴォイスが言う。


　とても子供とは思えない理知的な瞳をこちらへ向け、


「あなたはもう、一つの集しゆう団だんのリーダーなんですよ？　そのリーダーがそう簡かん単たんに負けてもらっては困りますねぇ。我々の士気にかかわる」


　なんて言葉に、しかし、ライナは顔をしかめて言った。


「そりゃおまえが勝手に言いだしたことだろうが。それに、おまえの部下たちはみんな俺をリーダーだとは認みとめてねーみたいよ？　俺、防ぼう御ぎよスペル唱えるように頼たのんだのに、完全に無視されたし……」


　するとそれにヴォイスが、部下たちを見回して、


「そうなのか？」


　と、聞いた。


　するとライナを無視したときとはあきらかに違ちがう、尊そん敬けいしきっているような目まな差ざしで兵たちはヴォイスを見て、


「申しわけありません」


　頭こうべを垂たれる。


　それにヴォイスはうなずき、


「だが私もあのときのおまえたちの判断は正しかったと、思っている。間違っていたのは、陛へい下かのほうだ」


　と、ライナのほうを見る。


　それにライナはますます顔をしかめ、


「だからその、陛下って呼び方やめろよ。おまけにおまえ、全然俺のこと敬うやまってないし」


　するとヴォイスは笑い、


「敬って欲しかったら、まずは敵てきに容よう赦しやしないことを覚えてください。もしも敵なら、年とし端はのいかない子供でも容赦せず、殺せるだけの強さを……」


　が、それをライナは遮さえぎって、


「そんな強さは、いらねーよ」


「いりませんか？」


「いらないね」


　するとヴォイスはうなずく。


「そうですか。では、あなたはその子供に情なさけをかけた。その子供が成長して何年か後に、あなたの仲間を殺した。それでもあなたは後こう悔かいしないと、そう言うんですね？」


「…………」


「もう、何度も同じことを言わせないでください。私たちは遊んでいるわけじゃあない。あなたがこれから歩もうとしている道は、バナナはおやつに入るんですか～？　とか馬鹿なことを聞いていられる、お気楽なピクニックじゃないんですよ？　あなたのくだらないお遊びで、仲間が死ぬ可か能のう性せいがある。それでもそれが意味ある死ならいい。だが、意味のない、ただの心の弱さからその選せん択たく肢しを選んでいるのなら、もう消えてください。そんなにも弱いのなら、少なくともあなたはシオン・アスタールの前に立つ資し格かくはないですから。彼はもう、目の前にいる子供を殺せるだけの強さを持っている。必要なら、泣きながら殺せる強さを持っている。で、あなたはどうです？　人を殺す覚かく悟ごもないまま、人を救おうとしているんですか？」


　そう、聞かれて。


　あきらかにさっき、ゾーラからの襲しゆう撃げきで中断されてしまったお説教の続きをこいつはやろうとしていた。


　そしてヴォイスの言いたいことはもう、十分過すぎるほどわかっているので、ライナは小さくため息をついてから言う。


「……だが、ゾーラに手て加か減げんしたのは、俺おれにも考えがあったんだぜ？」


「考え？」


「ああ。向こうが手加減してたのには、向こうにも考えがあるってことだろうし、それに、いまいち状じよう況きようもちゃんと見えてなかった。『蒼あおの公ひ主め』に所しよ属ぞくしてるのがゾーラだって、俺は知らなかったしな。でもおまえは知ってたんだろう？　ゾーラが俺の、昔の知りあいだって知ってて俺をスカウトしたんだろう？」


　と、聞くと、ヴォイスはあっさりうなずいた。


「ええ。知ってました」


「で、その知りあいを殺させようと思ってたのか？」


　すると彼は笑みを浮うかべ、


「まだ心がか弱いライナさんには、どうせ殺せないと思ってました。でも、殺せなくてもいい。あなたが向こうと知りあいなら、あなたを取り込こめば向こうの勢力に、私の手を食い込ませるきっかけを作れるかな、と、期待しています。話さえ相手が聞いてくれるなら、私はいくらでも騙だます方法を知っていますから」


　なんてことを、代々詐さ欺ぎ師しの一族、フューレル・グループの総そう帥すいとして生まれたヴォイスが言う。


　それにライナは、あきれたような顔になって言った。


「じゃあ、俺のやったことは、百点じゃねぇか」


「ですね」


「なら文もん句く言うな」


　と、いうライナの言葉に、ヴォイスは肩をすくめた。


「でも、さっき言ったことも本音ですよ。あなたがゾーラさんを簡単に殺せるような人なら、また、進む方向がもう少し楽になりますから……でも、いまはまあ、まだいいでしょう。どうせ変わる。もう少し痛いたい目を見れば、あなたもきっと変わるでしょう」


　その言葉に、


「…………」


　ライナはうんざりとまた、ため息をついた。


　ヴォイスの部下の兵たちを見て。後方で疲つかれた顔をしているネルファの兵や、民たみの姿を見て。それから、襲おそいかかってきたローランドの兵たちの姿を思いだして。


「……そうかもな」


　と、呟つぶやく。


　ここのところ、本当にたくさんの死を見てしまって、疲れた声こわ音ねでそう呟く。


　シオンと別れ、ローランドを出てからまだ、ほんの少しの時間しかたっていないというのに、もう、なにもかもが変わってしまっていて。


　目に映うつる光景も、人々の表情も、なにもかもが変わってしまっていて。


　そして自分も少しずつ、変わっていくのかもしれない。いや、もうとっくに変わってしまっているのかもしれない。


　と、そんなことを思う。


　自分ではそれはわからないが。


　でも、状況がどんどん、どんどん、変わっていってしまっていることは、わかる。


　だってもう、隣となりでシオンは笑っていないし。


　フェリスにも、キファにも、辛つらい思いをさせている。


　仲間は何人も死に、トアレは死にかけた。


　なのに、自分だけへらへら変わらないでいようなんて、そんなの虫がいい話だ。


　きっと変わっていく。


　目の前の状況が変わっていけばいくほどに、自分も変わっていく。


　だが、それでも。


「……俺は、おまえの言いなりにはならないぞ？」


　と、ライナは言った。


「そんな簡単にあきらめられるんなら……とっくにあきらめてたしさ」


　と、彼は言った。


　そして、思う。


　そんなに簡単にあきらめられるんなら、最初から、人を殺すのは嫌いやだとか叫さけんで逃にげる必要もなかったのだ。


　ローランドに求められた通りの戦せん闘とうマシーンになって。


　馬ば鹿かみたいに人を殺して笑って。


　そしたらシオンは悩なやまず俺を殺せたかもしれないし。こんな化ばけ物ものを相手に、一いつ緒しよにいたいと言ってくれた仲間や、一緒にいて楽しいと思えた友達を、殺されずにすんだかもしれないのだ。


　だが、そうはできなかった。


　できなかったから、こんなところまできてしまった。


　で、いまさら全部あきらめて、強くなれ？　必要なら、必要なだけ、殺せ？　馬鹿言うなよ、と、ライナは思う。


　なら。


　ならとっくに、あきらめてんだよ。


　昔みたいに全部やめて、めんどくさいの一言で片かた付づけて、逃げて、逃げて、逃げ続けて、どっかでひっそりのたれ死んでしまえれば、楽なのだ。いや、そうやって死にたいと、ずっと思っていたのだ。


　でも、シオンの奴やつが泣くから。


　一人で全部を背負って、シオンの馬鹿が泣くから、じゃあ、俺も少しくらいは戦ってみようと、そう思ったのだ。


　なのにその俺が、あっさりあきらめて、人を殺す？　人を殺さないのは、弱さだ？　それに、ライナは笑う。


　悲しい顔で笑う。


　そしてヴォイスを見つめて、言った。


「……おまえが求めてるような王は、もう、ローランドにいるじゃねぇか。だから俺は、あいつとは同じ道は歩かない」


「それは弱さです」


「そうかね？」


「そうです」


「でも、弱いままでいくのも、結けつ構こう大変なんだぜ？」


　という、その言葉に。


　ヴォイスはちょっと、あきれるような顔になったあと、笑った。


「は、はは。まあ、それはそうですが……やはりあなたは、馬鹿だなぁ。試ためしに選んでみて、よかった」


「おっと、あまりの馬鹿っぷりに、おまえのお眼鏡めがねにはかなった？」


　するとその問いかけに、ヴォイスが目を細め、


「さて、どうでしょう？」


　と、言った。


　そしてなにか小さく、呟く。


　それはライナには聞こえないほどの小さな声で、


「……まあ予想どおりですけどね……寂さびしがりの悪あく魔まは……」


「へ？」


「いいえ、こちらの話です」


　が、それにライナはヴォイスをにらみつけて、言う。


「ってか、俺を仲間にしたいなら、そろそろ隠かくし事やめろよ。ゾーラのことも聞いてなかったし、『女め神がみ』とかいう化物の話も、ちゃんと聞いてない。それに、あ～、なんだ。おまえ、『蒼あおの公ひ主め』を率ひきいてるヒメとかいう奴のことも知ってんだろう？　それ、誰だ？　そのヒメとかいうのが俺のことを知ってるらしいが、いったい誰なんだ？」


　しかしそれに、ヴォイスは答えない。くるっと後ろを向き、


「その話は、陣じん営えいに帰ってからにしましょう。私に入っている情報では、ルーナ帝てい国こくが降こう伏ふくして、ローランドはその拠きよ点てんを、ルーナへ移うつすそうです」


　という、言葉に、


「はぁ？」


　と、ライナは思わずそんな声を上げてしまった。


「ちょ、ちょっと待てよ。そりゃ、シオンがルーナに移ったっていう……」


　が、その問いに答えずに、ヴォイスは言葉を続ける。


「さらにバユーズ・ワイト、クラウ・クロム両元げん帥すいが率いる兵が、すでにカッスラーへの進軍を開始しています。これは私の予想よりも、遥はるかに速い。おそらくは『忘却欠片ルール・フラグメ』を使って進んできているのでしょうが……まあ、どちらにせよローランドの戦線はこのアリ南方国へも、届とどく。いまのローランドを止められる勢せい力りよくは、南大陸にはありませんからね。ですから、あまりだらだらここにいるわけにはいきません。まずは陣営に戻もどり、態勢を立てなおして、ベリス主国へ入りましょう。ベリスはいまのところ我々の味方ですが、いまのローランドの勢いきおいを見たら、その意見を変えかねない。そうなる前に、ベリスを抜ぬけ、中央大陸に入る。時間はあまりない。話しあいはですから、移動しながらしましょう。それでいいですか？」


　と、一気にヴォイスは言ってから、こちらの返答を待たずに歩きだしてしまう。そのまま周囲の部下に、次々と的てき確かくな指し示じをだしていく。もう、まるで十四、五の子ガ供キには見えない。


　それをライナは呆ぼう然ぜんと見つめてから、横で珍めずらしく静かにしているフェリスのほうを見て、


「……なんか、あきらかに俺のほうが、部下だよなぁ？」


　と言うと、フェリスがあっさりうなずく。


「おまえは奴ど隷れい顔がおだしな」


「はは、俺もそう思う。んで、なんの責せき任にんもないまま、ふわーっと生きていけりゃいいなぁって、ずっと思ってたんだけどなぁ……」


　と、彼が呟つぶやくと、彼女はその背せ中なかをバンッとたたいてくる。


　それにライナは、


「あ痛いたっ。って、今度はなに？」


　と、聞いた。


　するとフェリスが言う。


「まったくおまえはいったい、なんなんだ。どこぞの刺し客かくにはあっさり負けるし、変へん態たいしか取り得のないガキには簡単に言い負かされるし……情なさけないにもほどがあるぞ」


　とか、言われて。


　それにライナは苦笑して、


「ごめん」


　と、言った。


　が、それに、なぜか彼女はこちらを見ないまま、


「だが私は、おまえのその、馬鹿で、間抜けで、うじうじ悩なやむ弱っちい部分が……嫌いじゃない」


　なんてことを突然言ってきて。


「……へ？」


　と、ライナが言うが、彼女はやはりこちらを見ないまま、


「とにかく誰かの眼鏡など意い識しきする必要はないということだ。ゾーラ？　ヴォイス？　そんなもの、知るか。私も、シオンも、もうおまえを認みとめている。なら、私たちは私たちが進む道を歩けばいい。だからもう少し胸むねを張はってろ、馬鹿が。私の前で、私以外の誰かに勝手に負けたりするな。イライラするだろうが」


　とか、滅め茶ちや苦く茶ちやなことを言ってきて、そのまま勝手に歩きだしてしまう。


　その、フェリスの後ろ姿を見て。


　ライナは、こんな逼ひつ迫ぱくした状況の中でもずっと寝ねぐせがついたままの自分の髪かみをかいてから、小さく笑う。


「……そりゃ、ええと、イライラさせて、ごめんな」


「謝あやまるくらいならするな」


「ほいほい」


「じゃあいくぞ」


　それに。


　いくぞ、という彼女のその言葉に、ライナは頭の中で今後の展てん開かいについてぼへーっと妄もう想そうして、思わずため息つきそうになる。


　やっとこさ襲しゆう撃げき者しやたちを追い返したのに、まだまだこれからやることは山積みで。


　背はい後ごにはローランドの兵。


　前方にはなんかよくわからない『蒼あおの公ひ主め』とかいう名前の傭よう兵へい団だん。


　そしてガスタークや、他の国までいる。


　その中を、どうやってネルファの兵や民を連れて、抜けていくのか。


「ったく、しんどいなぁ」


　と、言いながら、空を見上げる。


　相変わらず空は雨雲に覆おおわれて、暗い。この雨の中を、疲つかれきっている民を連れて、まだ歩くという。


　ローランドの兵に親を殺された子こ供どもを連れて。


　家族を失った老人を連れて。


　まだ、歩くという。


　それに。


「くそ。ほんとにしんどいな」


　そう言ってから、ライナも歩き始めた。


　歩みを止めたところで、もう、なにも変わらないということを知っているから。


　それどころか逃げれば逃げるほど、悲しいことしか起きないともう、知っているから。


「…………」


　だから彼は、足場の悪いこの雨の中、さらに前へ、前へと、歩を進める。




　第二章　ぬかるみの中







　すると自分の足が、汚よごれているのに気づく。


　ついさっきまではそんなことなかったのに、いつの間にか、深い、ぬかるみのような場所に足を踏ふみこんでしまっていて、いまいちうまく、自分の足が動かない。


「…………」


　だからそのぬかるみから足を抜ぬきだそうと、彼は足あし下もとへと目を向ける。


　自分の足へと、目を向ける。


　すると足はべつに、ぬかるみにはまっていたりはしない。靴くつだって綺き麗れいなものだ。


　ただ、血が。


　自分が立っている場所を中心に、大地から血が溢あふれだしているのが、見える。


　その血が溢れて、溢れて、溢れて、道を作っていく。


　まるでそれは、天鵞絨ビロードの赤い絨じゆう緞たんが広がっていくように、溢れだす血が大地を埋うめつくしていって、彼が進むべき道を作っていく。


　そしてその道を、彼は見つめる。


「…………」


　シオン・アスタールは、金色の瞳ひとみで溢れだす血を見つめる。


　いや、実じつ際さいには血が、溢れているわけではない。


　少なくとも現げん実じつの世界では、誰だれの目にも、その血は見えていないだろう。


　だが、シオンはその血を見つめる。


　自分が所しよ属ぞくしているもう一つの世界に広がっていく光景を、彼は見つめる。


　それは『女め神がみ』や、『勇者』や、『悪あく魔ま』が所属している世界。


　もう、体の奥おく底そこまで『狂くるった勇者』に侵おかされてしまっているシオンが、所属している世界。


　その世界では、いま、彼を中心にして世界を塗ぬり変えていこうとしている。


　彼が立っている場所を中心に、赤い、赤い、赤い、いや、あまりに赤すぎてそれは、どす黒くさえ見える呪のろいが、大地を侵していく。


　その呪いはすでにローランド全ぜん域いきを覆い、旧きゆうエスタブール王国を蹂じゆう躙りんし、ネルファ皇こう国こく、ルーナ帝てい国こくの大地も、塗り潰つぶしつつある。


　その呪いは、その大地に住む民が、シオン・アスタールに屈くつ伏ぷくしていくごとに、進んでいく。


　その呪いは、その大地に住む『人間ニンゲン』が、『人間ニンゲンαアルフア』に屈伏していくごとに、感かん染せんしていく。




[image: ]


　そしてもう、ルーナも、ネルファも、終わりだった。


　かつてローランドの大地だけに縛しばりつけられていた『堕おちて狂った勇者』への鎖くさりが、また一つ、緩ゆるむ。


　中央へ。


　中心へと、進めるようになる。


　それに。


「…………」


　シオンは一度、目を閉とじる。それから現実の世界へと、意識を向ける。


　すると彼は、馬に乗っていた。


　ローランドとルーナの国こつ境きようを越こえて、『勇者』がずっと足を踏みいれていなかった、新しい大地へと進む。


　新しい大地を侵す。


　もう、ほぼ制せい圧あつを完かん了りようしたルーナ帝国へと、その居きよ城じようを移すのだ。


　彼の周りには、数十万の兵がいる。


　だがその声は聞こえない。


　その足音は聞こえない。


　聞こえてくるのは、自分が。


「…………」


　俺おれが、世界を血と、呪いで、埋うめつくしていく音だけ。


　世界が変わっていく音が聞こえる。


　世界が変わっていく音が聞こえる。


　それを自分は望んでいたはずなのに。


　この狂った世界が変わることを望んでいたはずなのに。


　なぜか少し、悲しい気分になる。


　それに。


「……悲しい？」


　と、小さく、シオンは呟つぶやいた。


「もう人ではない俺が、悲しいって？」


　そう、彼は小さく呟いて、はははと、笑った。


　乾かわいた声で、笑った。


　そしてシオン・アスタールは進む。


　ローランドの王は進む。


『堕ちて狂った勇者アスルード・ローランド』は、悲しそうな笑い声をあげながら、北上を続ける。





　世界を塗り変えるために。





　この狂ってしまった世界を、塗り変えるために、彼は──





　　　　◆◆◆◆





　自分の足が、汚よごれているのに気づく。


　血だ。


　血の海が、足を汚している。


　それを見下ろし、


「くそ」


　と、レファル・エディアは呟いた。それから隻せき眼がんの瞳で、いま、自分たちがおかれている情勢を見る。


　彼はいま、エロン神都という小国を、叩たたき潰つぶそうとしているところだった。


　エロン神都は、ガスターク帝国が中央大陸に入るときに一番最初にぶつかる国なのだが、まあ、そうはいってもすでに北大陸全土をその手中に収おさめているガスタークとエロン神都では、その兵力には十倍以上の差がある。


　だから、普ふ通つうなら戦争なんかには、ならないはずだった。ガスタークが降こう伏ふく勧かん告こくをして、それをエロン神都が受け入れて、戦争は終しゆう了りようする。


　小国との争いでは、ほとんどがそういう流れで北大陸では領りよう土どを拡かく大だいしてきた。


　だから今回も、まず初めにエロン神都には降伏勧告をしたのだが。


「……馬鹿が」


　と、周囲に溢あふれる死体の山を見て、レファルは言った。


「俺はおまえらをゲイルフィックラントから守ってやるって言っただろうが。なに無む駄だ死じにしてんだ」


　すると背後にいた、色白の、涼すずしげな目をした男──リーグルワーズ・ペンテストが言った。


「……仕方ありませんよ。いまでもまだ、ゲイルフィックラント帝てい国こくはうちよりでかいですからね。ぽっと出の私たちと天てん秤びんにかけたら、誰でも向こうを選ぶでしょう」


　それにレファルは顔をしかめる。


　そして死体の山の向こう。


　この国の砦とりでの一つに火の手が上がっているのを見る。もう陽ひは落ち、夜が訪おとずれようとしているのに、その火のせいで煌こう々こうと明るい周囲の様子へ目を向ける。


　このアッスロン砦が、エロン神都にとってガスタークを止められることができる可か能のう性せいがある唯ゆい一いつの場所だった。ここを抜けられてしまえば、あとはエロンの中ちゆう枢すうまで、一気に入り込まれてしまう。


　だから当然、このアッスロン砦に、エロンのほとんどの兵が配置された。


　そしてエロンの兵士たちは、ガスタークの攻撃に必死に抵てい抗こうした。


　あきらかに負けるとわかっている戦いくさの中で、必死に抵抗し、叫び、死んだ。


　夥おびただしい数の人間が死んだ。


　その光景は、悲ひ惨さんを通りこしていっそ、滑こつ稽けいですらあった。


　人が死ぬ。


　人が死ぬ。


　人が死ぬ。


　レファルはその、屍しかばねの上を乗り越こえていく。


　あれだけ捨て身で、必死に向かってこられてしまうと、こちらにも多少の犠牲は出てしまう。想定していたよりも少しだけ、進軍に遅おくれが出てしまう。


　だがそれも。


「……もう、終わりだな」


　と、レファルは言った。


　砦の基き礎その部分が爆ばく発はつして、崩くずれようとしている。砦の中からこちらへ魔ま法ほうで攻こう撃げきしている兵たちの動きが止まる。


　それにリーズがうなずき、


「ええ。アッスロンは落ちましたね。これで、エロンは終わりです」


「こんなに抵抗されるのなら……グロウヴィルを使えばよかった」


　と、レファルは言って、背中に背負った、信じられないほど長大な、漆しつ黒こくの剣けんをちらりと見た。


　持ち主であるレファルの体の一部を喰らうことによって、まるで神のような破は壊かいを撒まき散らすことができる、『再生の剣グロウヴイル』という名の、呪のろわれた剣。


　しかしそれに、リーズが首を振る。


「そう簡単にそれを使われても、困りますよ。簡単に使っていたら、あなたの体がいくらあっても、足りない……そうでなくてもこのさき、あと三回はその剣を振るってもらう必要があるんですから」


　と、言った。


　その言葉に、レファルはかすかに、グロウヴィルに喰くわれてしまって失われた、左の瞳の奥おくに、痛いたみを感じる。


　そして、思う。


「…………」


　あと三回か、と、思う。


　それはこの、中央大陸にある、三つの大国を潰すために必要な回数だった。


　とそこで、レファルはこの中央大陸の勢力図を、あらためて頭の中に思い浮うかべる。


　この中央大陸には現在、エロン神都を含ふくめ、十三の小国と、三つの大国が存そん在ざいする。といってももう、小国のほとんどはその三大国の属国のようなものだから、中央大陸には三つしか国がないといってもいいのだが。


　その、三つの大国の名前はそれぞれ──


　ゲイルフィックラント帝国。


　エルトリア共和国。


　レムルス帝国。


　この三つの国が、それぞれ北大陸全土を合わせた領りよう土どよりも、大きな土地と、勢せい力りよくを有している。


　属国の力まで加えれば、まだまだ、北大陸全土を統とう一いつしているガスターク帝国よりも、遥はるかに大きな力を持っている。


　ちなみにもうすぐガスタークの軍勢の前に降こう伏ふくするであろう、エロン神都は、中央大陸東に位置する大国、ゲイルフィックラント帝国の息のかかった国だった。


　そしてまず最初にガスタークの方から降伏するよう勧かん告こくしてみたのだが、エロン神都はゲイルフィックラントを怖おそれて、その勧告を拒きよ否ひした。


　続いていくつかの戦場でガスタークがその兵力を見せ付け、もう一度降伏を勧告したのだが、しかしそれも、拒否された。


　そこで少し、調べさせた。なぜ、こうも頑かたくなにエロン神都が降伏を拒否するのか。


　それは、すでに王族がゲイルフィックラントへと逃げてしまっているからだった。ほとんどの王族や軍の幹かん部ぶたちがゲイルフィックラントへ亡ぼう命めいし、そして、残った兵や民たみに、ゲイルフィックラントがガスタークの軍勢に対抗するための準じゆん備びを整えるまでの、時間稼かせぎをするよう、命じてしまっていたのだ。


　つまり。


「…………」


　とそこで、砦とりでが崩れる。


　主あるじに見み捨すてられ、それでも悲ひ愴そうな顔で闘たたかいつづけるエロン神都の兵たちの叫さけび声が聞こえる。


　それに。


「……終わりましたね」


　と、リーズが言った。


　レファルはうなずいた。


「ああ。そしてゲイルフィックラントに、準備するための十分な時間をやることになった」


　が、それにリーズは笑った。


「その、グロウヴィルの前で、なんの準備をするというのです？　その呪われた剣の前では、『忘却欠片ルール・フラグメ』ですらその存そん在ざいがかすむというのに……」


　しかしそれにレファルは、まだ、喰われていない右の瞳でリーズを見つめ、


「準備をされたら、このグロウヴィルの前に立つ兵の数が、無む駄だに増ふえる」


「でしょうね」


「そうしたら、無駄にたくさん人が死ぬだろう？」


「そうなります」


「俺は人が死ぬのを見るのは、嫌きらいなんだよ」


　と、レファルが言うと、リーズは涼すずしげな笑えみを浮うかべたまま、


「私もですから、安心してください」


　そう、言った。


　それにレファルは苦く笑しようする。微笑ほほえんだまま、まるで楽しくなさそうな顔をしているリーズを見つめ、


「……ゲイルフィックラントは、ストオルのときみたいに、グロウヴィル一発で降伏してくれっかね？」


「どうでしょう？　これほどまでに大きな国と戦うのは、初めてですから。おまけに向こうは『蒼あおの公ひ主め』まで雇やとっている。『蒼あおの公ひ主め』は『忘却欠片ルール・フラグメ』を使ってましたからね。今回はいままでよりもかなり……」


「めんどうなことになる？」


　が、リーズは笑った。それから地面にしゃがみこみ、地面に手をあてる。エロン神都の兵たちの血によって染そまった大地に、悲しげな表ひよう情じようで手をあてて、


「……なるべくそうならないよう、頑がん張ばって戦せん略りやくを立てたいですね。ようはその、グロウヴィルの使いどころをどこにするか、です。その剣を振ふるうには、こちらも大きな代だい償しようを払はらう必要がある。陛へい下かの体を生いけ贄にえにくれてやるんだから、そう何度も剣は振るえない。じゃあ、どこで振るうか？　一発で向こうが絶ぜつ望ぼうするだけの戦果を得られるポイントで振るう必要がある。人が死ぬのを見るのは私も嫌いですが、しかし、相手が絶望するほど大量の敵てきを殺せる場所で振るう必要がある。で、そこはどこでしょう？　今度は向こうも『忘却欠片ルール・フラグメ』を使ってくるだろうから、その力も呑のみこんで、敵に絶望を与あたえられるような場面……」


　そう、自分の中の考えを自分に言いきかせるように呟いてから、彼は立ち上がり、笑った。


「……ま、どちらにせよ我々は負けられないということです」


　レファルはそれに、うなずく。


「負けていいなら、仲間をこの剣の生贄に捧ささげたあの日に、一いつ緒しよに死んどくべきだったしな」


「ええ」


　それに、レファルは一歩前に、踏ふみだす。


　足が血でできたぬかるみに沈しずむが、しかし、彼は気にしない。もう、仲間の血でこの手は一度汚れているのだ。


　ガスターク帝てい国こくがこの場所にやってくるまでに犠牲になった仲間の血で、すでに魂たましいまですべて、呪われてしまっているのだ。


　なのにいまさら、敵の血で体が汚れたくらいで、歩みを止めるわけにはいかない。


　だからレファルは言う。


　崩れた砦の向こう側をにらみつけ、


「んじゃ、さっさと次にいくか。エロン神都の中ちゆう枢すうを落とし、ゲイルフィックラント帝国へ入る。他の勢力の状じよう況きようはどうなってる？」


　するとリーズが答えた。


「問題ありません。レムルス帝国はやはり、ここからはだいぶ距きよ離りがありすぎる。いまはなにもできないでしょう。エルトリア共和国に関しても、潜せん入にゆうさせているスイとクゥからきている情報では、ゲイルフィックラントへ手を貸かすつもりはないようです。まあ、この二国は最初から仲が悪かったですからね。気にする必要があるとすれば、我々がゲイルフィックラントを倒したときに、同時にエルトリアがゲイルフィックラントに攻せめこむ可か能のう性せいがある、ということですが……」


　が、レファルはそこで、リーズの言葉を手を挙げて止めた。


「それはどうでもいい。どうせエルトリアともやりあうんだ。ゲイルフィックラントを潰したあとなら、いくらでも相手をしてやろう。で、魔ま眼がん保ほ持じ者しやたちの動向はどうだ？」


「それはいまだ」


「つかめないか」


「はい。エルトリア共和国へ潜入したスイとクゥに、あわせて探さがさせているのですが……おそらくは集落の移い動どうをしたのかと」


「レムルスかな？」


「どうですかね。魔眼保持者は、どこの国でも嫌きらわれますから。むしろどこかの小国に隠かくれているのでは？」


　その言葉に、レファルは魔眼保持者たちの姿すがたを思いだす。呪われた瞳を持って生まれてしまったために、呪われた生を生きる運命にある、悲しい生き物の姿を、思いだす。


　その姿は、自分の姿と重なる。


　呪われた運命と、剣と、絶望の下もとに生まれてしまった自分の姿と重なる。


　でも、だからといって憐れもうとは思わない。彼らは本当に呪われているから。この世界に存そん在ざいするだけで、なにもかもをおかしくしてしまう存在だから。


　特にあそこにいる『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者のティーア・ルミブルは、その、人すら喰らう化物だった。


　といってもまあ、その『殲滅眼イーノ・ドウーエ』も、『複写眼アルフア・ステイグマ』や『怨嗟眼ウイルノ・ヘイム』、『夢置眼エブラ・クリプト』も、いまのガスタークが保有する『忘却欠片ルール・フラグメ』の量を考えるとそれほど問題ではないはずなのだが、しかし、


「いま、あいつらにでてこられるのは、まずい」


　と、レファルは真しん剣けんな表情で言った。


　情報では、本来の魔眼たちの王である、『すべての式を解とく者』がローランドを出たというのだ。そうなると、魔眼保持者は奴のもとに集まる可か能のう性せいがある。


　名前は確たしか、ライナ・リュートとかいったはずだが。


　それに、リーズが言う。まるでこちらが考えていることを見み透すかしているような口調で、


「レファルはいっつも、女の子を見る目がないから」


「ば～か。キファはちゃんと戻もどってくるよ」


「きませんよ」


「あいつ俺おれに惚ほれてんだぞ？」


「え～、私にはそうは見えませんでしたけどね～」


「噓うそ～ん？」


「ほんと。というよりも、あなたもそれはわかっていたでしょう？　彼女はライナ・リュートに惚れていた。『αバケモノ』を愛してしまった、憐あわれな女だ。だから私は、殺すか、もしくは彼女を無理矢理手に入れちゃいなさいって言ったでしょう？　彼女はきっと、あなたの横に、無理矢理にでもいたほうが幸せになれた。なのに、なぜ逃にがしたんです？」


　という言葉に、レファルはリーズのほうを見て、にやりと笑った。


　そしてあっさり、


「本気で惚れたからだよ」


　するとリーズはあきれたような顔で、


「いっつもそれだ」


「ば～か。女に本気で惚れらんないで、いったいなにが出来るってんだ？」


「はいはい。で、本気になると必ずフラれるんですよね、レファルは」


　と、リーズが言う。陛へい下かではなく、レファルは、と、彼は言う。


　それにレファルは笑った。


「フラれたらまた、ヤケ酒につきあってくれな」


「ははは。でもその前に、ゲイルフィックラントを潰つぶしたあとの祝い酒を飲みましょう。さて、ではそろそろ本当に終わりにしますか」


　そう言って、リーズが前に進む。部下になにか指示を出して、この戦いくさの事後処しよ理りを始める。


　レファルはそれを見つめ、それから南の空へと、目を向ける。


　そしてローランドに帰らせたキファのことを思い、


「……まあ、どうせあいつは、ここへ帰ってくるけどな」


　と、小さく呟つぶやく。


　ライナ・リュートを──『すべての式を解く者』を救うためには、俺の助けがいる。そのためにキファはここへ、悪魔を連れてくるだろう。


　それはきっと泣きながら。


　あまりの絶望に泣きながら、彼女は懇こん願がんするのだ。


　ライナを助けてと。


　彼を助けてと。


　彼をこの呪いの中から助けるために、殺してやってくれ、と、キファはレファルに懇願する。


　そして。


「…………」


　その泣き顔を見たくないな、と、彼は思った。好きになった女の泣き顔なんて、見たいものじゃない。だからできればそうならないうちに、あいつを殺せればいいんだが。


　この世界の綻ほころびの元を。


　シオン・アスタールを、殺せればいいんだが。


「…………」


　キファが、ライナのことを好きだというのなら、そのライナとキファが、二人で幸せに笑えるような世界を、俺が作ることができればいいのだが。


「……しかしそう、うまくコトが運ぶかね？」


　と、レファルは地面に転がっている死体を見る。本当はもう少しうまくやるはずだったのに、結局は無駄な犠牲を出してしまったこの戦場の光景を見る。


　そして、


「ま、それでも結局、進まにゃならんわけだが……」


　そう言って、彼も前に進む。


　死体の山の上を進む。


　少しだけ悲しげな顔を眼帯に隠して、彼はこの、中央大陸に覇はを唱え始める。





　彼らが名乗りを上げるための最初の標的は、ゲイルフィックラント帝国だ。




　第三章　希望の中







　その、ガスターク帝てい国こくがエロン神都を降くだし、ゲイルフィックラント帝国へと進軍を始めようとしているのと同じころ。





　ライナはたちはさらに移い動どうを続けていた。


　いま、ライナはベリス主国が用意してくれた馬車に乗り、ゲイルフィックラント帝国へと北上を続けている。


　その馬車はびっくりするほど大きくて、中にはライナを含ふくめ、トアレ、キファ、フェリス、ヴォイス、それに、ヴォイスの側近だという、黒い鎧よろいを着た女の兵士が、馬車の中央に据すえられた机つくえを囲んで乗りこみ、それでもまだ、スペースがあった。


　その机の上に、三枚まいの地図が広げられている。それはヴォイスが用意した、このメノリス大陸全土の状じよう況きようが山脈や川から、そこにある国の名前まで詳しよう細さいに描えがかれているものと、ざっとした勢せい力りよく図ずが描かれている簡かん単たんなもの。


　そしてヴォイスが今後こう動きたいと構こう想そうをまとめたもの、という三枚が広げられている。


　その中の、簡単な勢力図が描かれている地図をライナは見つめ、ここへ到いたる道中にヴォイスから聞かされた、現げん在ざいのこの大陸の情じよう勢せいについて、頭の中で反はん芻すうしてみた。


　なんでもいま、このメノリス大陸は、五つの国の動きを見るだけで、ほぼすべての事こと柄がらが把は握あくできるらしい。


　一つは北大陸を完全に統とう一いつしてしまったガスターク帝国。


　もう一つは南大陸全土を呑のみこまんとしているローランド帝国。


　そして中央大陸にはその、南大陸すべてを合わせた領りよう土どよりも、さらに大きな国が三つ──ゲイルフィックラント帝国、エルトリア共和国、レムルス帝国、という、中央三大国と呼よばれる国々があり。


　他の小国はすべて、この、五つの国の動向に振ふり回されながら現在、生きている、というのが、このメノリス大陸がおかれている状況らしい。


　まあ、とりあえずはその、ローランドやガスタークを置いておいたとしても、中央大陸ではこの三大国が大きすぎて、どこかの属ぞつ国こくにならなければすぐに潰つぶされてしまう、というような状況で。


　で、ベリス主国を中心としてヴォイスが作り上げた反ローランド連合軍という組そ織しきも、その例に漏もれず大国のバックアップを受けていた。


　ちなみに最初、連合を作りだしたばかりのころはレムルス帝国にバックアップを受けていたのだが、しかし、ヴォイスの判はん断だんでそのレムルスからの援えん助じよを断ことわり、現在新しい支し援えん先を探さがしているのだという。


　で、いまはゲイルフィックラント帝国からの支援を受けようと交こう渉しようを続けているのだが、


「『蒼あおの公ひ主め』の奴やつらがそれを邪じや魔ましてましてね」


　と、ヴォイスが言った。


　つまりはいま、反ローランド連合軍と『蒼あおの公ひ主め』は、どちらがゲイルフィックラント帝国の支援を受けるのか、というので争っているらしい。


　それにライナはヴォイスを見た。


「で、俺おれを仲間にして、『蒼あおの公ひ主め』をなんとかして欲ほしいって？」


　するとヴォイスはうなずく。


「ええ。あなたは『蒼あおの公ひ主め』のリーダーと、知りあいですし」


「というのが誰だれなのか、おまえ引っ張ぱるよな～。いったい、誰なんだよ？　ってか、なんで教えねーの？」


　そうライナが聞くと、


「別に引っ張ってませんよ。ちょっとやらなければならないことが多かったからなかなか話すタイミングがなかっただけで」


　と、ヴォイスは言った。


　それにライナも、まあ、それもそうだけど、と、うなずく。


　たしかにこの二週間ほどは、やるべきことが山積みで、かなりしんどかったのだ。


　まずネルファからの流民をこのまま連れて移動するわけにもいかないので、ベリス主国に受け入れてもらえるのか？　きちんとした受け入れをしてもらえるのか？　ということについて、だいぶ奔ほん走そうさせられた。


　トアレなんかは、魔ま法ほうが施ほどこされた義ぎ手しゆと義足をつけたばかりで、まだ、うまくそれを使いこなせないうちからベリス主国の首しゆ脳のう陣じんとの話しあいに何日も徹てつ夜やで参加させられて、へろへろになっていたくらいだ。


　まあ結果、ネルファからの流民はベリス主国に正式な民たみとしてきちんと受け入れてもらえることになり、一度解かい散さんになったのだが、しかしじゃあ、今度はトアレについてここまでやってきたネルファの兵をどうするのか？　という話になった。


　ネルファの兵たちを、いまのネルファ国こく籍せきのまま中央大陸に入れるわけにもいかず、じゃあ、どの勢力の指し揮き下かにおくのか？　民と一いつ緒しよにベリス主国に残り、北上してくるローランド軍と戦うのか？　それとも一度解散し、反ローランド連合軍に入るのか？　しかしそれは兵たちが嫌いやがり、自分たちはトアレ様か、セルエス少しよう佐さにしか従したがいたくないとか言いだして、じゃあ、トアレとセルエスはどの立場に立つのか？　もしトアレ様とセルエス少佐の待たい遇ぐうが悪いようなら、俺たちは許ゆるさないぞ、みたいな一いつ触しよく即そく発はつな空気がネルファの兵たちに流れたりして。


　その話しあいになんと、さらに四日もかかった。


　結けつ論ろんとしては、トアレ・ネルフィは反ローランド連合の幹かん部ぶとして迎むかえられ、カザール・セルエス元ネルファ軍少佐は、トアレの直属の部下として、少しよう将しようの地位を与あたえられた。


　まあ、反ローランド連合というのがいったいどういう組織なのかわからない状じよう態たいで、幹部だの少将だの言われてもまるでぴんとこないのだが、しかし、それなりに好待遇でトアレたちがこの組織に迎むかえいれられたことによって、ネルファの兵たちは納なつ得とくしてくれた。


　そして現在、ネルファの兵はセルエス少将が率ひきいて、ライナたちとは別のルートでやはり、ゲイルフィックラントへと向かっている。ちなみにフェリスの妹であるイリスと、アルアやククもそちらの集団について移動している。


　まあ、でもそれはともかく。


　トアレがヴォイスのほうを見て、


「しかしいくら忙いそがしかったといっても、あまりにあなたは僕ぼくたちにきちんとした説明をしない。あなたがた反ローランド連合が、僕らネルファの兵や民の受け入れをしてくれたことにはそれなりの感かん謝しやをしていますが、しかしいったい、あなた方はどういった組織なのですか？　反ローランド連合軍と名乗っていますが、ではなぜ、僕らネルファの兵をゲイルフィックラントへ移動させるんです？　ここで、北上してくるローランドの兵と戦うべきじゃないんですか？」


　そう、言った。


　そしてその意見は、もっともだった。トアレはいま、ベリス主国についてきてくれた民を残しているのだ。いまベリス主国をローランドの兵に襲おそわれれば、その民も一緒に犠ぎ牲せいになってしまう可か能のう性せいがある。それでは、いくつもの国を股またにかけて、必死に民をここまで連れてやってきた意味が、なくなってしまう。


　当然ここで、反ローランド連合軍はローランド帝国が北上してくるのを止めるべきなはずだし、そうじゃなくても──


　と、ライナが思考を展てん開かいしているところで、同じことをトアレも考えているのか、続けた。


「そうじゃなくてもいま、ネルファの兵たちは疲つかれきっています。ローランドの兵に襲われ、多くの仲間を失い、それでも必死に、緊きん張ちようしながら昼も夜も歩き通しでここまで行軍してきたんです。なのにこのまま休みもとらずにゲイルフィックラントへ全軍を率いて進む、なんて無茶なことをするには、それなりの説明をしてもらえなければ納得いかないのですが？」


　と、かなり強い口調でトアレが言った。


　するとそれに、ヴォイスはトアレのほうを見て、にまにまと笑う。


「…………」


　しかし笑っただけで、なにも答えない。


　それにトアレの、いつもは穏おだやかな茶色い瞳ひとみが、鋭するどく細まる。口を開き、なにかを怒ど鳴なろうとする。


　が、それを遮さえぎって、


「たぶん……」


　と、キファが呟つぶやいた。


「たぶん、いまのままベリスに残っても、ここにある兵力だけじゃローランドには勝てないから移動するんだよね？　でも、それにしたってゲイルフィックラントにネルファの兵のすべてを移動させる理由は、わからないなぁ。ゲイルフィックラントの支し援えんを受けるために向こうに私たちがいく、っていうのはわかるけど、でもそれは、私たちだけがいけばいいことじゃないの？　ライナがその、『蒼あおの公ひ主め』とかいう傭よう兵へい団だんのトップと知りあいなら、ライナがそこへいけば解かい決けつする問題じゃない？　わざわざ労力をかけて、数万もいるネルファの兵を移動させる理由が、ちょっとわかんない。それとも……」


　と、彼女は言う。


「それともいまからいくさきで、ヴォイス君は『蒼あおの公ひ主め』と戦争でもする気なのかな？」


　しかしその問いにも、ヴォイスはキファのほうへ目は向けるが、


「…………」


　むかつくにまにま笑いのままで、答えなかった。


　それにキファのかわいらしい表情が少しだけ曇くもる。不信げな目を、ヴォイスに向ける。


　トアレに至いたってはもう、本当にちょっと怒おこっているような顔をしていて。


　ライナはそれに、いや、こいつはいっつもこんな奴やつなんだぜ？　いっつもふわふわ、人を騙だますことしか考えてない奴なんだぜ？　というか、いまはもうない、イエット共和国では、こいつら詐さ欺ぎ師しの一族の生まれなんだぜ？　と、ちょっと説明しようかとも思ったが、まあ、やめた。


　どっちにしろ、ヴォイスがきちんと説明をしてくれない限かぎりはもう、こいつにはついていけないのだから。


　ってか、こいつと一いつ緒しよに仕事してくのは、ほんとめんどくさそうだなぁと、ライナはちょっとげんなりしながら、


「で、質しつ問もんはだいぶ溜たまったけど、おまえどれかに答える気はあんのか？」


　と聞くと、ヴォイスはうなずく。


「もちろん。というよりも、これで全部ですかね？　他に聞いておきたいことがあれば、先に話しておいてください。どうせすべて関連しているんです。ならすべての質問に一度に答えるほうが、手っとり早いでしょう？　いま出たトアレさんの質問、キファさんの質問、そしてライナさんの質問、これらに答えれば、みなさん納得しますか？」


　と、言った。


　するとそれにフェリスが、


「いや、まだそれでは足りないな」


　と、言う。


　しかしそれにヴォイスがフェリスのほうを向いて、


「あ、ゲイルフィックラントにも美う味まいだんご屋はありますよ？」


　なんてことを答えると、なぜか彼女は大きくうなずき、


「ならいい。なかなかおまえ、わかってるじゃないか」


「でしょう？」


「うむ」


　とか、馬ば鹿かな会話が二人で交かわされるのを、もう、みんな疲れきっているのか、誰も突つっこまない。


　それにライナは半はん眼がんでフェリスを見つめ、それから周囲を見回して、


「んで、もうみんな質問はない？」


　すると一同がうなずく。


　それを確かく認にんしてから、


「んじゃヴォイス、説明を始めろ。あ、ちなみにおまえがお得意の噓うそを俺おれらにつこうとしたら、すぐさまフェリスの剣けんが火を噴ふくから、そのつもりで」


　と言うと、ヴォイスはそれにまた笑い、


「私はフェリスさんに殴なぐられるの好きですけどね」


　とか、言う。


　するとフェリスはうなずき、


「殴らずに首を飛ばす」


「え～[image: ]」


　と、なぜか[image: ]マークつきで言うヴォイスに、


「ってかおまえ、ここんとこクソ忙いそがしかったってのに、ずっと元気だよなぁ～。やっぱ年の差かなぁ」


　ライナはちょっとため息をついた。


「ま、でもとりあえず、そろそろ話進めろよ」


　するとヴォイスはうなずく。


　そして隣となりに座すわっている、側近の女兵士を見る。


　彼女がこの馬車に乗り込こむときに名乗ったところによると、彼女の名前はレイルカ・レデーナ。


　明るめの茶色い髪かみに、それとはミスマッチな黒い瞳。ヴォイスが好きそうな、ちょっとロリっぽい顔だちの、美少女だった。


　といっても、すぐそばに人間とは思えないほど美人なフェリスと、かつて学院一の人気を誇ほこっていたキファが座っているので、こう、美少女、と、簡かん単たんには言えないのだが、まあ、それも好みの問題だろう。


　しかし外見の幼おさなさとは裏うら腹はらに、彼女の眼がん光こうは鋭い。彼女はこの馬車に乗り込んでからずっと、一度も喋しやべらずに、ただ、手に持った紙にペンで文字を書き込み続けていて。


　そのレイルカに向かって、ヴォイスが言った。


「準じゆん備びは？」


　するとそれに、紙から顔を上げないままレイルカが答える。


「あと八秒ほどで」


「そう。じゃあその間に一つ、最近仕入れたとっておきの下ネタをみんなにお披ひ露ろ目め──」


「完成しました」


「ええ～、早くない？　二秒くらいしかたってないよ？」


　というヴォイスの言葉に、レイルカはふふっと笑う。嬉うれしそうにヴォイスのほうを見る。ヴォイスはその、彼女の笑え顔がおに応こたえないが、どうやらレイルカのほうはヴォイスに対してまんざらでもないらしい。


　それに。


「…………」


　その、ガキ二人のどうでもいい恋れん愛あい模も様ように、いやおまえ、ヴォイスって選せん択たく肢しはないだろ？　そいつまじもんの変へん態たいだぞ？　とか、ライナはちょっとだけ思ったが、まあ、そんなのも本当にどうでもいいので、黙だまっておく。


　するとレイルカが、いま必死に文章を書きこんでいた数枚の紙を机つくえの上に載のせる。


　そして、


「……みなさんの質問のほとんどを、報ほう告こく書しよとしてまとめておきました。ここにある情報で足りないところがあれば、言ってください。みなさんに報告書を読んでいただいている間に、追加で作成します」


　とか、言う。


　それにライナは報告書へと目を落とす。机の上に広げる。すると報告書には、読みやすい、綺き麗れいな字や表で、いろいろな情報がわかりやすくまとめられている。


　たとえば反ローランド連合の組そ織しき図ずや、その成り立ちからいまに至いたるまでの道みち筋すじ。


　中央三大国と反ローランド連合がこれからどう付き合っていくべきかのヴォイスの考え、などなど。


　そんな情報の中から、ライナはさっき、トアレとキファがした質問についての答えを、見つけた。


　するとそこには、





・なぜベリス主国で北上してくるローランド帝てい国こく軍と戦わずに、無理を押おしてまでネルファの兵たちをつれてゲイルフィックラント帝国までいく必要があるのか？


　というトアレやキファが聞いた問いがあり、それに対する答えとして、こう書かれている。





　１。


　現げん在ざいの反ローランド連合軍の兵力なら、北上してくるローランド軍の攻こう撃げきを数回防ふせぐことはできる。しかしこのさきずっと防ぐことができるほどの力は持っていない。





　２。


　つまりローランド軍に真っ向から勝負を挑いどみ、たたき潰つぶすには、もう少し大きな力が必要となる。


　今回の場合は、ゲイルフィックラント帝国からの支し援えん。





　３。


　しかしゲイルフィックラント帝国の目は現在、北大陸から凄すさまじい勢いきおいで南下してきているガスターク帝国との戦争に向けられている。





　４。


『蒼あおの公ひ主め』はその戦争に傭よう兵へい団だんとして参加し、戦果をあげることによってゲイルフィックラントとの専せん属ぞく支援契けい約やくを得ようとしている。





　５。


　同じくゲイルフィックラントの支援を受けたい反ローランド連合としては、『蒼あおの公ひ主め』にゲイルフィックラント関連の利権を独どく占せんされるわけにいかない。





　６。


　よってこれから、対ガスターク帝国との戦争に、反ローランド連合はおもむく必要がある。当然つい先日までローランド軍と戦火を交えていたネルファの兵には、即そく戦せん力りよくとして参加してもらう必要がある。





　なんてことが書かれていて。


　それにトアレが、


「……また……また戦争をするのか」


　と、少しだけ震ふるえるような声こわ音ねで言った。


　するとそれにヴォイスが笑って、


「あは、国を亡うしなった兵隊に、戦場以外での生きる道があるとでも思っていたんですか？」


　と、言う。


　その言葉にライナは顔をしかめ、


「いや、そりゃそうかもしれんけど……俺らここんとこずっと戦ってきて、疲つかれてんだよ。だからもう少し言い方ってもんが……」


　が、その言葉を遮り、じろりとヴォイスがこちらを見つめて言った。


「言葉を選んでる時間はないんですよ、ライナさん。中央大陸はいま、急速に動きだしている。商機を失ったビジネスは絶ぜつ対たいに成功しないのと同じに、勝機を失った戦いくさは、絶対に勝てない。でもいまならいける。私の調ちよう査さしたところでは、ガスタークはかなりやばい。いま、南大陸で圧あつ倒とう的な力を誇ほこるローランドよりも遥はるかに厳きびしい相手だ。しかもそのガスタークに、唯ゆい一いつつけいることができる可か能のう性せいがあるのは、今回の戦だけなんです」


　というその言葉に、ライナはヴォイスを見て、


「あ～」


　と、言った。


「あ～なんか、やっとおまえのやりたいことが見えてきたぞ。つまりあれか？　おまえは、ゲイルフィックラントと『蒼あおの公ひ主め』の、両方を利用しようとしてるわけか？」


　と、聞くと、ヴォイスは嬉うれしそうに微笑ほほえみ、


「……ああ、やっとこさライナさんも脳のうみそを使ってくれる気になりました？」


　なんてことを言う。


　しかしそれをライナは無む視しして、続けた。


「おまえらもう、ローランドからの攻撃を防ぐことができるほどの勢力を持ってるのに、その力をすべてガスタークとの戦いに向ける。さて、そりゃどうしてだ？　答えは、いましかガスタークを始末することができないからだ。ゲイルフィックラントと『蒼あおの公ひ主め』、そして反ローランド連合軍という三つの勢力を利用してガスタークに抵てい抗こうできるタイミングは、いましかないからだ。で、おまえの予想じゃ、ここでガスタークをたたいとかないともう、奴らを止められないと、そう思ってんだろ？」


　その問いに、


「…………」


　やはりヴォイスは、嬉しそうな顔のまま、なにも言わない。


　だが、気にせずライナは続ける。


「ガスタークはおまえと同じように、『忘却欠片ルール・フラグメ』を使うからな。同じような力を使う相手は、全力で叩たたき潰つぶしておきたい。で、おまえは考えた。徹てつ底てい的にガスタークを叩き潰すにはどうしたらいいか？　そして出た結けつ論ろんが、これだ。ガスタークがゲイルフィックラントを襲ってくるタイミングで、そこに手を貸かす。そして『蒼あおの公ひ主め』のほうは……」


　するとそれに、ヴォイスが楽しげに言った。


「私のほうが最初にちょっかいを出しました。彼らも小規き模ぼながら強力な勢力を持っていましたから。それに彼らは『忘却欠片ルール・フラグメ』の研究もしているようでしたから、私たちがガスタークとぶつかるときに、一いつ緒しよに戦ってくれるよう利用しようと思いまして……で、ガスタークが危き険けんだという情報を、彼らに伝わるように小出しに与あたえていたのですが、途と中ちゆうで私がやってることが向こうの首しゆ領りようにバレまして。おまけに思っていたより、ずっと彼らは質たちの悪い人たちだった。もう、何度殺されかけたか」


　と、胸むねに手を当てて、ああ怖こわい怖いと言う。


　それにライナはあきれたように苦く笑しようした。


「で、こりゃまずーいってことで殺されないように、反ローランド連合の王を、俺に任まかせることにした？」


「ええ」


「俺が『蒼あおの公ひ主め』の首領と知り合いらしいってことも俺を選んだ理由？」


「そうです。まあそれだけが理由じゃないですけどね……でも、いまはその話はいいでしょう。それよりも……」


　そう言ってからヴォイスは、馬車の中央に置かれた机つくえに手を伸のばす。するとそこには、メノリス大陸全土が描えがかれた地図があり、その地図を、彼はひっくり返す。


　するとひっくり返した面にも、もう一つ、地図が描かれている。


　メノリス大陸全土が黒く塗ぬり潰され、その中央に、『ガスターク帝国』と書かれている地図。


　それを見て。


「…………」


　その、ガスタークに統とう一いつされてしまった地図を見て、馬車の中の雰ふん囲い気きが、一気に緊張する。


　それを確認してから、ヴォイスが言った。


「この地図は、冗じよう談だんで作ったわけじゃあありません。あの勇者気取りのレファル・エディアには、いまやそれだけの力がある。このタイミングを逃のがせば、ガスタークはこの中央大陸のすべてを手に入れるだけの力を持っています。別に私はどんな世界でも商売を続けますが……この地図になるために死ぬ人間の数を考えると、ライナさんなんかは止めたいと、そう思うんじゃないですか？」


　と言って、ヴォイスは笑う。


「ま、たいていのことはそうですが、世の中はいくつかの大きな勢力がにらみあってるくらいのほうがうまくいくものですからね。商売だってそう。商売敵がたきを完かん膚ぷ無きまでに叩き潰し、完全に勝ちきってしまえば、そこでゲームは終わりです。競争によって生まれる発展もなくなり、世界は行き詰づまる。しかしこれは商売ではないので、もっと厳きびしい未来が待っていますが……それを私たちは止めるぞ～と、まあ、状じよう況きようはこんな具合です」


　その言葉に、しかし、ライナは納なつ得とくできなかった。納得できそうで、いまいち納得できなかった。




[image: ]


「話はなんか、大分わかってきたが……でもそれでもちょっと説明が不足してるだろ。三つの勢力で力を合わせてガスタークを退しりぞける──そこまでは、わかった。だが、そのあとはどうする？　ゲイルフィックラントの支し援えんを受けて、ローランドに対抗するのか？　だが『蒼あおの公ひ主め』が、俺たちがゲイルフィックラントから支援を受けることを、許ゆるさないだろう？　そのへんについてはどう対たい処しよを……」


　が、ヴォイスはそれにあっさり、


「対処なんかしませんよ？」


　なんてことを、言う。


　それにライナは、


「んぁ？　じゃあどうすんだよ？」


　と聞くと、ヴォイスはライナのほうを困こまったように眉まゆ根ねを寄よせて見つめ、


「あの、ライナさん」


「うん？」


「せっかくレイルカが報告書を書いてくれたんですから、全部読んでから質問してくれませんかね？　ここにすべて書いてありますから、その上で質問があればいくらでも答えますが……だらだらとおしゃべりに時間をかけている暇ひまはないのです。なにせ私たちはこれから、戦争をしにいくんですから」


　と、ヴォイスは言った。


　戦争をしにいくんですから。


　それにライナは、嫌いやな気分になる。


　自分たちから、戦争をしにいく──ローランドが始めた戦争を止めるためにライナは動こうと決めたのに、どういうわけか、自分から戦争をしにいかなければならなくなっていて。


　それに。


　それになんかちょっと、妙みような違い和わ感かんが──


「…………」


　そこでヴォイスが突とつ然ぜん立ち上がり、


「さて、じゃあ私はいきます。ゲイルフィックラントに到とう着ちやくするまで、あと二日ぐらい。その後はゲイルフィックラントの王おう城じようへ向かい、王様にお目通りを願ってガスタークとの戦争に参加させてもらえるよう交こう渉しようして、そして、ガスタークの兵と接せつ触しよくするまではおよそ二週間ぐらいですか。とりあえずそれまでに、他の反ローランド連合の兵たちを私は集めにいく必要がある。なので、一度私はここを離はなれます」


　なんことを言いだして、それにライナはヴォイスを見て、


「へ？　んじゃ俺らはどうする？」


　と聞いた。


　するとヴォイスが言う。


「レイルカをおいていきますから、彼女の指し示じに従したがってください。というか、ゲイルフィックラントの王と、『蒼あおの公ひ主め』たちとの交渉は、ライナさんにすべてお任せします」


「ってはぁ？　なんだよそりゃ？　それ、一番大変な仕事じゃ……」


　が、それをヴォイスは遮さえぎり、


「王が一番大変な仕事をするのは当たり前でしょう？」


「なにが王だよ！　さっきからめんどくせー仕事ばっか押しつけやが……」


　しかしそのライナの言葉を完全に無視して、ヴォイスは馬車の扉とびらを開き、走行中の馬車からあっさり外に出ようとして、


「ちょ、待てよヴォイス。おまえ、なに勝手なことばっか言っ……」


　やはりそれも無視。


「それじゃあレイルカ。みなさんをよろしくお願いします」


　それにレイルカがうなずく。


「はい。ヴォイス様もお気をつけて」


「はいはい。レイルカも気をつけてね。んじゃ……」


　と、ヴォイスは外へ飛び出す。地面に着地、というところで転びそうになる。馬車を守るように配置されていたヴォイスの部下たちの一人が彼を支ささえて。


　その、部下もまた美少女で、ヴォイスは楽しそうににへらーっと笑ってから、こちらに手を振ふる。軽けい薄はくな声音で、


「それじゃ、あとはよろしく～」


　という、光景にライナたちは、


「…………」


　もう、なにも言わなかった。


　小さくため息をつき、馬車の扉を閉しめてから、席に座る。ライナはしんどそうに腕うで組ぐみをしてから馬車の中にいる面々を見回して、


「と、いうわけで、俺らがゲイルフィックラントの王と交渉することになったみたいなんだが」


　と、言ってみた。


　なんか口に出して言ってみると、とてつもなく、途と方ほうもないことのように聞こえてくるのだが。


　だって、あれだぜ？　どこの馬の骨ほねともわからない奴が、面めん識しきのない大国の王様のところにいって、交渉させてくださーいって言うなんて、ちょっと正気の沙さ汰たとは思えないんだけど。


　とそこで、キファが言った。ヴォイスが残していったレイルカのほうを向き、


「あの、当然ヴォイス君は……」


　するとその言葉が終わる前に、レイルカはうなずく。


「はい。すでにヴォイス様は、ゲイルフィックラント帝国の王、グラフド・エブルルドへ親書は出しています」


「それで返事は？」


「反ローランド連合の首領と会って、その顔を見て決めるそうです」


　という、その言葉に、


「はぁっ!?」


　と、ライナは言った。


「ちょ、ちょっと待てよ。でも反ローランド連合の首領はさっき、馬車から飛び降り……」


　が、それを遮って、レイルカが続けた。ライナのほうを見つめ、


「反ローランド連合の表向きの代か表おは現在、あなたです、ライナ・リュート陛へい下か。さきほどお渡わたしした報ほう告こく書しよに書かれている組そ織しき図ずを見ていただければわかりますが、ヴォイス様は総そう統とう括かつ元げん首しゆです」


　と言われ、


「んぁ？」


　と、ライナは机の上の書類の一枚に目を向けた。そしてそれを見る。


「ってか、字じ面づらだけ見たら、総統括元首って、どう考えても首領リーダーのことだろ？　なのに俺が首領ってどういう……」


　が、そこで、彼の言葉は止まる。


　組織図をきちんと見ると、本当にそこには細こま々ごまとした反ローランド連合の構こう成せいが書かれていて。


　それはもう、ちょっとライナが想そう像ぞうしているものよりも、かなり大きな組織のようだった。


　四つの小国を掌しよう握あくし、その国々の上に全体を管理する組織と、軍がおかれている。


　そしてそのすべての頂ちよう点てんに総統括元首とかいう、総統なのか元首なのかよくわからないずいぶんと偉えらそうな官かん職しよくのヴォイスが君くん臨りんしているその図は、どう考えてもヴォイスがリーダーにしか見えないのだが、そのさらに上に、まるでなんにも管理していない、反ローランド連合にまるで影えい響きよう力りよくがなさそうなひょこっと離はなれた場所に、こう書かれているのを、ライナは見つける。





　名目上の王さま・ライナ・リュート。





「って馬ば鹿かにしてんのか！」


　するとそれに、レイルカはあっさりうなずき、


「はい」


「おーい」


「ですがライナさんの仕事はかなり重要です。言ってみれば敵てきの目をヴォイス様から逸そらすための、影かげ武む者しやということですから。我われ々われはそれ相そう応おうの敬けい意いを示しめすようにと指示されております」


　なんてことを、真顔で言ってくるレイルカの言葉を最後まで聞いてから、ライナはもう一度、周囲を見回した。


　フェリス、キファ、トアレの顔を見回し、


「……完全に、ヴォイスの奴に利用されようとしてんだけど、さて、どうしたもんかね？」


　と、言う。


　しかしそれに、


「…………」


　三人は答えない。当然だろう。ヴォイスは、こちらが断ことわれないような状じよう況きようをがっちりと作ってから、去っていったのだ。


　こちらには数万人ものネルファの流民と軍がいて、その居きよ住じゆう地ちや食しよく糧りようを確かく保ほする術すべを、ライナたちは持っていない。


　それをヴォイスはきっちりと用意して見せてから、今回のこの、馬鹿みたいに条じよう件けんの悪い仕事を押おしつけていったのだ。


　当然それを、ライナたちは断ることができない。


　それにライナは、


「……あ～くそ、あいつやっぱ、ほんとうぜぇなぁ～」


　と言いながら、机の上の書類をさらに二、三枚、手に取る。そして背せもたれに体を預あずけ、それを読み始める。


「で、ゲイルフィックラントの王と交こう渉しようするにあたって、俺が覚えておく必要があることは？」


　と、レイルカに聞くと、彼女は少し、微笑ほほえむ。その微笑みが、やっとヴォイス様に屈くつ服ぷくする気になりましたか、というような微び笑しように見えて、ますますうんざりモードは盛もり上がった。


　そして彼女が、


「ゲイルフィックラントに到着するまでのこの二日で、死ぬほどたくさん覚えてもらいます。まずはその、猫ねこ背ぜの矯きよう正せいと、失礼な言こと葉ば遣づかいを正すことから始めましょうか」


　なんてことを言ってきた日にはもう、ため息しか出なかった。


　いや、そりゃ猫背なのはほんとだし、王族と交渉できるような高こう貴きなしゃべり方はできないけどさぁ。


　なんてことを思いながら、ライナは再ふたたび書類へと目を向けた。


　するとヴォイスの話には出てこなかったが、ライナが話し始めてからずっと疑ぎ問もんに思っていたいくつかの事こと柄がらが、そこには書かれている。


　たとえばなぜ、ヴォイスは大国、レムルス帝国からの援助を受けるのをやめて、突然ゲイルフィックラント帝国からの援助を受ける気になったのか？　その答えがいくつか書いてある。


　一つはいま、ガスターク帝てい国こくの中央大陸進出を防ふせぐには、ゲイルフィックラント帝国と力を合わせる必要があるのだが、ゲイルフィックラントとレムルスはあまり仲がよくないので、レムルスの援助を受けたままゲイルフィックラントと協同でガスタークを討うつ、なんてことは不ふ可か能のうだろうという考えのもと、急きゆう遽きよレムルス帝国からの援助を受けるのを、ヴォイスはやめた──という理由。


　だがそれだけではやはり、少し足りない。大国であるレムルスからの援助を受けていれば、もう、ローランドと戦うには十分だったはずなのだ。それにレムルスは中央大陸の中でも、南西に位置する大国。


　南大陸から北上してくるローランドに対抗するには、地理的にも最も便利な国のはずだった。


　なのにヴォイスは、レムルスからの援助を切って、ゲイルフィックラントに鞍くら替がえすることにした。


　さて、それはなぜか？　その本当の理由も、その書類の中には書かれている。


　実はレムルス帝国は、この半年ほどで大きな政せい変へんを経けい験けんしていて、以前はヴェイオール聖せい国こくという名前だった国名を、レムルス帝国へと突とつ如じよ変えているのだ。


　ヴェイオール聖国は、ヴェイオール教という宗しゆう教きようを基もとに作られた国だったらしいのだが、ほんの半年前に、どこからともなくよくわからない英えい雄ゆうがやってきて、国を乗っ取ってしまったのだという。


　別に争いは起きなかった。


　他国の目からは、ただ、国名が変わっただけだと思われているほどに、なんの争いも起きなかった。


　ちなみにその英雄の名前は、レムルス・レムルド・アークエド。


　で、その英雄の名前をとって、レムルス帝国と、その国は名前を変えた。


　国教であったはずのヴェイオール教は、そのレムルスを神とあがめる宗教へと変へん貌ぼうした。


　本当にたった半年で、気味が悪いほどのその国は変貌してしまい、そして反ローランド連合は、そのレムルス・レムルド・アークエドが国の王になったのと同時に、レムルス帝国との縁えんを切ったのだった。


　そしてその理由は──


「…………」


　とそこで、ライナは書類を見つめる目を、鋭するどく細める。書類に書かれた、反ローランド連合がレムルス帝国との関係を断たち切った理由を見つめ、彼は少しだけ、緊きん張ちようする。


　書類には、こう書かれていた。


　レイルカの綺き麗れいな文字で、こう書かれていた。





　レムルス・レムルド・アークエドは、人ではなかった。さらに『女め神がみ』とも相あい性しようが悪い、よくわからない生き物のようで、レムルス帝国との付き合いがこれ以上続けば、砂さ漠ばくの向こうの『女神』様のご機き嫌げんを損そこないかねない。よって、ここは一度、レムルス帝国との関係は断ち切ることにした。





　と、そんなことが、そこには書かれていて。


　ライナは、レイルカのほうへと目を向け、聞いた。


　いま読んだ、書類を見せて、


「これは？」


　が、それにレイルカは首を振ふる。


「『神しん学がく』についての情報は、私もほとんど与あたえられていないので、そのあたりの詳しよう細さいについては、ヴォイス様とお話しください」


　なんてことを、言う。


　それにライナはちょっと、笑い出しそうになる。


『神学』──と、レイルカは言った。


　どうも『女神』や、バケモノが関かかわってくるような話を、『神学』、というらしい。


　神学。


　神の学問、ね……と、聞こえないくらいの声で小さく呟つぶやいて、ライナは思考を続ける。


　レイルカが『神学』の情報を与えられていない、というのは、おそらく本当だろう。なにせヴォイスの奴やつは、とても人間とは思えない『女神』とかいうバケモノすら、ペテンにかけようとしているらしいのだ。それはきっと、とんでもなく危き険けんな行こう為いだ。


　なにせ相手は、神と名が付くバケモノなのだから。


　なら、そう簡かん単たんに、部下に情報を漏もらしたりもしないだろう。


　だがちょっと本当に、


「…………」


　と、ライナは思う。


　どうやら世界は本当に、自分が思っていたよりもだいぶめんどくさいことになってるようだぞ、と、彼は思う。


　それは変貌したシオンを見たときも、思った。自分の目が暴ぼう走そうしたときに降ふってくるあの、『声』を聞いたときも思った。


　そしてヴォイスの足あし下もとの影かげから這はい上がってきた、『女神』とかいう名前の醜みにくい化ばけ物ものを見たときも思った。


　そして、どうやらクソめんどうなことに、この世界は誰もがお伽とぎ噺ばなしの中にしかいないと思っていた化物に操あやつられているらしい。


　レムルスが、ローランドが、ガスタークが、この世界に名前を轟とどろかせている大国のほとんどが、なんらかのバケモノと関わっているらしい。


　その闇やみに呑のみ込こまれて、シオンはおかしくなってしまった。


　そしてその闇に呑み込まれて、ライナはこの、呪のろわれた瞳ひとみに苛さいなまれてきた。


　だからどうやらもう、その闇を無む視ししたままでは、なにも進まないのだろう。


　だが、人ではない、化物。


　神と呼よんでもいいほどの、強大な力を持った化物を相手に、人間の俺たちがどうすりゃいいんだ？　と、ちょっとだけ不安になる。


　フェリスやキファ、トアレのほうを見て。


　化物ではなく、人間にすぎない仲間を見て。


　勇者の遺い物ぶつの力を前にしたら、あっさり死んでしまう、か弱い人間でしかない仲間を見て、


「…………」


　俺らはいったい、どうやって前に進めばいい？　と、思う。


　するとそこでふいに、ついこの間ヴォイスが言った言葉を思い出す。トアレが死にかける、という演えん出しゆつをして見せたヴォイスの言葉を思い出す。


　確たしかヴォイスはこう言った。


『今回は死ななかった。確かに今回は死ななかった。ですが、今後は死ぬ。驚おどろくほどあっさりと死んでいく。これは戦争で──そして人は、それほど強くはできていないから』


　と、そう言った。


　だがそれに、


「……普ふ通つうの、戦争ですらねぇじゃねぇか」


　と、ライナは小さく呟いた。


　そう。


　これは人間同士が争う、普通の戦争ですらないのだ。


　お伽噺の中にしか登場しないような化物が絡からんでくる、よくわからない戦いなのだ。


　おまけにまだ、化物どもがなにを争っているのかすらわからない。


　しかしわからないままにシオンも、ガスタークも、ヴォイスも、そしてライナも、動きだしてしまっている。


　誰がどの陣じん営えいで、なにを争っているのかもわからないのに、動きだしてしまっている。


　そして、一度動きだしてしまった歯車はもう、止まらないのだ。


　人が死んで、人が死んで、人が死んで、それでも歯車は止まらないのだ。


　ヴォイスはこうも言った。ライナに向かってこうも言った。


『あなたは人の命を背せ負おうと言った。民たみの命を背負うと言った。なら、仲間が死んでももう、その足を止める権けん利りは持っていない。キファさんの首が飛んでも。フェリスさんの命が消し飛んでも、泣く暇ひまさえない。あなたには泣く暇さえない』


　そんな馬ば鹿かな話があるかよと思うが、しかし、それは真実だった。


　ライナはキファやフェリス、トアレのほうを見る。フェリスを除のぞいたそれぞれが、机の上の書類を真しん剣けんに読み始めている。


　この、よくわからない戦争に、巻き込まれ始めている。


　そして一度巻き込まれてしまえば本当に、死ぬ可能性があるのだ。


　みんな、死ぬ可能性があるのだ。


　戦争で死ぬ。


　勇者の遺物で死ぬ。


　化物に襲われて死ぬ。


　簡単に。


　あっさりと、人は死ぬことができる。


　いくらライナがみんなを大切だと叫さけんでも。誰とも争いたくないと叫んでも。そんな戯たわ言ごとは、誰も聞いてくれないのだ。


　おまえは親友なんだと怒ど鳴なったところで、シオンが止まらなかったように。


　じゃあ。


「…………」


　じゃあ、どうしたらいい？　もし、なにもかもを自分の思い通りにしたいと自分が願っているのなら。大切な人たちを助けたいと、仲間がもう、泣かないようにしたいと自分が願っているのなら、どうしたらいい？　答えは簡単だ。


「…………」


　強くなればいい。


　誰にも負けないだけの知識を蓄たくわえればいい。


　それは『女神』や、化物どもや、世界の真理のすべてを馬鹿にできるだけの、強さと知識を、手に入れればいい。


「なんて、簡単にできるこっちゃないけどな……」


　と、ライナは独ひとり呟き、苦笑する。


　だがどうやら、それをする必要があるようだった。


　いや、かつてそれをしようと思った時期はあったのだ。戦場で仲間が皆みな殺ごろしになり、キファが泣いて、シオンが泣いて、なにもかもが台無しになってしまったとき。


　ライナは、それをしようとした。


　ゆっくりでもいいから、世界を変えられたらいいとそう思って、ローランドの牢ろう屋やの中で二年間、そのための研究を彼はしていた。


　だがその間にも時間はものすごい勢いきおいで流れていってしまう。


　シオンが独りで世界へ挑いどむ決意を固めてしまい。


　世界は化物が暗あん躍やくする異お常かしな場所になってしまい。


　で、また、人が死ぬ。


　仲間が死ぬ。


　ライナが、ゆっくりでいいからなんて思っていた間に、すべてがだめになってしまう。


　それを見るたびに、怠なまけ過すぎていた、と、彼は思う。ちょっと頑がん張ばったぐらいで、世界をどうこうするだなんて大それたことができるはずもないのに、なにもせずに、怠け過ぎていた、と、思う。


「…………」


　とそこで、彼は書類を持っている右みぎ腕うでを、左手で触さわる。自分の腕についている、筋きん肉にくの構こう成せいに触ふれる。


　ついこのあいだ、ゾーラの馬ば鹿かに弱くなったんじゃないか？　と馬鹿にされた、自分の体に触れる。


　そして、思う。


　確かに昔より、少し体もなまっているかもしれない。魔法の知識は増ふえたが、シオンがずっと守ってくれていたから、殺したり殺されたりという、殺さつ伐ばつとした生活からは少し、離はなれてしまっていた。


　少なくともこのさき、仲間を守ることができるだけの力を、自分が持っているとはとても思えなかった。


　それに、え～、んじゃまた修しゆ行ぎようとかするわけ？　と、思う。


　うわなにそれ、すげぇめんどくせぇ。真しん剣けんな修行なんて、ジェルメにしごかれたとき以来、してねーんだけど？　と、思う。


　だが、それでも。


「…………」


　それでも。


「……しなきゃな」


　と、思う。


　必要なら。それで仲間が守れるのなら、頑張ってみようと、思う。


　もう、間に合わないかもしれないけれど。ずっと馬鹿みたいに怠けていたから、間に合わないかもしれないけど──でも、やらなかったせいで誰かを死なせてしまったなら、もう、二度と立ち直れないほどの後こう悔かいが残ってしまうから。


　だから。


「……あ～、俺、ちょっといってくるわ」


　と、ライナは言った。そして立ち上がる。


　その、彼の突とつ然ぜんの行動に、馬車の中の他ほかの面々が顔を上げて。


　キファが言う。


「どしたの？」


　トアレが言う。


「どうかしました？」


　それにライナは顔をしかめ、


「いや、なんでもないんだけど……」


　するとフェリスが、


「なんだトイレか」


　と、言った。


　それにライナはうなずく。


「そうそう、トイレトイレ」


　それにレイルカが言った。


「では馬車を止めましょう」


　が、ライナは首を振る。


「いやいや、ガスタークとの戦争まで、時間がねーんだろ？　馬車止めなくていいよ。俺、ちょっとトイレ以外にも用事があるから、それ終えてから、すぐ追いつく」


　そう言ってから、机つくえの上の書類を手に取る。馬車の扉とびらを開き、外に飛び出す。


　それにキファとトアレが、


「え、ちょっと」


「ライナさん？」


　とか言うが、無視して外にでる。地面に着地する。馬車は止まらないので、そのままどんどん離れていってしまう。


　それをライナはしばらく、なにもしないまま眺ながめる。そしておもむろに指を、宙ちゆうに舞まわせる。


　光で空間に、文字を描えがいていく。


　エスタブールの、脳のうのリミッターを外して身体能のう力りよくを極きよく限げんまで酷こく使しする魔法。


　それを、唱える。


「……我われ・契けい約やく文ぶんを捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す」


　すると彼の全身がうっすらときらめく。加速が始まる。ちょっと無理をすれば、筋肉が千切れてしまいそうなレベルまで、魔法の加速度をあげる。


　それを確かく認にんしてから、彼はすーっと息を吸すい、


「あ～、クソめんどくせぇ」


　とか言いながら、かつて、ジェルメ・クレイスロール訓練施し設せつでたたきこまれた、格かく闘とうの基き本ほんの型を高速でおこなっていく。すると加速した体では意外にうまくいかない動きもあって、


「おっと、まじでほんとに、ちょっとなまってる……」


　と言いながら、七種類ぐらいの型を、十回ずつやり終える。魔法で全身を痛いためつけているので、それだけでもう、吐はきそうなほど息が切れている。


　それにライナは、


「や～べ」


　と、言いながらも、動きを止めない。加速の魔法を解とかないままに、馬車を追いかけ始める。とんでもない勢いで、馬車を追いかける。


　そして追いかけながら、


「うえぇええええええまじ吐きそう。まじ吐きそう。ってか、努力やら根こん性じようやらとは俺、生まれつき無む縁えんなのになぁああああああ！」


　と、愚ぐ痴ちを言いながらも、足を止めない。馬車に追いつきそうになると足を少し緩ゆるめ、駆かけ続ける。あまりに怠けすぎて落ちた体力を取り戻もどすために、彼は駆け続ける。もちろん、ガスタークとの戦争までのほんの少しの期間で、すべての力を取り戻せるとは思わないが、それでも、やらないよりはましだ。


　だから彼は、一日中昼ひる寝ねしていたい気持ちを抑おさえて、馬鹿みたいに走る。


　そして走りながらも、書類の続きに目を通していく。


　するともう一つ、彼が知りたいと思っていた疑ぎ問もんについて、書いてある場所があった。


　それは『蒼あおの公ひ主め』について。


　ライナと知り合いだという、『蒼あおの公ひ主め』の首領リーダーについての、記き述じゆつ。


　そこにはこうあった。


　傭よう兵へい団だん、『蒼あおの公ひ主め』を構成している主要メンバーについて。





　女王と呼ばれている首領。


　ピア・ヴァーリエ。


　二は十た歳ち。


　女。


『先天性魔ま導どう異い常じよう』の能力者。過か去こ、ジェルメ・クレイスロール訓練施設において、ライナ・リュートと共に学ぶ。六歳の若わかさにして、ローランド帝てい国こくから脱だつ出しゆつ。





　千人長


　ペリア・ペルーラ。


　二十歳。


　男。


　ローランドによる魔導実験の犠ぎ牲せい者しやらしいが、その能力については不明。


　ピア・ヴァーリエと同じく、ジェルメ・クレイスロール訓練施設においてライナ・リュートと共に学ぶ。ローランド脱出以い降こう、ずっとピア・ヴァーリエとその行動を共にする。





　千人長


　ゾーラ・ロム。


　二十歳。


　男。


　元ローランド帝国の暗殺者。


　かつて『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』と呼ばれていたクヲント・クオを、ライナ・リュートに続いて倒たおし、そしてローランドを出しゆつ奔ぽん。以後追われる身となるが、ピア・ヴァーリエが作っていた『蒼あおの公ひ主め』に参加し、ペリア・ペルーラと並ならぶ彼女の側近になる。





　なんてことが、つらつらと書いてあった。


　そしてそれを見て。


「…………」


　ライナは、ピアとペリアの名前を見て、顔を、もう、思いっきり、これ以上ないほど全開で歪ゆがめた。


　そして、


「あいつらかよっ！」


　と、怒鳴る。


　というよりも、ペリアは穏おだやかな性せい格かくだったのでともかく、ピアの存そん在ざいに、今度こそ最悪なことになってきたぞと、彼はうんざりした。


　なにせ彼女の性格は、最悪なのだ。それこそフェリスと同じくらい扱あつかいにくいといっても過言ではない。


　子こ供どものころから女王様気質。師し匠しようのジェルメを上回るほどの女王様気質。


　おまけにあまりに大きな力を持ちすぎてしまい、自分の力も、心もコントロールできない、という精せい神しん的欠けつ陥かんを持つ『先天性魔導異常』のくせに、自じ制せいが利きき、状じよう況きようを的てき確かくに判断し、こと戦せん闘とうという状況の中では、彼女は本当に天才的といってもいいほどの力を見せた。


　それはライナがどれだけ強くなって、おまけに『複写眼アルフア・ステイグマ』を駆く使しして戦ったとしても、彼女にはとてもかなわないと感じさせられてしまうほどに、圧あつ倒とう的な力だった。


　最後には彼女は師匠であるジェルメの力を超こえてしまい、そしてペリアを連れて国を出た。


　いや、本当はライナも誘さそわれたのだが、しかし、彼はついていかなかった。


　いつだって、逃にげていたから。人と関かかわり合いを持てば、この呪のろわれた瞳ひとみでそいつを傷きずつけてしまうと思って、逃げていたから。で、例によってライナは、ピアたちからも、逃げた。


　そして彼女たちとは縁が切れた。


　それでも確か、ライナが十二、三歳になるころまでは、二年に一度くらいは彼女たちから手紙がきていたのだが。


　その手紙の内ない容ようはいつも同じ。


『弱虫ライナへ。まだこっちにくる気はないの？　ずっとローランドにいたところで、あんたの運命は開けないでしょうに。ミラーも、ジェルメも、絶ぜつ望ぼうしたがりで心が弱いあんたは国を出たほうがいいと思ってる。言えば手助けしてくれるから、こっちにきなさい。私たちはあんたを助けられるだけの力をもう持ってるから。この手紙があんたに届とどいてから二か月くらいは○○にいるから、必ずきなさいよ。わかった？　こなきゃ殺すかんね。


　　　　あんたの永えい遠えんの女王様　ピア・ヴァーリエ





　まあ、ほんとに待ってるからね。これると思ったら、きてね。


　　　　友達のペリア・ペルーラ』


　なんていう手紙が、ずっときていた。ちなみに○○にいる、という○○には、その都度違ちがう場所の名めい称しようが入っていたのだが、しかし。


「『蒼あおの公ひ主め』って……ピアたちのことなのか……」


　と、ライナはうめくように言った。


　遠い昔に別れてしまったいわば兄弟弟で子しのことを思い出し、嬉うれしいような、嬉しくないような、ちょっと微び妙みような表ひよう情じようを彼は浮うかべる。


　ちなみに『先天性魔ま導どう異い常じよう』の能のう力りよく者しやの髪かみは、普ふ通つうではありえない、水色の髪になるのだが、やはりピアは、青く綺き麗れいな、長い髪をしていた。


　そしていま、これからうまく交こう渉しようをしなきゃいけない傭兵団の名前も、『蒼あおの公ひ主め』で。


「ってなんで俺、気づかなかったんだろ……」


　と、呟つぶやく。


　そして彼は、いまから進むさきにあるはずのゲイルフィックラントの空を、ちょっとだけ絶望したような顔で見つめる。


　たぶん、ゲイルフィックラントの王よりも遥はるかにめんどくさい相手がいるであろう、北の空を見て、


「……うえ～、ずっと誘さそいを無視し続けたあげく、俺が敵てきとして現あらわれたらピア、すげぇ怒おこんだろうなぁ……」


　と、ため息をつく。


　そして彼はますます気合いを入れて、体を鍛きたえ始める。そうじゃなくてもピアを相手にしてもし戦うようなことになったら、いまのままじゃたぶん、話にならないはずなのだ。


　それほど彼女は天才的で。で、その強さに惹ひかれて、ペリアも、ゾーラも、彼女についていっているのだと思う。


　そういやゾーラは、過去に女にぼこぼこにされて、それ以来その娘こに認みとめてもらえるくらい強くなりたいとかいって修しゆ行ぎようをしてるとか、初めて会ったときに言っていたような気がするのだが、じゃああれも、ピアのことだったのか……と、いまさらながらに、ライナは思う。


　まあどちらにせよ、ヴォイスが言っていたとおり、『蒼あおの公ひ主め』にいる奴やつらは本当にライナの知り合いのようだった。


　ただ、ヴォイスが期待していたような仲ではない、ちょっと微び妙みような関係の仲間で。


「……なんかちょっと、さきが思いやられてきたな……」


　と、彼が呟つぶやいたところで、目の前に一人の女が立っているのが、見える。


　金きん髪ぱつに青目に無む表ひよう情じよう。


　こちらも女王になるために生まれてきたような、もう、ピアと会った瞬しゆん間かんに、真っ向からすぐに喧けん嘩かになってしまいそうな女。


　そいつが、


「……なぜ馬車に戻もどらない？」


　なんて聞いてきて。


　それにライナは思わず、


「はぁ」


　と、ため息をついてしまう。


　それにフェリスの表情が少しだけ険けん悪あくなものになり、


「いま、私の顔を見て、ため息をついたのか？」


「い、いやいやそんなことは……」


　が、すぐに剣けんが抜ぬかれる。その剣が掲かかげられる。そしてフェリスは言う。


「殺す」


「ちょっ、待っ……」


　しかし、例によって例のごとく、フェリスは待ってくれない。目では追えないほどの速さで剣はこちらに近づいてきて。


「うおわ!?」


　と、ライナはよける。必死によける。ぎゃあああとよける。


　というか、


「てめ、フェリス、なにすんだよ！　いま、いま剣の刃はがこっち向いてたじゃねぇか！」


　と、怒鳴ると、彼女はこちらを見て、やはりいつもの無表情のまま、


「ん？　だめなのか？」


「だめに決まってるだろうが！」


　しかしそれでも彼女はわからないという顔で首をかしげて、言う。


「だがこれは修行なのだろう？　おまえが珍めずらしく自分から努力しようとしているから、手伝ってやろうと思ったのだが……余よ計けいなお世話だったか？」


　なんてことを言ってきて。


　その、彼女の顔を、ライナは見つめる。やはりその顔にはなんの表情も浮かんでいないが、なぜかちょっとだけ彼女が、照れているような、そんな気がする。


　それに。


「…………」


　それにライナは、笑みを浮かべ、


「いや、ごめん。やっぱその調子で頼たのむわ。独ひとりでやってても効こう率りつ悪わりぃしな。でも、じゃあ俺もまじでいくぜ？　おまえのほうが逆ぎやくに、俺に修行されちゃったりしてな？」


　と言うと、フェリスは鼻で笑う。


「ぬかせ」


「へっへ～、そんな余よ裕ゆうな顔できんのも、俺の本気をバーンと見ちゃうまでだぜ？」


「ほう。では私には本気を見せたことがないと？」


「ないね」


「じゃあ見せてみろ」


「ああ。いまから見せる」


　と、彼は言う。そして自分の体の状じよう態たいを確かく認にんする。はっきり言って、もう、さっきまでの魔法で身体能力を加速させた訓練で、筋きん肉にくはへろへろだった。それにフェリスとは付き合いが長いので、彼女の前では本気をすでに何回も見せまくっているのだが、しかし、さらにもう一歩、魔法の設せつ定ていを上げてみる。動いてないのに、筋肉が軋きしむ音が聞こえるような気がするほど無理矢理、体に負ふ荷かをかけてみる。


　そして。


「んじゃフェリス、相手頼むわ」


「ん」


「ありがとな」


「さっさとこい」


「ほいほい。ほいじゃ馬車に追いつきながら、殺し合うぞ？」


「死ぬのはおまえだけだ」


「はは。んじゃ……いこうかね！」


　と、そう言って、ライナはフェリスに向かって走り出した。


　ゲイルフィックラントの王おう城じように到着するまで、あと二日。





　その二日のあいだを、彼はあがき始めた。





　　　　◆





　その、遥はるか後方。


　馬車から飛び降りたヴォイスは、しばらく空を見上げていた。思考を巡めぐらせるように空を見上げていた。


　すると部下の一人が、


「ヴォイス様」


　と、声をかけてくる。


　しかしそれに彼は、


「少し黙だまって。いま、いろいろと考えてるから」


「……は。申し訳わけありません」


　と、部下が謝あやまってくるが、彼はそちらを見ない。ただ、空を見上げている。空は青い。馬鹿みたいに青い。青い空は平和の象しよう徴ちようだとかどこかの書物で読んだことがあるが、いったいそれはどういうことだろう？　なんてことを、ヴォイスは頭の中で呟つぶやいてみる。


　空がいくら青くたって、戦争は起きるし、人は死ぬというのに、いったいあの本は、どういう理由で青い空を平和の象徴だなんて書いていたのだろう？　なんてことを、彼は思う。


　そして。


「……まあ、人が死ぬのも、戦争が起きるのも、この青い空の大きさから比くらべたらちっちゃなことだから、とりあえず平和平和～っとかいう投げやりな意見なら、それはそれで私もそう思いますが……」


　そう呟いてから、小さく笑う。


　笑いながら、頭の中ではどんどんと、これからやるべきことを考えていく。


　そして。


「……ねぇハーミット」


「は」


「ローランドは、まだ北上を続けてるんでしょう？」


「はい」


「ベリスにはいつ到着するかな。私たちがガスタークを追い返して、戻ってくるころにはもう、ベリスは制せい圧あつされてるよねぇ？」


　と聞くと、ハーミットはうなずく。


「いまのローランドの勢いきおいなら、南大陸全土を平定するのも、時間の問題かと……」


　それに、ヴォイスもうなずく。それから少しだけ眉まゆ根ねを寄よせて、


「じゃあ、ベリスに受け入れてもらったネルファの民たみは、見み捨すてることになるねぇ」


「…………」


「はてさて、私がそれを見捨てる決けつ断だんをしていたら、ライナさんは怒おこるかなぁ？」


　するとそれに、ハーミットがこちらを見て、


「我われらの王は、ヴォイス様です。あなたのご決断に、みな従したがいます」


　なんてことを言ってくるが、ヴォイスが聞きたい答えは、それじゃなかった。


　だからやはり、ハーミットのほうは見ない。ただ、ただ空を見上げたまま、


「……でも仕組みはそう回ってないんだ。私の予想では、ライナさんは、これからこの世界にとって、とても重要な人間になるはずだから……彼のご機き嫌げんはなるべく取っておきたいんだよねぇ。あ～難むずかしいなぁ。どこを切り捨てて、どこを拾うのか、その選せん択たくはいつも難しいなぁ」


　そう呟きながら、今度は南側の空を見る。


　南はここのところいつも、あまり雲行きがよくない。風はローランドには吹ふいていないような気がするのだが。


　まあでも、南側への対たい処しよをする時期では、ないと思う。


　いま、反ローランド連合がやるべきことは──


「ハーミット」


「はっ」


「兵を集結させて。もうベリスは切り捨てよう。運がよければ、ネルファの民にシオン・アスタールは手をださないかもしれない。結局は彼もお人好しだからね。だから、南大陸にある国は、すべて見捨てる。アリ南方国や、カッスラー自治聖都にまで散らばっていた兵はすべて撤てつ収しゆう。そして集めた兵を二つに分けて、一つは私が連れてガスタークとの戦いに向かう。もう一つはヴィードルに率ひきいさせて、ダル平原に待機させておいてくれないかな？」


　するとそれに、ハーミットが少しだけ緊きん張ちようしたような顔になる。


「それでは、いよいよですか？」


「ああ。いよいよだね。計画を実行する。私たちと『蒼あおの公ひ主め』、そしてゲイルフィックラントが力を合わせてガスタークと戦って混こん乱らんしている隙すきを突ついて、おまえたちはゲイルフィックラントの南側を、襲おそえ」


　と、命じる。


「さあ、あまり時間はないよ、動いて動いて。すべてはタイミングが命だ。今回の計画がうまくいけば、私たちは中央三大国の一つに仲間入りすることになる。ガスタークやローランドと、本当の意味で戦えるだけの力を手に入れることになる。いや……」


　そこで、ヴォイスは懐ふところから一枚まいの地図を取り出した。それは彼が描えがいた計画が、成功したあとの勢力図が描かれた地図だった。


　北のガスタークに、南のローランド。


　そして半分になってしまったゲイルフィックラントと、残り半分の国土を奪うばい、さらに周辺の小国をすでに掌しよう握あくしている反ローランド連合。


　それにエルトリア共和国と、レムルス帝てい国こく。


　ヴォイスの計画が成功すると、このメノリス大陸はその、六つの大国が割かつ拠きよする時代に突とつ入にゆうするはずだった。


　というよりも、今回のタイミングを逃のがしてしまえば、小さな勢力がのし上がるのはもう不ふ可か能のうだろう。世界の歯車が全開で回り始めてしまえば、もう、そこへ手をだすことはできない。


　だからこれが最後のタイミング。


　それに、


「間に合った」


　と、ヴォイスは呟く。


　そして今度は西の空のほうへと目を向ける。


　そちらには人ではないナニかが統とう治ちしているレムルス帝国や、さらにその向こう。人が決して入ることができないと言われている永えい久きゆう砂さ漠ばくがある、さらにその向こう側へと視し線せんを向けて、


「まあ、このすべての筋すじ書がきさえ、人ではない化物が描いているのかもしれないですけれど……」


　と、言う。


「でも、いつまでも延えん々えんとそれが続くと思っているのなら、それは大間ま違ちがいだ。人が、いつまでも『神』より愚おろかなままでいると思っているのなら、それは大間違いだ。もし『神』とやらが本当にこの世にいて、すべての運命シナリオを作っているのだとしても、私はそれをペテンにかけてあげようじゃないですか。この、代々詐さ欺ぎ師しであるフューレル一族に生まれた私が……」


　が、そこで彼は言葉を止める。


　自分の影かげがざわざわと動き出したのを見て、言葉を止める。


　また、きたのだ。


『女め神がみ』がきたのだ。


　それは監かん視しのためか。


　それともまた、なにか彼に命令しようとしているのか。


　だがそれに、ヴォイスは笑みを浮うかべる。楽しげな笑みを浮かべる。


「……まあせいぜい、いまは私のことを奴ど隷れいだと思っているがいいさ。すぐに裏うら切ぎって、その醜みにくい顔にナイフを突つき立ててやるから」


　そう言ってから、彼は顔を上げ、


「さてじゃあ、始めましょうか。馬を用意しなさい。私も周辺に散らばっている兵を集めてから、ガスタークとの戦いくさへと向かいます」


　と、そう、ヴォイスは部下に命じた。




　第四章　錯さく綜そうの中







　基き本ほん的に、彼女はそれほど気が長いほうではなかった。


　というよりも、この『先天性魔ま導どう異い常じよう』という能のう力りよくを持って生まれてきた子はみんな、気が相当短いらしい。


「…………」


　と、そんなことを考えながら、ピア・ヴァーリエは自分の、水色の髪かみをなでる。その髪をなでる指先が、しなやかだった。


　整った顔だちに、優ゆう雅がな雰ふん囲い気き。


　なるべくおとなしく、清せい楚そに見えるようなドレスを着て、彼女はいま、ゲイルフィックラント帝てい国こくの王おう城じようにきていた。


　ゲイルフィックラント帝国の王、グラフド・エブルルドと交こう渉しようするためだ。


　ちなみに彼女が、ゲイルフィックラントの王にお目通り願うのは、今回が初めて。


　これまで三度、ピア率ひきいる『蒼あおの公ひ主め』は、ゲイルフィックラント帝国軍から仕事を請うけ負って、周辺諸国へ圧あつ力りよくをかけたり、お隣となりの大国、エルトリア共和国へ諜ちよう報ほう活動へでかけたりとゴマをすりつづけ、やっと今回、ゲイルフィックラントの王に会わせてもらう機会を得て、王城に呼よび出されるところまできたのだが。


「……いったい、ゲイルの馬ば鹿か王おうはあたしを何日待たせれば気が済すむつもりかしら？　あたしがいったい何様なのか、わかってんの？」


　と、彼女は小さく呟つぶやく。


　ドレスのスカートを踏ふまないように気にしながら、彼女はちょっとだけいらいらと無む駄だに広い王城の中を歩く。


　ここ数日、彼女がしていることといえば、王城の中の散歩だけだった。王への面会を求めても、現げん在ざい多た忙ぼうのために会えないとかなんとか理由をつけて、会ってくれないのだ。といって、わざわざ客間まで用意され、さらにピアが連れてきた部下二千人もけっこうな好こう待たい遇ぐうで迎むかえ入れられているし、援えん助じよをする気がないわけでもなさそうなので、帰るわけにもいかず。


　とにかくそんなこんなで、ピアはこの数日、毎日暇ひまをもてあましていた。


「……まったく、いつまで散歩してりゃいいのよ？」


　そして庭園へとでる。すると何人かの貴き族ぞくたちが、やはり暇そうな顔で談だん笑しようしていて。ピアに気づく。一人の男が、うっとりと見とれるような顔でこちらを見て、


「……これはこれは、ピア嬢じよう。今日もお美しいことで」


　とか、あたりまえすぎることを言ってくるので、ピアはそれに、


「まあ、レスト伯はく爵しやく様。お世せ辞じがお上手ですこと」


　と、完かん璧ぺきなまでに美しい微び笑しようを浮かべて、言う。するとどうせたいした力も持ってないであろう三流貴族が顔を赤らめて、


「お世辞ではございません。毎日、あなた様のお顔を見ることができるだけで、わたくしは天にも昇のぼる気持ちでございます」


「そんな。あまりお褒ほめにならないでください。恥はずかしいですわ」


　馬鹿の発言にいちいち付き合うのはね……という、最後の言葉は、付け足さない。


　それだけの分別が、彼女にはある。


　あまりにも大きな力を持ちすぎているせいで、他人との協調を失ってしまうという『先天性魔導異常』の能力者とは思えないほどの強い自じ制せい心しんを以もつて、彼女はゲイルフィックラントの貴族社会へと、侵入していく。


　その後も何人かの、絶ぜつ対たい的な地位の中で安あん穏のんと生きている貴族たちに愛あい嬌きようを振ふりまいて、振りまいて、振りまいたあげく、庭園をぐるっと一周してから、噴ふん水すいの前にたどりつく。


　ここは王城から歩いてくるとだいぶ離はなれているので、人気がほとんどない。


　その、噴水の前で彼女は、


「ふ～」


　と、ため息をつく。一見可か憐れんに見える眉まゆ毛げを、困こまったようにハの字にして、


「つっかれる～」


　とか、言ってみる。


　そのまま噴水の脇わきに座すわる。そして世界に対して、強大な権けん力りよくを誇こ示じするかのようにそそり立っているゲイルフィックラントの王城を見上げ、


「……ま、でも、こんな城しろを維い持じできるだけの力は、持ってるってことよね～」


　そう言ってから、自分が着ている、自分の髪かみの毛の色と合わせたやはり水色のドレスに手で触ふれる。他の国では、王室のお嬢様だって着ることができないような、高級な生地をふんだんに使っているそのドレスに触さわり、


「売ってる服もおしゃれだし……」


　するとその背はい後ごで、声が上がった。


「じゃあもう、この国のお姫ひめ様さまになっちゃいますか？」


　その声のほうへと、ピアは顔を向ける。


　するとそこには、ピアとほぼ同い年くらいの、一人の男が立っている。


　肩かたまで伸のびた柔やわらかい金きん髪ぱつに、閉とじたままの落ち着いた目め許もと。着ているのは、『蒼あおの公ひ主め』の上級兵だけが着ることを許ゆるされている、紅べに色いろの戦せん闘とう服ふく。その、胸むねの部分に描えがかれている朱雀すざくが飛び立つような形の紋もん様ようを見てから、彼女は微笑ほほえんで、言った。


「あたしはお姫様じゃなくて、女王様になりたいのよ、ペリア」


　するとペリアは笑って、


「知ってるよ。子こ供どものころからずっと、僕ぼくは君だけを見つめてるからね」


　なんてことを彼は言うが、しかし実際には、彼の瞳はなにも映うつさない。いや、耳も聞こえていない。ローランドの馬鹿どもに実験されて、視覚、聴ちよう覚かく、触しよつ覚かくまで奪うばわれてしまっているのだ。


　しかしその代だい償しように、彼は『全結界』という名の、特とく殊しゆな結界を発生させる魔ま方ほう陣じんの刺青いれずみを組みこまれている。その結界によって、通常では知覚できないほど広い範はん囲いの出来事を、手に取るように知覚することができる。彼はその結界を通して、世界のすべてに触れているのだ。


　だからピアは言う。


　唇くちびるの動きだけで、


「あたし以外に見るべきものなんて、この世界にはもうないしね～」


　とか、冗じよう談だんを言ってみる。


　すると音はなかったのに、ペリアにはちゃんとそれが伝わる。彼は嬉うれしそうに微笑んで、


「でも本当にそう思うよ」


「あは。ペリアのお世辞は、好きよ」


「お世辞じゃないよ？」


「ふふ、それも知ってる」


「そう？」


「うん」


「じゃあ、よかった」


　と、ペリアが言った。


　それにピアはうなずいてから、また、王城のほうへと目を向ける。そして、


「で？」


　と、言った。


「なんでゲイルの王はあたしに会わないか、調べた？」


　するとペリアが答える。少しだけ言いにくそうに、


「ちょっと問題が起きたみたい」


「問題？」


「うん」


「それ、聞いたらあたし怒おこる？」


「どうかな～。怒るかも」


「じゃあ、怒らないうちに言ってみなさい」


　そうピアが言うと、ペリアがそれに答えた。


「ゾーラが……」


　が、そこで、彼女はペリアのほうを向いて、


「あらら、ヴォイス・フューレルを仕し留とめ損そこなった？」


　するとペリアはうなずく。


「うまくいかなかったみたい」


「そう」


「僕がいけば、こんなへまはしなかったけど」


　という言葉に、ピアは笑う。


「ま～たペリアってば、ゾーラがいないときに点数稼かせごうと思って～」


　すると彼は穏おだやかな笑みを浮かべ、


「ほんとだよ？」


　と言って、さらに背後へと目を向ける。その向こう側には、ふてくされたような顔をしたゾーラが、こちらへ向かって歩いてきている。


　ちなみにペリアも、ゾーラも、まだこの王おう城じようの中へと入る許きよ可かは、得ていない。


　信じられないほどの数の衛えい兵へいたちの目を盗ぬすみ、さらに厳げん重じゆうに魔法で結界が張はられた王城の警けい備び網もうをあっさりかいくぐって、不法に侵しん入にゆうしてきているのだ。


　その、ひどく優ゆう秀しゆうな仲間二人の姿を見つめ、ピアはちょっとだけ微笑む。そしてゾーラのほうへと、


「でも怪け我ががなくて、よかった。ベリスは遠かったでしょう」


　と、言った。


　するとゾーラはこちらを見つめ、なぜか顔を真っ赤にして目をぱちくりさせてから、言った。


「ど、ドレス姿すがたが半はん端ぱなくかわいい……」


　いや、最初の一言がそれってどうなの？　ともピアは思うが、しかし彼はいつも直球で、本気でそう言っていると知っているので、ゲイルフィックラントの貴き族ぞくたちに褒ほめられるよりも、何倍も嬉しい。


　だからピアはドレスのスカートを両手で少しだけあげてポーズをとって、


「ありがと。これすっごい高いドレスなんだよ～？　ゾーラはあたしに、こういうのプレゼントしてくれる？」


　と、言うと、彼はこくこくうなずく。


「女ひ王めが望むなら」


「じゃあ、あの城をあたしにちょうだい」


「わかった！　じゃあいまから王を暗殺してくる！」


　と言うゾーラに、横からペリアが、


「ま～たなんでも暗殺で解決しようとして～。力業で解決できるなら、とっくにピアがやってま……」


　が、その言葉を遮さえぎって、ゾーラが懐ふところからナイフを抜く。そのナイフをペリアの首くび筋すじへ突つき立てようとしながら、


「てめぇとは話してねぇんだよ！」


　と、怒ど鳴なる。


　それにペリアは一歩後ろへ下がり、ナイフを持ったゾーラの腕うでを受け止め、少しだけ困ったような顔で、


「もう、なんですぐ、ゾーラは僕を殺そうとするのよ？」


「恋こい敵がたきは殺す主しゆ義ぎなんだよ」


「ほうほう。じゃあ、もっと僕を殺したくなる情じよう報ほうをあげようか？」


「いらねー」


「さっき僕、ピアに、ペリアのお世辞好きよって言われた」


　瞬しゆん間かん、ゾーラの顔色が変わる。


「はぁあああああああ!?」


　と、叫さけぶ。そして彼は泣きそうな顔でこちらを向き、


「お、お、俺は？」


　なんてことを言うから、ピアは笑った。


「ゾーラのことも好き」


　刹せつ那な、今度はペリアが、


「え～」


　と、不満そうな顔をする。


　その二人のやりとりに、ピアはまた笑う。もう、何年もずっとこうなのだ。戦場ではお互たがいの命を救いあったことまであるのに、暇ひまなときはいっつも仲が悪いふりをする。


　だからもう、ちょっと前から二人の喧けん嘩かを止めるのは、やめていた。意外とこの二人は、わーきゃー喧嘩をしながら、仲がいいのだ。


　そしてその、二人の喧嘩を見るのが、ピアは好きだった。
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　その他にも綺き麗れいな服が好き。


　綺麗な装飾品アクセサリーが好き。


　綺麗な城が好き。


　綺麗な世界が好き。


　そして、そのすべてを、自分のものにしよう、と、そう思った。


　それは欲よく望ぼうでぱんぱんに膨ふくれ上がった貴族たちから、綺麗なものを救うのだ。


　ペリアの視力と聴覚を奪うばったローランドから綺麗なものを救うのだ。


　そして醜みにくい、ひどく醜い『女め神がみ』どもから、この世界を救うのだ。


　そのためには力がいる。


　もっと力がいる。


　ゲイルフィックラントはその踏ふみ台だ。


　だが、そのゲイルフィックラントの力を利用するためには邪じや魔ま者ものがいて、そいつを排はい除じよする必要があった。


　人間のくせに、『女神』の犬に成り下がったヴォイス・フューレルというのが、どういうわけか彼女たち『蒼あおの公ひ主め』のゲイルフィックラントでの利り権けんを横から奪おうと暗あん躍やくし始めている。だからまず、ヴォイスを殺さないことには『蒼あおの公ひ主め』の前ぜん途とは明るいとはいえないのだが。


　ゾーラはどうやら、その暗殺に失敗したようだった。


　それに、ピアは聞く。


「ヴォイス・フューレルに憑ついてる『女神』は、『未み臓ぞう』でしょう？　それほど格かくが高い化物じゃない。あなたに渡わたした『忘却神器ルール・フアジール』で、十分殺せたはずだけど……」


　するとそれに、ゾーラがすまなさそうな顔になって、言う。


「いや、たぶんその気になれば殺せたんだけど……」


「殺さなかった？」


「うん」


「どうして？」


　という言葉に、ゾーラは少しだけ、言葉を選ぶような表情になる。


　しかしピアはそれに彼を見つめ、


「あたしは現げん実じつをちゃんと真まっ直すぐ見るのが好きなの。だから起きたことを、起きたまま話して。いったい、なにがあったの？　『女神』と戦った？」


　が、ゾーラは首を振ふる。


「『女神』は、現あらわれなかった」


「へ？　『女神』はでなかったの？」


　それに、ゾーラはうなずく。


　でもそれじゃあ、ますますヴォイスをゾーラが殺してきていない理由がわからない。ヴォイスは、この世界を人ではないモノに売ろうとしている、狂きよう人じんなのだ。このまま放っておけば、大変なことになる。


　そしてそれはゾーラも、十分にわかっているはずなのだが。


　ピアは聞いた。


「じゃあ、どうしてヴォイス・フューレルを始末してないの？　あなたなら簡かん単たんに……」


　しかしそれに、彼は言った。


「いやそれが、もっと質たちが悪いのが出て」


「質が悪い？」


「ああ」


「『女神』より質が悪いって……なによ？　南の、『狂くるった勇者』？」


　が、それにもゾーラは首を振る。


「じゃあ、なに？」


　と、彼女が聞くと、彼は答えた。


　一言。


「ライナ」


　と、言った。


　それにピアは、


「…………」


　一瞬、言葉を失う。遠い昔に別れた、仲間の名前がゾーラの口から突とつ然ぜん出てきてしまって。


　それに彼女は、思わずペリアと顔を見合わせる。すると彼も驚おどろいているようだった。


　それもそのはずだ。ライナとは、同じ師し匠しようの元で、一いつ緒しよに修しゆ行ぎようしたのだ。


　弱虫ライナ・リュート。


　死にたがりのライナ・リュート。


　だがなぜその仲間が、『女神』の手下と一いつ緒しよにいる？　という、そのことをゾーラに聞こうとしたところで、もう一人の部下がやってきた。ダームという名の、こちらはピアと一緒に王城の中に入った、女の部下だ。彼女は侍じ女じよの服を与あたえられて、それを着ている。


　そのダームが、言う。


「……女ひ王め様」


　それに、


「うん？」


　と、ピアが部下のほうへと目を向けると、ダームは言った。


「いま、遣つかいがきました。明みよう晩ばん、ゲイルフィックラントの王が、女ひ王め様にお会いになるそうです」


　それにピアは目を、大きく見開く。そしてゾーラとペリアのほうへと目配せをしてから、ダームのほうへと目を向け、


「それは……反ローランド連合の使者もここにくるってことかしら？」


　そう聞くと、ダームはうなずく。


「ゲイルフィックラントの王は、どちらか片かた方ほうだけに、援えん助じよを……」


　が、それをピアは鼻で笑う。


「はっ。なによそれ。あたしたちと反ローランド連合を、競わせようっての？　ちょっとそれ、最初言ってたことと話ちがくない？」


　するとダームがそれに、


「申し訳わけありま……」


「いい。あんたがあやまることじゃない」


　そう言ってから、ピアはもう一度、王おう城じようを見上げる。偉えらそうにそそり立っている王城を見上げ、


「ばっかにしてくれちゃって。いいわよ。じゃあ、真っ向から競ってやろうじゃないの。で、反ローランド連合からきた使者は、ヴォイス本人なの？　まさかもう王城の中にいる？　ちょっと殴なぐって脅おどしてくるから、居い場ば所しよを教えて」


　と、ダームに聞くと、彼女はそれに、


「いえ、それが、使者としてゲイルフィックラントに向かっているのは、ヴォイス・フューレルではないそうです」


　なんて言葉に、ピアはますます顔をしかめる。


「はぁ？　なにそれ？　代理の人間をよこしたわけ？　ここであたしたち『蒼あおの公ひ主め』と争おうっていうのに、本人は出てこなかったの？　でもそんなんじゃ話にならないでしょ。そもそもゲイルの王はプライド高いから、代理の使者じゃ会ってくれないはずだし」


　と言うと、それにダームが言った。


「いえそれが……なんでもいまきている使者は、ヴォイス・フューレルよりも地位が上の、反ローランド連合の王だそうです」


「王？」


「はい」


「えと、ちょ、ちょっと待ってよ。でも、反ローランド連合の首領は、ヴォイス・フューレルでしょう？」


　しかしその問いかけにも、ダームは首を振る。


「違うそうです。つい最近、ヴォイス・フューレルはその首領の座ざを、新しい王に譲ゆずったそうで」


「譲った？」


「はい」


「いったい、誰だれに？」


　それにダームは答えた。


「ライナ・リュートという名の男が、現在の反ローランド連合の王なのだそうです」


　という、言葉に。


「…………」


　それにピアも、ペリアも、ゾーラも、一いつ瞬しゆん言葉を失ってしまう。南側からはるばるやってきたという敵てきが、ライナだった、という事実に、しばらく沈ちん黙もくしてしまう。


　そしてそのライナが、もう、すぐ目の前まできているらしい。この、ゲイルフィックラントの王城へと、やってきているらしい。


　それにピアは、


「……へぇ」


　と、言った。


　そして笑みを浮かべた。やはり完かん璧ぺきなまでに綺き麗れいな笑み。どこか小こ悪あく魔まのような、魅み力りよく的な笑み。


　それでいて、王者の風ふう格かくを感じさせる笑み。


　その笑みを、王城へと向けて、


「……ライナの馬ば鹿かが、このあたしに勝負を挑いどもうっての？　それはずいぶんと……おもしろいじゃないの」


　とそう、彼女は呟つぶやく。


　そのまま人差し指をぺろっと舐なめて、それを風にさらす。


　そして。


「……さてさてこれはどういうことかなぁ～、な～んか、急に風向きが変わり始めたみたいだけど。なら、すぐに情報を集めましょう。ライナがここへ到着する前に、情報を集めましょう。ライナとヴォイスがいったい、なにをやろうとしているのか？　世界はいったい、どう転びたがってるのか？　それをまずは調べてから……」


　そして風に触れさせていた指をぱちんっと鳴らして、


「お馬鹿な幼おさななじみをお迎むかえしようじゃないの」


　と、彼女は、そう言った。




　第五章　運命の中







「あ～、あ～、あ～」


　と、ライナは言った。


　それから自分の首をぎゅうぎゅうと締しめ付けているひどく窮きゆう屈くつな服の襟えり首くびに触ふれ、


「まじでこんなきつい服着なきゃいけないの？」


　と、苦しそうな顔で言った。


　すると背はい後ごに控ひかえていたレイルカがあきれたような顔で、


「いったい、ライナさんはここをどこだと思ってるんですか？」


　なんて言ってきて、ライナは周囲を見回す。


　するとそこは、ゲイルフィックラントの王おう城じようの中にある、客間の一つだった。といってもその部屋は、客間と呼よんでいいのか戸と惑まどうほどに広いのだが。それこそ、あともう少し広ければローランドにある玉座の間と同じくらいの広さがあるんじゃないかと思えるほどそこは広くて。


　その無む駄だに広い客間を見回して、


「……しっかし、さすがは中央の大国だな。辺へん境きよう国こくのローランドとは、わけが違ちがうわこりゃ……」


　と、呟いた。


　するとそれにレイルカがうなずく。


「そうです。そしてあなたはその大国の王に、反ローランド連合の王としてこれから会うのです。当然下民が着るような汚きたならしい衣服でノコノコ出ていけるわけがないでしょう？」


　と、説教される。そのままレイルカはライナの背せ中なかをばんばんっとたたき、


「はいはい、もっと背せ筋すじ伸のばしてください」


　さらに頰ほおをぐいっと引っ張り、


「表情も明るく！」




[image: ]


　そしてまぶたを無理矢理開かせて、


「眠ねむそうな目を大きく開いて！」


「って痛いたい痛い痛い、指が目に入……うわまつげ抜ぬけたって！」


　と、レイルカの手を払はらいのける。


「あ～もう、わかったから。ちゃんとやるから目に指つっこんでくるな」


　そう言ってから、とりあえず言われた通りに背筋を伸ばしてみる。目を大きく開き、それから目の前に置いてあった姿すがた見みを見る。


　するとそこには、伸ばし放題だった髪かみを少し切ってから後ろでくくり、窮屈そうな正せい装そうをした自分が、もう、なにがそんなに自信があるのか、妙みように自信満々な笑みを浮かべていて、


「きもちわる」


　と、ライナは言った。そのまま顔をしかめようとする。が、その顔をまた、横からレイルカがぱちんっとたたいて、


「はい笑顔」


「ちょ、たたくことな……」


　ぱちん。


「えーがーお」


「……うう、はいはい、わかりましたよ」


　そう言って、ライナは微笑ほほえんでみせる。


　するとそれに、レイルカが満足気にうなずく。よし、これでまあ、ぎりぎりヴォイス様の恥はじになるようなことはないでしょう、とか、独ひとり言う。


　それにライナも笑顔のまま、もう一度鏡を見る。するとその中に映うつった自分の姿は、自分で見てもまあ、まんざらではないような気がしないでもなかった。


　そこそこ上うわ背ぜいがあるせいかそれなりに正装も似に合あっていて、シオンほどのオーラはないが、まあ、どこぞの三流貴き族ぞくぐらいには見えるかもしれない。そんな自分の姿を見て、馬子にも衣い装しようとはよく言ったもんだ、とか、ちょっと思う。


　とそこで、部屋の扉が開く音がして、誰かが入ってくる気配がする。


　そして、


「あ、ライナ、すごいかっこいいね」


　と、キファの声がする。


　彼女も別の部屋で、王宮に相応ふさわしいドレスに着き替がえさせるとかなんとか、二時間ほど前にレイルカの部下に連れていかれたのだが。


「…………」


　ライナが振り返ると、彼女はもう、別人のような姿をしていた。胸むねのあいた赤いドレスに、綺き麗れいに結ゆわえた赤い髪。化け粧しようも、普ふ段だんよりも少しだけしっかりしていて、本当にこちらは、どこかの、いいところのお嬢じよう様さまという雰ふん囲い気きだった。


　それにライナは、


「お～っと、こりゃまた、キファはえらい美人さんになってるなぁ」


　とか、言う。


　すると彼女は顔を真っ赤にして、


「そ、そう？　変じゃないかな？」


「全然。な？　レイルカ」


　と言うと、レイルカもうなずく。


「すごくお綺麗ですよ。もし今回の交こう渉しようが決けつ裂れつして、色いろ仕じ掛かけで王を落とす必要がある場合は、キファさんにおまかせすることにしましょう」


　とか、言う。


　その、あきらかにヴォイスの部下っぽい発言はちょっとどうかと思うが、でも、キファが綺麗なのは本当だった。


　だからライナは腕うで組ぐみをしてキファのことをしげしげと眺ながめると、


「うん。綺麗綺麗」


　と、言った。


　それにキファはあはっと嬉うれしそうに笑う。それから後ろをのほうへと目配せして、


「でも、フェリスさんのほうがもっと綺麗だよ」


　と、言う。


　するとキファの後ろから、もう一人女が顔をひょこっとだす。


　フェリスだ。


　彼女は白いドレス。薄うすく引かれた頰ほお紅べにに、ピンク色の唇くちびる。艶（あで）やかな金色の髪は、輝かがやく石がリボンの形でつけられている髪留どめでまとめられている。その彼女の姿は、もう例によって例のごとく、人間離ばなれしすぎている美しさで。


　そのフェリスが、こちらを見て


「ん？　ライナはどこだ？」


　とか、わけのわからないことを言う。


　それにライナは、


「は？　目の前にいるじゃねぇかよ」


「むむ？　まさかおまえがライナか？」


「俺がライナじゃなくてどれがライナだよ？」


　すると彼女はこちらをまじまじと見つめてから、


「ちょっと猫ねこ背ぜにしてみろ」


「んぁ？　なんだよそれ。めんどくせぇな」


「目をもっと眠そうに」


「だからなんなのよ？」


「あといつもの負け犬オーラを出せ」


「誰が負け犬だ誰が！」


　と、ライナが怒ど鳴なった途と端たん、フェリスがこちらを見つめ、ちょっと安心したような顔になってから、


「ああライナか」


「っておまえなぁ……まあ、いいけどさ。俺もこの格かつ好こうが似合ってるとは思ってないし」


　そう言ってから、もう一度鏡を見る。


　すると鏡には、正せい装そうをしたライナと、ドレスを着込んだ二人の美女が映っていて。


　この二人を連れて行けば、まあ、ゲイルフィックラントの王や貴族たちの前に立ったとしても、とりあえずは見み劣おとりはしないだろう、と、ライナは思う。


　そこでレイルカが言った。


「さて、そろそろ時間ですね。ゲイルフィックラント帝てい国こくの王、グラフド・エブルルド様に会いにいきましょう。あ、ところでライナさん、エブルルド王のプロフィールは……」


　それにライナはうなずいて、


「ああ覚えたよ。昨日きのうおまえにもらった書類に書いてあったこと覚えてりゃいいんだろ？」


　と、言う。


　ちなみに昨日渡された書類には、確たしかこんなようなことが書かれていた。





　グラフド・エブルルド。


　三十八歳さい。


　四年前に父王ベルダ・エブルルドが死し亡ぼうし、王位につく。王位につく前は軍に所しよ属ぞくし、いくつかの戦せん役えきで活かつ躍やく。戦場において数多あまたの功こう績せきを残し、他の兄弟たちも納なつ得とくで王位についた実力者。


　性格は軍人あがりらしく質しつ実じつ剛ごう健けん。上下関係に厳きびしく、不ふ敬けいな態たい度どを取る輩やからに対しては好印象を持たないだろう。


　つまり、目上の人間に対しても敬語を使うことができない病にかかっている、万年お子様社会不ふ適てき合ごう者しやライナ・リュートは、エブルルド王に会う前に、徹てつ底てい的に敬語の練習をすること。





　なんてことが書いてあって。


　ちなみに昨日、その書類を読み終わってからこんな会話が交かわされていた。


「敬語なんて俺おれ無理だぜ？」


「ぶっとばしますよ？」


「いや頑がん張ばるよ？　頑張るけど、やっぱ、ちゃんと敬語で王族と交こう渉しようするならほんとに王族出身だったトアレとかのほうが……」


　が、レイルカは首を振ふってこう言った。


「トアレ・ネルフィはエブルルド王の前には立てないのです。ローランドにすでに滅ほろぼされたネルファの王族だと相手に知られれば、辺へん境きようの国の、滅ぼされた国の王族かと、あなどられます。ですからトアレさんは、王城の外で待機してもらいます。さあもう観念して、敬語の練習をしましょう。とりあえず私をゲイルフィックラントの王だと思って、少し会話してみましょう」


　とかなんとか、昨日夜遅くまで敬語の練習をしたのだが、ライナが最後に、


「王様にお会いできてお嬉うれしいです」


　と言ったときにレイルカが絶ぜつ望ぼうして、いろいろとあきらめる形で終わっていた。


　とまあ、それはともかく。


　ライナも部屋にかけてある、これまた部屋に合わせて大きい、装そう飾しよく時ど計けいに目を向ける。


　時じ刻こくはもうすぐ七時。


　そして七時にゲイルフィックラントの王が会ってくれるらしかった。


　レイルカがまた、言う。


　少しだけ心配げに、


「もうすぐですね。もう一度確かく認にんしておきましょう。ライナさんがここでやるべきことは……」


　が、それに手を振って、ライナは遮さえぎる。


「もうわかってるよ。俺がやるべきことは、わかってる」


「ほんとですか？」


「ああ。ってか、そんな心配すんなって。俺だって緊きん張ちようしてないわけじゃない。気まぐれな大国の王様の前に出て、交渉すんだぞ？　それも、ここにゃ俺の大事な仲間がいっぱいいる。もし俺がミスってうまくことが運ばなきゃ、全員まずい立場に立たされるだろう？　そうならないよう、ちょっとは頑張ろうと思ってるよ」


　と、そう言った。


　それと同時に、部屋の扉とびらがノックされる。そして聞き覚えのない男の声で、


「陛へい下かがお会いになられるそうです。準じゆん備びをお願いします」


　なんて言われて。


　それにライナは答える。


「準備はもうできてるよ」


　するとレイルカが、


「姿し勢せい」


「あ～、そうだった。あと笑顔と、敬語ね？」


「あなたの敬語には期待していません」


「いやいや、意外と頑張るぜ？」


　という言葉に、レイルカと、そしてなぜかフェリスまで、


「へ～」


「へ～」


　と、半はん眼がんで言ってきて。


　続いてキファが、


「わ、私は信じるよ！」


　と言って。


　それにライナは、


「……俺おれ、全然信用ないな～」


　げんなりと苦く笑しようした。


　それからもう一度、背筋を伸のばす。鏡に映うつった自分の姿すがたを見る。


　そして、考える。


　今日、いまから自分がやるべきことを考える。


　実のところ、ゲイルフィックラントの王との交渉に関しては、彼はそんなに心配していなかった。なぜならゲイルフィックラントの王には、こう提てい案あんすればいいだけだから。





　今回のガスターク帝てい国こくとの戦いくさに、参加させてください。





　きっとそれを、ゲイルフィックラントの王は喜んで受け入れるだろう。戦争を目前にして、無た料だで使える兵が増ふえるのだ。断ことわる理由がない。


　だが、今回のライナの任にん務むは、それだけでは終わらなかった。


　いま、おそらくはこの城しろの中にいるはずの、『蒼あおの公ひ主め』に対しても、駆かけ引きをする必要があるのだ。


『蒼あおの公ひ主め』にもガスターク帝国との戦役に参加してもらい、その上ゲイルフィックラントからの援えん助じよを反ローランド連合のために辞じ退たいしてもらい、さらに今後ローランド帝国と戦うときには、仲間として一いつ緒しよに戦ってもらえないか？　とか、三連続でこちらばかり得するお願いしなきゃいけないのだが──


「ぜってーあほかって怒おこられるよなぁ……そんなこっちばっか都合のいい提案、受け入れる奴やついねぇだろしなぁ」


　と、ライナはうめくように言った。


　おまけにその、『蒼あおの公ひ主め』を率ひきいている首領リーダーは、そういう、誰かに利用されるっぽいことが世界で一番嫌きらいな女なのだ。


　まあ、もう十数年会ってないからいま、どんな奴になってるのかはわからないけど。


「どーせ性せい格かく、変わってないだろなぁ」


　と、彼が小声で言ったところで、


「ではまいりましょう」


　と、ゲイルフィックラントの使者が言う。


　それにライナは、うなずく。フェリス、キファ、レイルカに目配せをすると、三人もうなずく。


　そして彼らは、部屋を出た。


　トンネルのような回かい廊ろうを抜け、王おう城じようの中を進む。城しろの中はせわしなく働いている侍じ女じよの姿や、官かん吏りの姿がある。正装をして、使者に率いられてるライナたちを見ると、みんな深々と頭を下げてくる。


　それにちょっとだけこそばゆい思いをしながら、一行は進む。


　すると進むほどに少しずつ、回廊の造りや、おかれている調度品や敷しき物ものの質しつが上がっていくのが、素人しろうと目めにもわかる。


　少しずつ使用人の数が減へり、身なりの綺き麗れいな人間が増え始める。おそらくは貴族だろう。


　だが、それでもまだ、王の間につかない。もうだいぶ歩いているはずだが、まるでつかない。


　どんだけ広いんだよと思わず突つっ込こみそうになるが、そこは敬語敬語とか、わけのわからないことをライナは思う。


　もう、ローランドの王城とはすべてにおいてその規き模ぼが違った。こんな国とガスタークは、よく戦争する気になるなぁと、ライナが思うほど、ゲイルフィックラントは巨きよ大だいな国だった。しかしまあ、ガスタークは『忘却欠片ルール・フラグメ』を使っているからなぁとか、独ひとり考える。


　そしてもし、この交渉がうまくいっても、今度はガスタークとの戦争が待ってるのかと思い、ちょっと憂ゆう鬱うつな気分になる。


　戦争。


　戦争ね。


「それを回かい避ひするために、これまで頑がん張ばってきたつもりだったんだけど、なんでこうなったかなぁ……」


　と、ライナが小さく呟つぶやくと、ゲイルフィックラントの使者が、


「どうかしましたか？」


　と、振り返ってきて、ライナは首を振った。


「いや、なんでもない」


　が、そこで、レイルカが後ろから拳こぶしでどすっと、背せ中なかを殴なぐってくる。それに彼は慌あわてて、


「あっと、ええと……なんでもない、です」


　と、語ご尾びにですをつけた。それからちゃんと敬語にしたぜ？　とばかりに後ろを振り返ってみると、レイルカがまた、絶ぜつ望ぼうしきったような顔をしていた。


　そしてキファは笑いをこらえるような顔。


　フェリスはざまーみろ的な顔。


　それに、


「……おまえらなぁ」


　と、ライナはうめく。


　それから再ふたたび前を向く。すると使者は廊ろう下かを抜け、エントランスの中央にある階かい段だんへと向かおうとしているところだった。


　そしてその階段へと、もう一つの一いち団だんが向かってくるのが見える。


　向こうは六人組だった。


　まず目に入ったのは、使者に案内されてきた、妙みように隙すきのない歩き方をする三人の兵士。一度にこの三人を相手にしたら、ライナもけっこう苦戦するかもしれないとそう思えるだけの雰ふん囲い気きを、その三人は放っている。


　だがしかし、そいつらに関してはまあ、どうでもよかった。それよりもその三人に守られるように歩いてくる、後ろの三人。


　とくにその中央にいる女が、問題だった。


　水色のドレスを着た、全身から自信満々なオーラを放っている女の顔を、ライナは知っている。


　整った顔立ちに、華か美びな雰囲気。そして普ふ通つうではありえない──『先天性魔ま導どう異い常じよう』の能のう力りよく者しやにしかありえない水色の長い髪に、強気そうな赤い瞳ひとみ。


　その瞳がライナの姿をとらえ、


「あら？」


　と、言った。


　その声にライナは眉まゆをひょいっと上げて、


「おっと」


　と、言って、彼女の姿を見つめる。


　かつての兄弟弟で子しの一人、ピア・ヴァーリエの姿を。


　さらにその後ろには、目を閉とじたままの、穏おだやかそうな男がいる。やはりライナと一緒にジェルメのしごきを受けた、ペリア・ペルーラだ。


　そしてその反対側には、ついこの間会ったばかりの、ゾーラ・ロム。


　その三人の姿を見て、ライナはちょっとだけ気まずげな笑みを浮かべて、


「ええと、やぁ。久ひさしぶり」


　と、言ってみる。


　するとペリアが微笑ほほえんで、


「ああ、久しぶり。会いたかったよライナ。ずいぶんと背が高くなったねぇ」


　と言う。


　続いてゾーラが、


「俺は別に会いたくなかったけどな」


　とか、言う。


　そして最後にピアが、なぜかライナのほうではなく、その後ろにいる、フェリスと、キファ、そしてレイルカのほうへと目を向けて、


「へぇ～。なにそれなにそれ。なんか、あの友達のいなかった根暗なライナが、ずいぶんと美人な女を連れて歩いてるじゃない。それも三人も……ねぇペリア、ゾーラ、あれとあたし、どっちが綺麗？」


　なんて言って。


　それにペリアが微笑む。


「僕にはピアしか見えてないよ」


　続いてゾーラが、


「女ひ王めに決まってんじゃん」


　なんていうやりとりを見ただけでもう、ピアがどんなふうに成長したのかが、ライナにはわかったような気がした。言動が師し匠しようであるジェルメにそっくりなところも、そして、ああやって挑ちよう発はつするような言葉を吐はきながら、しかし、彼女の瞳には、こちらの出方を探さぐるような色が浮かんでいるところも。


　それに彼は思い出す。彼女が、こと駆かけ引きにかけては、天才的なほどの才能を示しめしていたことを、思い出す。


　とそこでフェリスが、


「おいライナ。なんだあの女は？」


　なんて言ってきて。


　しかしライナは、それを制せいす。


「ああ、動くなフェリス。ありゃ挑発だ。動けばきっと、こっちが不利になる」


「だが」


「いいから。俺に任まかせて」


　と言ってから、ライナはピアのほうを見つめ、


「……せっかく旧きゆう友ゆうに再さい会かいしたんだから、俺の仲間に殺気を放って試ためそうとするの、やめてくんないかな？」


　と、言った。


　するとピアはそれに微笑んで、


「あは。もう少し優やさしく接せつしてほしい？」


　その問いに、


「うん」


　と、素直にライナはうなずく。


　しかしさらにピアは笑みを深くして、


「でも、これ以上は優しくできないな～。あんたが友達だったから、いま、殺さないであげてるのよ？　ほんとうなら化物の犬は、すぐに殺すって決めてるのに」


　そう言ってから、彼女の体の中から、殺気が噴ふき出す。思わず身じろぎしそうになるほどの強大な殺気が噴き出す。たぶんその殺気はあまりに大きすぎて、そこらの人間には、感じることすらできないだろう。


　だが、フェリスは反はん応のうする。彼女の中のスイッチが、ピアの殺気に反応して戦せん闘とう態たい勢せいに変わるのがわかる。


　するとそれを見てピアがまた、


「あはは」


　と、笑った。


　その、笑った理由がすぐに、ライナにもわかる。ピアの殺気に反応したのが、ライナとフェリスだけだったことに、彼女は笑ったのだ。つまりピアと真っ向から戦えるのはライナとフェリスだけしかいないと、もう、向こうに気け取どられてしまったのだ。


　なのに向こうには、ピア以外にもゾーラとペリアがいる。


　はっきりいっていま、殺し合いになったりしたらもう、まるで勝負にならない。


　キファとレイルカを守りながらではおそらく、フェリスと力を合わせたとしても逃にげることもできずに殺されるだろう。


　こりゃ、蛇へびににらまれた蛙かえるだな、とか、内心で冷や汗あせをかきながら、ライナは思った。


　が、ピアは続ける。


「なんだ。全員雑ざ魚こじゃない。そんな戦力であたしと張はり合おうと思ってたなんて、ライナちゃんてば、相変わらずかわいいなぁ」


　という言葉に、またフェリスが、


「……雑魚だと？」


　と、呟つぶやく。


　それにライナは慌あわてて、


「だから反応するなって。全部挑発だから。それにいま、おまえ剣けん持ってないだろう？　いまは勝負にならないから、やめて」


「つまりおまえは、あの女よりも私のほうが弱いというのか？」


「いやいや、そうは言ってないけどさ……」


　でも、どうかな、と彼は思う。


　正直なところ、いまのピアがいったいどれほど大きな力を持っているのか、ライナには想そう像ぞうもできなかった。こないだ戦ったゾーラも、びっくりするくらい強くなってたし、そのゾーラがピアに屈くつ服ぷくしてるとなるとこりゃ、結けつ構こうめんどくせぇなぁ。


　おまけに、ペリアがピアに後ろから耳打ちしているのが、見える。


　それにライナは、顔をしかめる。


　いま、フェリスとライナが小声で交わしたやりとりが、ペリアには聞こえているのだ。いや、聞こえているというよりも彼には感じられるのだ。


　音も、感かん触しよくも、臭においも、すべてが彼の体に埋うめ込こまれた『全結界』の刺青いれずみによって、感知されてしまうのだ。


　そのペリアが、ピアに耳打ちしている。


　それをライナは見つめて、言う。


「……おいおいペリア。俺ら友達だろう？　いちいちピアにちくんなよなぁ」


　するとペリアは微笑み、閉じたままの目でこちらを向いて、


「友達～？　友達は手紙に返事の一つもするもんだよ？」


「いや、いろいろあったんだって」


「いろいろね。まあライナがいちいち手紙返す柄がらじゃないのもわかってたけど、でも、それにしたって今回のこれはひどい。まさか化物の手下に成り下が……」


　しかしピアがそれに。


「黙だまりなさい、ペリア。久しぶりに会ったあたしの奴ど隷れいで遊んでいいのは、あたしだけよ？」


　と、言う。


　それにペリアが肩かたをすくめてからこちらを見て、


「あ、ちなみにライナを呼よべって手紙を僕に書かせてたのはいっつもピアだからね。ずっと無む視ししてたライナのことは彼女、きっとちょっと怒ってるから、覚かく悟ごしとくように」


　と、言って笑う。


　そしてその言葉に、ライナは怯おびえる。


　ピアの顔に浮かんだ笑みを見て。もう、ちょっと怒ってるどころの騒さわぎじゃなさそうな笑みを見つめて、やべ～、これ、想像してたよりだいぶ、大変な仕事なんじゃねぇの？　と、震ふるえる。


　するとそれに、ピアが言った。ライナを見て、それからなぜか、楽しげに背後のフェリスとキファへと目を向けて、ひょいっと彼女は動く。


　動きにくそうなドレスを着ているというのに、まるでそんなのは関係ないとばかりに一歩でライナのすぐ目の前までやってくる。そのまま彼の胸むねをぽんっと触さわり、背せ伸のびをして顔を、ライナの顔に近づけてくる。


　それはもう、あと少しで唇くちびると唇があたってしまいそうなほど近くまで彼女は顔を寄よせてきて、


「……ちょっと、ふざけるのもたいがいにしなさいよ。あんたがずっと憧あこがれてた女め神がみは昔からあたしでしょう？　なのになに他の女と浮うわ気きしてんのよ？」


　なんてことを、言う。
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　刹せつ那な、背後で妙な殺気が膨ふくれ上がるのを感じて、ライナは慌てて手で、フェリスを制す。


　それと同時にピアからも離はなれ、


「ちょっとおまえ、いきなりなにやってんのよ？　そういう誤ご解かいを招まねくような発言はやめ……」


　しかしピアは、それも遮る。逃げようとするライナの首をつかみ、引き寄せる。唇を彼の耳元に近づける。そして囁ささやくように、呟く。


「……まあ、あたしは心が広いから浮気の一つや二つは許ゆるしてあげましょう。でも、いくらあんたの趣しゆ味みが悪いからって、あの女ども──あの醜みにくい『女神』どもとも浮気をするっていうのなら、それは許さないわ。さあ、そのへんをちゃんと釈しやく明めいしにきなさい。ちゃんと釈明できないなら、本当に怒って後ろのかわいい女の子たちをあたし、さくっと殺しちゃうかもよ？」


　そう言って、彼女は手を内側へと折り曲げる。するとその手に、いつの間にか小さなナイフが握にぎられている。それにライナは反応して、彼女のその、ナイフを持った手をつかむ。


「ちょ、ピア、やめ……」


　しかしそこで。


「いやんライナぁ[image: ]　いきなり手をつかんでくるなんて、あなたもずいぶん大人おとなになったのね。でも、あなたのあたしへの熱い気持ちはわかったわ[image: ]」


「ってはぁあああああ？　おまえ、だからそういう……」


　が、その言葉も彼女は聞かない。


　きたときと同じ速さで彼女はペリアとゾーラのところまで戻もどり、


「はい、伝言終しゆう了りよう～。言いたいことはもう全部終わったから、先に進みましょう。ゲイルフィックラントの王をこれ以上待たせちゃまずいもんね」


　と、こちらを完全に無視で、歩き始める。


　その後ろ姿すがたに、


「ちょ、ピア？」


　と、ライナは声をかけるが、彼女は振り返らない。ペリアも、ゾーラも、こちらを見ないまま、ピアについていってしまって。


　そんな光景を、ライナは呆ぼう然ぜんと見つめる。


　するとそこで、背後からキファが、


「……あの、浮気って……ライナ、昔あの娘こと付き合ってたの？」


　なんてことを聞いてきて、それにライナはげんなりした顔で振り返る。


「え～と、いまのやりとりで、そういうふうに、見えた？」


「ううん。全然見えなかった」


「だろう？　昔っからあんな調子で、周りを振り回す女でさ～」


　と、ライナは言う。


　するとそれにキファは、なぜかちょっとだけ不安そうな顔でフェリスのほうへと目を向け、小さく、


「でも……でもライナはそういう子のこと、結けつ構こう好きだから……」


「ん？」


「ううん。なんでもない。ええと、で、ピアさん、だっけ？　彼女、なんて言ってきたの？　耳元でこそこそっと言っただけで、私、聞こえなかったんだけど」


　という質しつ問もんに、しかしなぜかフェリスが答える。どうやら彼女には、いまのピアとライナのやりとりが聞こえていたようだった。


　彼女が言う。


「……ナイフを出して、私たちを殺すと言っていた。仲間を殺されたくなければ、釈明をしにこいとそう言った。なぜおまえが、『女め神がみ』の犬になったのか、その釈明をしろと……だが、あの女に釈明する前に、私に説明をしろ。『女神』とはいったいなんなのだ？　ここのところ、どこへいっても女神、メガミ、めがみという単語が出てくる。ヴォイスの奴やつもよくわからない化ばけ物ものの話をしていたが……おまえはいったい、私になにを隠かくしている？　おまえから私に相談してくるだろうと思い、しばらく放ほうっておいたが、ずっと話さないまま進むつもりなら、あの女に殺される前に、私がおまえを殺すぞ？」


　と、こちらの女王様までお怒いかりになりだしていて、ライナは彼女を見る。


　すると彼女の顔は、それほど怒っているようには見えなかった。いや、彼女はいつも無表情で、感情が面おもてにほとんど現あらわれないのだが、いま、彼女の顔には、怒りよりも不安の色が浮かんでいて。


「…………」


　ライナはそれに、困こまったように顔をしかめた。そして、


「あ～、ごめん」


　と、言う。


「……いや、俺もいまいちよくわかってないから説明しなかったんだけど……」


　そう言ってから、振り返る。階かい段だんを上のぼっていってるピアたちの後ろ姿すがたを見て、


「しっかしなんか、どこいっても嫌きらわれてっから、『女神』ってのはやっぱ相当悪い奴みたいだなぁ。フェリスはヴォイスに、なにか聞いた？」


　するとそれに、彼女はうなずく。


「おまえが……おまえの瞳ひとみが、『女神』に呪のろわれているせいで異お常かしくなってしまっている、と」


　その言葉に、ああ～と、思う。それで彼女は、こんな不安そうな顔をしているのか、と思う。ってか、


「ヴォイスの野や郎ろう、情じよう報ほうを小出しにしやがって……」


　と、うめくように言う。続いてキファのほうへと目を向け、


「キファは？　なんか『女神』について聞かされた？」


　と、聞いて。


　すると彼女は首を振る。


「私はヴォイス君には聞いてないけど……でも、『女神』については、聞いたことある。ローランドを出て、世界各地を回ってるときに聞いた噂うわさ。というか、お伽とぎ噺ばなし」


　それにライナは彼女のほうを見て、


「ふむ。で、そのお伽噺では、どうなってる？　『女神』のことは、なんだって？」


　そう聞くと、彼女は答えた。


「お伽噺によっていくつか説があるんだけど」


「うん」


「どれも最後は、『女神』が世界を喰くらって終わる」


「へぇ。つまり『女神』ってのは、悪い奴なのか？」


　が、それに、彼女はわからない、という顔をする。


　そしてなぜかちょっとだけ。


「…………」


　ほんの少しだけ、彼女は思い詰つめたような顔をする。だがどうして彼女がそんな顔をするのか、ライナにはわからなかった。


　というか、そのときはそれどころじゃなくて、それほどキファの表情の変化を、気にすることができなかった。


　ライナはキファから目を離はなす。そして、


「と、まあ、俺らが知ってる情報はこんなもんなんだけど、どうよ？」


　と、言った。


　するとそれにフェリスがこちらを見つめ、


「ん？　それは私に向かって言っているのか？」


　と言ってくるが、それはとりあえず無む視しで、ライナは続ける。


「あと、ヴォイスが言ってることが本当なら、ヴォイスはその、『女神』のこともペテンにかけようとしてるらしいぜ？　ま、あいつは噓うそつきだから全部が全部信用できるわけでもないけど……でもまあ、俺はちょっとは信じてもいいと思ってる。なんせあいつは、俺らにも本当のことを言わないかわりに、『女神』とやらにも、本当のことを言わなそうな性せい格かくだからね」


　その言葉に、今度はキファが目をぱちくりさせて、


「ちょっとライナ。えと、それ、私たちに話してるの？」


　なんて聞いてくるが、それにも彼は、答えない。ただ、背はい後ごにいるレイルカのほうへとちょっとだけ目を向け、彼女に聞こえないような、ごく、小さな声こわ音ねで、


「あと、それを抜ぬきにしてもヴォイスを放ほうっとくわけにはいかないだろう？　反ローランド連合は『女神』の援えん助じよを受けてるせいか、設せつ立りつからいまにいたるまでの発はつ展てんのスピードが、ちょっとおかしい。放っときゃ、あいつはなにやらかすかわらんねーしな。だからま、俺もあいつに利用されるフリして、あいつを利用することに決めたんだ……っていう説明で、どうかね？　いまそばにヴォイスの部下がいるから声だして話せないが、とりあえず俺はそんなつもりで『女神』やらヴォイスとつるんでる、っていう釈しやく明めいでどうよ？」


　そう、ライナは言った。といってもそれは、誰にも聞こえないはずだった。ほとんど口から、空気が漏もれているだけのような、それくらいの小声で言ったのだから、隣となりにいるフェリスやキファにも聞こえないだろう。


　だが、そこまで独り呟つぶやいてから、彼は階段のほうを見る。もう、けっこう離れてしまって、大声で怒ど鳴なっても声が届とどくか怪あやしいくらいの位置にいるピアたちの後ろ姿へ目を向ける。


　そして。


「……おまえには『全結界』で聞こえてんだろ、ペリア。なら、いまの俺が言った言葉、ピアに伝えろよ」


　そう彼が言うと、ペリアが振り向く。こちらを見てから、なにか、ジェスチャーのような動きで、ピアを指さし、続いて耳を塞ふさぐようにしてから、肩かたをすくめた。


　その動きから読み取れたのは、


『話そうとしたけど、ピアが、聞いてくれない』


　というメッセージ。


　それにライナは、


「はぁ？　ふざけんなよ。ちゃんと話せよ」


　と呟くと、ペリアは困こまったような顔になる。それから自分の胸むねをぽんっとたたく。


「は？　なにそのジェスチャー？」


　と、ライナは聞くが、ペリアは今度はこちらを指さしてきて。


　しかし、そのジェスチャーの意味もわからない。だからライナは首をかしげ、


「だから意味わかんねーって。なにそれ？　おまえいったいなに言いたいの？」


　と、聞くが、やはりペリアはこちらを指さしてくる。それからまた、自分の胸をひょいひょいと指さす。


　それに、


「んぁ？　胸？　おまえの胸がどうした？」


　が、それに、ペリアは首を振り、自分のじゃない、というジェスチャーをする。


「おまえの胸じゃない？　じゃあ俺の胸か？」


　ペリアはこくこくうなずく。


「ってか、めんどくさいからジェスチャーで話すのやめろよ。いまそっちいくから、ちゃんと話……」


　しかしそれを遮さえぎるように、ペリアはくるなと合図してくる。そしてまた、胸を見ろ、とジェスチャーをしてきて。


「はぁ？　いったい、なんなんだよもぉ……」


　と言いながら、ライナは自分の胸を見る。窮きゆう屈くつな正せい装そうの胸むな元もとを、見る。するとそこには、いつの間にか掌てのひら大だいのカードが突つっ込こまれていて。


「うお？」


　と、ライナは言う。


「なんだこれ、いつ入れられた？」


　そう呟いてから、気づく。さっき、ピアが近づいてきて、胸をたたいたときに入れられたのだ。


　それも、そのカードを入れられたことに、彼がまるで気づけないほど鮮あざやかに忍び込まされていて。


「…………」


　それにライナは、顔をしかめる。


　もしそのカードが、時間差で爆ばく発はつするような類たぐいの魔ま法ほうがかけられた呪じゆ符ふなら、もう、ここで彼の命は、終わっていたから。


　いや、そばにいるフェリスや、キファ、レイルカにも被ひ害がいは及およんでいただろう。


　それに。


「……まずい」


　と、彼はうめくように言う。


　ピアたちと別れてからのこの十数年の間に、思っていたよりもだいぶ、力に差がついてしまっていることに気づかされて、彼は顔を歪ゆがめる。


　おまけに。


「…………」


　と、ライナはそのカードを取り出して、そこに書かれている文面を見た。


　するとそこには──





　ネクラな魔法オタクのライナちゃんへ。


　ゾーラから聞いてたけど、このカードに気づかないなんて相変わらず体たい術じゆつはヘボねぇ。もしかしたらあたしが期待してるよりもずっと使えない奴やつになっちゃってるのかな？　というのを、試ためしまーす。





　なんてことが書かれていて、その下に、ピアの顔らしい絵が、緑色のインクで描かかれている。そのピアの顔が、ライナが文章を読み終わった途と端たん、少しずつ歪ゆがみ始める。そして複ふく雑ざつな形の魔ま方ほう陣じんに変へん貌ぼうしていき──


　という、その、変形の途と中ちゆうで、ライナは目を閉とじる。再ふたたび開く。


　すると彼の黒い瞳ひとみの中央に、朱しゆの五ご方ぼう星せいが浮うき上がる。


　特とく殊しゆな瞳。


『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼ばれるその呪のろわれた瞳は、あらゆる魔法の構こう成せいを、読み取ることができる。


　だが、読めたところでそれをいじれるようになるかどうかは、また別の話だ。


　まったく同じ構成をコピーすることはできても、それを一いつ瞬しゆんですべて理り解かいして、発展、運用するにはまた、別の才能がいる。


　そしていま、目の前に展開しようとしている魔法はあきらかに、その彼の能のう力りよくを試そうとしているような構成になっていた。


　ぱっと見でまず、それが爆発して、周囲に破は壊かいをまくタイプの魔法だとわかる。そしてその発動まで、あと四秒もないことも、わかる。にもかかわらず、その魔法を解かい除じよするためには、妙に複ふく雑ざつな、まるでパズルを解とくような構成の変へん更こうが必要なことが、わかる。普ふ通つうならこんなのは絶ぜつ対たいに解とけない。相当レベルの高い魔ま導どう学者でも、そう簡かん単たんにこんなパズルは解けない。


　だがそれを見て、


「……ふむ。ええと、ここをこうで、こうで、こうだろ？」


　と、ライナは呟つぶやきながら指をカードの上で動かし、あっさりその魔法を、解除してしまう。


　そして、


「どうよ？」


　と、言って、前を向くが、もう、ピアたちの姿はなかった。その代わりに、マジックトラップがかけられていたカードに、別のメッセージが浮き上がってきた。それもとんでもなく長い、大量の文字が、読みにくいほど小さく浮き上がってきて。


「…………」


　それをライナは、目を細めて読む。


　するとそこにはこうあった。





　あらあら合格。


　死ななくてよかった～。


　ゾーラがライナの馬ば鹿かを驚おどろかせてやる～って苦心して作った魔方陣なのに、解除しちゃうなんて相変わらずあんたオタクねぇ。でもま、利用価か値ちがあるようでなによりなにより。いいわ。じゃああんたを生かしてあげましょう。でも、その前にやることはわかってるわよね？　謝しや罪ざいと釈しやく明めい。散々あたしたちからの手紙無む視ししてたんだから、今度はあんたがあたしたちのところへ出向いてきなさい。あたしたちの砦とりでまできて、土ど下げ座ざして状じよう況きようを説明しない限かぎりは、あんたの釈明は聞いてあげない。あと、今後はあたしたちがやってることの邪じや魔まをするのも許ゆるさない。わかってると思うけど、ライナ、あんたじゃあたしには勝てないわよ？　殺されたくなきゃ、言うことを聞きなさいな。


　あ、ちなみに教えてあげるけど、あたしが調べたところによるとヴォイス・フューレルはいま、エルトリア共和国にゲイルフィックラントを攻せめさせるよう工作してるわよ？　さてさてこれはどういうことかしら？　もしかしてガスタークに攻められたゲイルフィックラントを、戦いくさのどさくさに乗じてエルトリアと一いつ緒しよに喰くい潰つぶす気かしら？　そーゆーの困こまるなぁ。この国はあたしのものにしようと思ってたのに、とんだ邪魔が入っちゃった。でも、見す見すあんたたちが張はった罠わなに利用されるのはごめんだから、帰りまーす。ガスタークと戦やりあうつもりなら、あんたたちだけで勝手にやりなさいよ。


　あ、あともう一つ。


　もしあんたがヴォイスが立てた今回の計画を知っててあたしたちを利用するつもりだったのなら、実力差はもうわかったでしょう？　手を出すのは、やめなさい。


　でも、もしもヴォイスに騙だまされてたんなら、あいつはあんたの仲間じゃない。


　あんたの本当の仲間は、あたしたちよ、ライナ。


　もう、馬鹿なことばっかりやってないでうちにきなさい。




あなたの永えい遠えんの女王様ピア・ヴァーリエと、愉ゆ快かいな仲間たちより──







　なんてことが、カードには書かれている。


　それに。


　その、ヴォイスがエルトリアにゲイルフィックラントを攻めるよう工作しているという話に──


「……っておいおいこりゃ、いったいどういうことだ？」


　と、ライナは言う。それから彼は顔を上げる。階段を上っていったピアたちを追って走り始める。


　それにゲイルフィックラントの使者が、


「あ、ちょっと」


　と、制せい止しするような声を上げる。


　続いてフェリスとキファが、


「おい」


「ライナ？」


　と名前を呼んでくるが、彼は振り返らない。いまの状況を説明する代わりに、持っていたピアたちからの伝言カードを二人へと投げて、そのまま走る。階段を上る。ピアたちの消えたほうへと走る。


　だが、いくら走っても彼女たちの姿すがたはない。追いかけている途と中ちゆうで、ピアたちを案内していたゲイルフィックラントの使者が困ったような顔でおろおろしているのを発見して、


「おいおまえ。ピア・ヴァーリエは、どこにいる？」


　と、聞く。


　すると使者はこちらを向き、やはり困こん惑わくした表情で、


「そ、それが突とつ然ぜん、もうこの国にも飽あきたから帰る、とか仰おつしやられて……」


　そう言ってから、廊ろう下かの脇わきにあった扉とびらのほうへと目を向ける。


　ライナはその扉を、開ける。すると部屋の中から妙に冷たい風が入ってくる。その、風のほうを見る。


　すると部屋の窓まどが開き、カーテンとレースが揺ゆれているのが見える。


「…………」


　そして部屋の中で動いているのは、それだけ。ピアの姿も、ペリアの姿も、ゾーラの姿も、もうなかった。おそらくは窓から出たのだ。


　というよりも、最初から彼女たちは、


「……俺に会うためだけに、ここにきたのか……」


　と、ライナは呟いた。


　もしくは、脅おどすためにやってきた。そして彼を試ためすために、やってきた。


　ヴォイスに騙されている、という事実を教えて自分たちのほうへとなびくかどうか、調べるためにここまでやってきた。


　それにライナは顔をしかめ、


「ヴォイスの野や郎ろう、やっぱり俺を……」


　が、そこで突とつ然ぜん。


「いいえ。騙そうなんて思ってませんよ」


　という声が、背はい後ごからした。


　それにライナは振り返る。


　すると廊ろう下かの向こう側には、フェリスと、キファと、レイルカと、そして、いつの間に追いついてきたのか、ヴォイスの姿があった。


　そのヴォイスをライナはにらみつけて、


「騙してないだ？　どの口がそんな言葉を吐はきやがる？」


　が、それにヴォイスは肩かたをすくめ、


「すべてを話してない、ということが騙してるということになってしまうのなら、まあ、騙したことになってしまうのかもしれませんが……」


　そんなことを言いながら、彼は近づいてくる。小さな体でひょいひょいとこちらまで歩いてきて、ピアたちが消えた部屋をひょいっとのぞく。それから開いたままの窓を見て、


「ありゃりゃ、『蒼あおの公ひ主め』の方たちは、もういってしまいました？」


　という言葉に、ライナはヴォイスを見下ろし、


「いなくなったのを見計らって出てきたくせに、よく言うよ」


　と、言った。


　するとヴォイスは笑って、


「ま、そうですけど。なにせ彼女たちは私を殺そうとしてますからねぇ。でも、説得できなかったのは痛いたかったなぁ。できれば今回の計画は彼女たちに手伝ってもらいたかったのですが」


　それにライナは、さっきピアたちから渡わたされたカードに書かれていた内ない容ようを思い出し、


「……そりゃ、ゲイルフィックラントを戦争の混こん乱らんに乗じて嵌はめるって計画か？」


　するとヴォイスはこちらを見上げ、あっさり言った。


「ローランドを食い止められるだけの力をてっとり早く手に入れるには、効こう率りつがいい方法だと思いませんか？」


「仮かりに思ったとしても、おまえはゲイルフィックラントからの支し援えんを受けてローランドに対たい抗こうすると言っていた」


「そうですね」


「つまり俺おれに、噓うそをついたってことだ」


「いえ、それは違ちがいます」


「どこが違うんだよ」


　と、ライナが言うと、ヴォイスは懐ふところから書類を数枚まい取り出す。


　そして一枚目をこちらへ見せて、


「これがゲイルフィックラントからの支援を受けてローランドに対抗する案」


　次に二枚目をこちらに見せ、


「これはゲイルフィックラントが所有しているいくつかの拠きよ点てんをうまく奪うばって、ローランドに対抗する案」


　さらに最後に、三枚目をこちらに見せて、


「ゲイルフィックラントでの利り権けんを『蒼あおの公ひ主め』にすべて持っていかれた場合に備そなえ、エルトリア共和国の支援を受ける案──と、まあ、どんな状じよう況きようになっても動きが止まらないよう、並へい列れつで計画を回していました。で、まあ、ライナさんには、あなたの気分を一番害さないであろう計画だけを話していた、というだけで、別に私は、噓をついてません」


　なんてことを言って。


　それにライナはもう、ああもうてめぇはあー言えばこー言うでうぜぇなほんとに！　と怒ど鳴なりたくなったが、まあ、こいつはいつもこうなので、なんだろ、なんかもうすっごい疲つかれてきたので、いちいち文もん句くを言うのは、やめた。


　ただ、もうげんなりした顔でヴォイスを見つめ、


「……おまえ、あんま噓ばっかついてると、友達なくすぞ？」


　と言うと、ヴォイスは笑う。


「友達なんて最初から欲ほつしていませんよ？」


「いや、そんなあからさまに開き直られるとなんも言えないけど……でも、こんなんじゃ俺ももう、ちょっとおまえには手を貸かせないぞ？」


「なぜです？」


「なぜっておまえ、おまえが全然ほんとのこと教えないからだよ」


「教えたら手を貸してくれるんですか？」


「場合による。でも、あんまおまえと一いつ緒しよにいる意味、俺見いだせないんだよなぁ。そもそもゲイルフィックラントに手を貸して、ガスタークと戦争する理由だって俺にはあんまないし」


　と、彼は言う。


　そりゃ、戦争が起こるのを防ふせぎたいとか、そんな気持ちがないわけではないが、でも、戦争はここじゃなくても、どこかしらでは起きているのだ。


　たとえばローランドだって、南大陸でいま、戦争しまくっている。この中央大陸も相当広いから、ライナが知らないだけでどっかしらでいざこざは起きてるだろう。


　なのに、その他の戦争には全部目をつむって、ガスタークとゲイルフィックラントの戦争だけを、世界の平和のために止めるぞおりゃああああ！　とか、そんなふうには思えない。


　そりゃ、まあ、少し前にガスタークの奴やつらが魔ま眼がん狩がりとかいう、ライナのような特とく殊しゆな瞳ひとみを持つ者を女子こ供ども見み境さかいなく殺して回っているのを見たりして、あいつらへの心しん証しようはとんでもなくよくないのだが、しかし、今回のこれとはまた、話が違う。


　それにネルファの民たみをヴォイスに人ひと質じちに取られているので、どうしてもこいつの言うなりにならなければならない、という事じ情じようもあったにはあったのだが。


　しかし、だからといって戦争をするのはやはり、違う気がする。


　というか。


「ヴォイス」


　と、ライナは言った。


　それに彼はこちらを見上げ、


「なんでしょう？」


「あのさ」


「はい」


「おまえ、ネルファの民を人質に取って、俺らに言うこと聞かせようとしてっけど、それって、実は簡かん単たんにひっくり返るって、わかってる？」


　そう言って、ライナは右手を上げる。そして殴なぐるぞ、と言わんばかりに、拳こぶしを握にぎる。


　いや、ちょっと子こ供どもを相手にこんな脅おどすようなマネをするのはどうかとも思うのだが、仕方ないのでそうする。


　するとヴォイスはそれを見て、


「あら、気づいちゃいました？」


「いや、最は初なっから気づいてたんだけど……どのタイミングでやろうかと思ってね」


「あはは。いいタイミングですね。私を半殺しにして人質にすれば、反ローランド連合は操あやつれます」


「ふむ。どーいうわけかおまえ、人望あるみたいだしな。いい人質になりそうだ」


　と、ライナはヴォイスの背後で、はらはらした顔でこちらを見ているレイルカを見る。彼女は、ライナが拳を握った瞬しゆん間かん、こちらに飛びかかってきそうな素そ振ぶりを見せたのだが、それをあっさり、フェリスに首をつかまれて、止められてしまっていた。


　だが、それを振り返らないまま、ヴォイスは笑って言った。


「でも、ライナさんはそういうことはしないでしょう？」


「そーでもないぜ？」


「いえいえ、絶ぜつ対たいにしませんよ。だいたい、そんなことをして、いったいどうします？　私を人質にとって、反ローランド連合の指し揮き権けんを奪うばう……でも、その先は？　ローランドと戦うだけの力を持たない組そ織しきの指揮権を奪って、あなたはなにをするつもりです？」


「んぁ？　それはそのぉ……」


「きっとやることは私と同じですよ。力をつけるためにどこかの国へ攻せめ込こむか、どこかの支援を受けるか。どちらにせよ、誰かの利権を奪わない限かぎり、組織は成長していかない」


　という言葉に、ライナはうなずく。


「ま、そりゃそうだ。だが、なんで反ローランド連合が成長していく必要があんのか、それも俺はわかんねーんだよね。別に俺は、ローランドと戦争したいと思って国を出たわけじゃない。ガスタークとも、そうだ。俺は俺なりのやり方で……」


　シオンを救うための道を探さがしたい──と、そう言いかけて、しかしやめた。別にヴォイスの奴は、シオンを救いたいなどとは思っていないのだから、そんなことを言っても仕方がない。


　だから彼は、言葉を変える。


「俺は別のやり方で……なにか、新しいやり方で、この世界をなんとかしてみたいと、思ってる」


　するとそれに、ヴォイスは微笑ほほえみ、


「ふむ。それは例の、あなたが書いたというレポートのことでしょうか？」


　と、言った。


　その言葉に、ライナはヴォイスの顔を見る。にやにやとした、薄うすら笑いを浮かべた顔を見る。そして、


「……なんでおまえがそれ、知ってるんだ？」


「調べました」


「だがあのレポートは、シオンが持っ……」


　が、それを遮さえぎってヴォイスが言う。


「あなたを調べたときに見つけたんじゃないんです。あのレポートは、シオン・アスタールを調べていたときに、出てきた。見つけるのは、結けつ構こう苦労しました。シオン・アスタールが妙に大事そうに金庫にしまってましてね。でも、苦労して見つけたかいがあった。なぜならそのレポートには、あなたの気持ちが書かれていたから。私が本気であなたを仲間にしようと思ったのも、実はそのレポートを読んだからです」


　そう言ってから、ヴォイスは再ふたたび懐ふところに手を入れる。するとまた、数枚の紙が出てくる。もう、さっきから何枚も懐から紙が出てくるから、おまえは手て品じな師しかと突っ込みたくなるが、しかしそれも昔からだった。


　なにせ彼はかつてイエット共和国を、情報を掌しよう握あくすることによって操っていたのだから。


　ヴォイスがその数枚の紙を取り出し、こちらに見せてくる。


「で、これがその、私が感動した部分を複ふく写しやしたものなんですが、読みますか？」


　それにライナは、目を向ける。すると紙に書かれている文字が、目に入る。


　だがもう、それを読む必要はなかった。それは自分が書いたものだし、ほとんど内ない容ようは覚えている。


　その、レポートの内容が、久ひさしぶりに頭の中をめぐる。


　そのレポートは、要約するとこういう内容だった。





　かつて歴史上、世界を覆おおい尽つくすほどの強大な力を持った、魔ま王おう、もしくは悪魔、邪じや神しんと呼よばれるようなものたちが何度か存そん在ざいしたという。その魔王たちは、いまのほぼ完成されている魔法体たい系けいでは、考えられないほどの大きな力を持っていた。強力な魔ま術じゆつ師しや戦士たちによって組まれた軍隊すら、魔王とよばれた一個こ体たいの化ばけ物ものに、太た刀ち打うちすることができなかったのだ。そして世界は、毎度その手の魔王と呼ばれるものたちに、滅ほろぼされかける。が、今度は伝説の勇者だの、光の騎き士しなどと呼ばれた、これまたその魔王を上回るほどの戦せん闘とう能のう力りよくを持った人間の戦士があらわれ、魔王を滅ぼしてしまう。さてここで疑ぎ問もん。この勇者ってのは、いったい何者なんだ？　魔王だ勇者だなどというものが、存在するかどうかはとりあえず置いておいて……その化物を倒たおせるほどの力を持った『人間』というものは、いったいなんなのか？　軍隊でもかなわなかった化物──いくつかの歴史書にのっていることが事実だとすれば、数百人もの強力な魔術師の命を犠ぎ牲せいにして発動するという、強力な魔法でさえ、簡単に消去してしまうような化物を、たった一人で滅ぼしてしまう、勇者とは？　世界各地には、そんな勇者伝説が点在している。いまとなっては、誰にも見向きもされていないが……そんな勇者たちが使っていたという武ぶ具ぐなどの隠かくされた場所を記した文ぶん献けんも見かけられる。残念ながら、魔王のほうの力の秘ひ密みつが書かれている書物は見つけられないが……しかしそれでも、そんな化物よりも強い勇者の遺い物ぶつを見つけることができるのならば、強力な兵器として使用することができるのではないだろうか？　ちなみに……魔王や勇者が本当に存在していたかどうかは……『複写眼アルフア・ステイグマ』が説明してくれる。それが邪悪なものなのか、それとも勇者のものなのかはわからないが……常じよう軌きを逸いつしている力は確たしかに存在する。ならば、他にもあるのだろう。それを探さがす価か値ちは、はかりしれない。強大な力は、使い方によっては、戦争が起きる前にそれを終結させることができるのだから。





「…………」


　その、レポートの内容をぼんやりとライナが思い出していると、ヴォイスがこちらを見上げて言った。


「あなたは眠ねむそうな見かけとは裏うら腹はらに、怖こわい人だ。このレポートに書かれているのは、個人が、世界中が誰も反はん抗こうできないほどの、強大な兵器を手に入れる──という考えでしょう？　でももしその兵器を手に入れた者の人格が破は綻たんしていれば、どうなるでしょう？　世界中の誰も逆さからえないほどの圧あつ倒とう的な力を持った、しかし、狂くるった王。そんなモノが現れたらいったい、どうするつもりですか？」


　という問いに、


「…………」


　ライナは答えない。


　というか、このレポートを書いた段だん階かいで、そういう展てん開かいについてはもう、予想していた。だが、あまりにも目の前で人が死に過すぎるから。延えん々えんとずっと、不毛な戦争が人を、仲間を、恋こい人びとを、家族を、友達を、殺しすぎるから。


　なら、それをどうにかしようと思い、ライナはあの、レポートを書いた。


　そして勇者の遺物を探して、フェリスと二人で旅をして回った。


　その、結果──


「…………」


　ヴォイスが、続けた。


「……で、その兵器は誰に渡わたすつもりだったんですか？　あなたの親友の、シオン・アスタール？」


「…………」


「でも、あなたの計画は、狂くるった。シオン・アスタールは狂ってしまって。平然と人間に向かって、『忘却欠片ルール・フラグメ』を使ってくるようになってしまって」


「…………」


「だから今度は、そのシオン・アスタールを止めるために、神のような力を持った兵器を探そう──と、つまりはそういうことですか？　それがあなたなりの、世界を変えるやり方？」


　それに、ライナはうなずく。


「……まあ、そううまくいくとは俺も思ってねーけど」


　が、ヴォイスはそれにあっさり、


「うまくいきませんよ」


　なんて、言う。


「そう？」


「ええ」


「でも、それはおまえが決めることじゃないだろ」


「そうですね。私が決めることじゃない。でも、事実を教えているんです。あなたの考えは、うまくいかない」


「だからおまえが決めることじゃ……」


　するとそこで、ヴォイスがライナの言葉を遮って、言った。


「というよりも、もう手て遅おくれだ。ガスタークはあなたが言う、一発で世界が屈くつ服ぷくしてしまうほどに強大な兵器ちからを、すでに手に入れてしまっている」


　という、その言葉に。


「…………」


　ライナは、動けなくなる。


　ヴォイスを見つめ、動けなくなる。なぜならヴォイスは、勇者の遺物を大量に持っているはずだから。ローランドの軍が使ってきた、一発で数万の兵を薙なぎ払はらってしまうような勇者の遺物を、ヴォイスはあっさり食い止めてみせたのだ。だからこいつも、勇者の遺物──こいつらの言葉で言うところの、『忘却欠片ルール・フラグメ』を他にもたくさん持っているはずなのだ。


　そしてその、『忘却欠片ルール・フラグメ』同士のぶつかりあいを見て、ライナは絶ぜつ望ぼうした。


　あんなものを戦争で使ったら大変なことになると、彼は絶望して。そして早くなんとかしないと、と、そう思っていたのだ。


　なのに、そのヴォイスが、言うのだ。『忘却欠片ルール・フラグメ』を持っているはずのヴォイスが、言うのだ。


「……『忘却欠片ルール・フラグメ』なんて足あし下もとにも及およばない、神のような力。それを彼らは、すでに手に入れてしまっている。だから彼らは止まらない。おそらく今回の戦いくさでは、ゲイルフィックラントはガスタークに勝てないでしょう。それは『忘却欠片ルール・フラグメ』を使う私たち反ローランド連合が参加しても、『蒼あおの公ひ主め』が参加しても、結果は同じです。兵の数ではなく、兵器のレベルがまるで違い過ぎる」


　と、そうヴォイスは言った。


　だがそれでも、ライナには彼が言っている言葉の意味が理解できなかった。


　彼は、小さく呟つぶやく。


「勇者の遺物が……足下にも及ばない？」


「ええ。まるで歯が立ちません」


「いったいそりゃ、なんだ？」


「さぁ？　私にもわかりませんが、なにか、よくわからない兵器を彼らは使っている。『忘却欠片ルール・フラグメ』を超こえる、よくわからないものを使っている。そしてそれ一発で、北大陸最大の強国だったストオルは、屈くつ服ぷくしました。そのときに死んだ人間の数は、なんと八十万人だそうです」


　と、ヴォイスは言った。


　わけのわからないことを言った。


　それにライナは、呆ぼう然ぜんとヴォイスの顔を見る。なにも言えないまま、ヴォイスの顔を見る。


　すると彼は淡たん々たんと続けた。


「だから言ったでしょう？　ここでガスタークを止めておかなければ、大変なことになるって。ガスタークに……いや、世界中に、そういった卑ひ怯きような武ぶ器きを使うのは危あぶないからやめてくださいね～、と警けい告こくしておかないと、大変なことになる。なのでライナさんはこの戦争に参加しなければならない。私のことが気に入らなくても、人を殺したり、戦争をするのが嫌きらいでも、あなたはこの戦いに参加しなければならない。人が使うべきではない兵器に手を出した馬ば鹿かどもに、自分たちだけが強大な力を持っているわけじゃないと、あなたは思い知らせてやらなければならない」


　とかなんとか、さらにわけのわからないことを言ってきて、それにライナは、


「いったいおまえは、さっきからなんの話をして……」


　しかしそこで突とつ然ぜん、彼はかすかな殺気を感じた。


「んぁ？」


　と、彼はその、殺気が発生したほうへと目を向ける。


　右方向。


　廊ろう下かの、奥おく。


　だが、そこには誰だれもいない。


　それにライナは、


「フェリス」


　と、言った。


　するとすぐに、気づいている、という返事がある。彼女のほうへと目を向けると、もうライナが彼女にして欲ほしいと思うことを、彼女はしていた。


　キファの襟えり首くびをつかみ、無理矢理ピアたちが消えた部屋のほうへと放ほうり投げる。


　キファはそれに、


「え？　え？　なになに？」


　と驚おどろいたような声を上げるが、それはとりあえず無視。


　いまはそれよりも、殺気を放った奴がどこにいったのかを調べる必要が──


　とそこで、すぐ目の前で、透とう明めいななにかが光ったような気がした。


　それに反はん応のうしてライナは、


「うおっと」


　と、一歩後ろに下がる。


　そして目を大きく見開く。『複写眼アルフア・ステイグマ』を発動する。すると目の前に、彼がまだ、見たこともない構こう成せいの魔法が展てん開かいしているのが、見えた。


　光の反はん射しやを利用して相手に幻げん惑わくを見せるような魔法。おそらくこれは、ゲイルフィックラントの魔法だろう。


　ライナはそれを見ただけで。


「…………」


　一いつ瞬しゆん見ただけで、すぐにその魔法へと指を突つっ込こんで介かい入にゆうを始めてしまう。すでに発動してしまっているゲイルフィックラントの魔法を、ぐいぐいと描かき変えてしまう。


　そして。


「ほい解かい除じよ」


　と呟つぶやいたときにはもう、目の前で展開していた魔法は、霧む散さんしてしまっていた。


　そして目の前に、三人の兵士が姿すがたを現す。緑色の鎧よろいに身を包んだ、兵士。その兵士たちがナイフをこちらに突きだしてくる。


　動きはかなり速い。


　というか、たぶんよけられない──が、しかし、ライナはそれを気にしなかった。


　相手の魔法を解といた段階で、彼の仕事は半分終わっているのだ。


　ライナがよけきれないほどのタイミングで放たれたナイフを、


「遅おそい」


　と言って、その何倍もの速さでフェリスが蹴けり飛ばす。そのナイフが壁かべに刺ささる。それをライナは引き抜ぬき、投げる。


　ナイフをよけるために敵てきが体たい勢せいを崩くずし、そこにフェリスが手刀をたたきこむ。


　首くび筋すじを激はげしくたたかれた兵士の一人は昏こん倒とうし、敵が一人減へる。


　続いてその次の奴が彼女に襲おそいかかってくるが、彼女の敵ではない。というよりも、敵は、動きにくそうなドレスを着ているはずの彼女の動きに、まるでついていけない。


　またも首を殴なぐられて、昏倒。


　そして残るは一人。その一人は、この圧あつ倒とう的てきに不利な状じよう況きようを見て逃にげようとしたが、


「逃がさねーよ」


　とライナは言って、そいつの腕うでをつかむ。関節を極きめて、ひねりあげる。床ゆかに倒たおす。それを横からフェリスが蹴る。


　それで敵は気絶して。


「…………」


　あっさり戦せん闘とうは終しゆう了りようした。


　だがそれに、


「……ってかこれ、すげぇやばくない？」


　と、ライナは呟いた。


「こいつらゲイルフィックラントの兵士だろ？　で、ここ、ゲイルフィックラントの王おう城じようのど真ん中なんですけど……なんで俺ら、襲われたの？」


　しかしその言葉を遮さえぎって、


「……ほう。うちの魔法騎き士しを三人も相手にして、殺さずにあっさり沈ちん黙もくさせるとは……これはずいぶんと頼たのもしいのがきたなぁ」


　なんて声が、上がった。


　声がしたのは、いま床に倒れている兵士たちがやってきた、廊下の奥。


　そこに。


　背の高い、三十代半ばくらいの男が立っていた。鍛きたえ上げられた身体からだに、やはり緑色の鎧。だが、さっき襲ってきた兵たちが着ているものとは、少し形が違う。あきらに無む駄だだと思える装そう飾しよくがされていて、そいつが、なんらかの高い地位にいる人間だと、わかる。おそらくは魔法騎士団の団長か、もしくは──


　とそこで、


「その『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやが、おまえが言っていた、対ガスターク戦で使える我われらの切り札というわけか？　ヴォイス・フューレル」


　と、男が言った。


　するとそれにヴォイスが深々と頭を下げ、


「そうでございます、グラフド・エブルルド陛へい下か」


　なんてことを、言った。
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　それにライナはもう一度、目の前に立つ男を見る。


　鋭するどい眼がん光こうに、鍛え上げられた身体。その内側から発せられる自信と圧力だけで、彼がいま、ライナたちを襲ってきた魔ま法ほう騎士たちよりも強いことが、わかる。いや、確たしかにゲイルフィックラントの王は軍人あがりだとは聞いていたが、一国の王が魔法騎士よりも、強いっていうのは──


「……どうやら俺おれが想そう像ぞうしてたのとは、だいぶ違う王様みたいだな」


　と、彼は呟いた。


　彼が知っている王族は、大たい抵ていの場合権力に溺おぼれて腐くさった奴か、もしくは仕事中毒のシオンだけだったので、また新しいタイプの王様がでてきて、ちょっとだけ面めん喰くらう。


　その王様が、


「よし、じゃあそいつを連れてこい。辺へん境きようからきた成り上がりどもが、ついに我わが領りよう土どに入り込んで、身の程ほどを知らずにもうちの民たみを殺し始めたらしい。本隊を連れて、叩たたき潰つぶしにいくぞ」


　なんてことをヴォイスに向かって言って、踵きびすを返す。廊ろう下かの奥おくへと消える。


　それにライナは、半はん眼がんでヴォイスのほうを見て、言った。


「……な～んか、また騙だまされてる気分なんだが？　おまえ、ゲイルフィックラントの王様とは会ったことないって言ってなかったっけ？　で、俺に交こう渉しようを頼たのんだんじゃないの？」


　するとそれに、ヴォイスがこちらを向いて、


「ええ、ライナさんに交渉を頼んだときは、会ってませんでした」


「じゃあなんでおまえら知り合いみたいな口ぶりで話してんだよ」


「それがちょっと、状況が変わりまして、すぐにでもゲイルフィックラントの王と話す必要があったんです」


「へぇ」


「ほんとですよ？」


　と言ってくるヴォイスに、ライナはもう、おまえの言うことなんて一つも信じないぞとばかりの顔で、言った。


「んで、状況が変わったって？」


「ええ」


「どの状況だよ」


「それがその、ガスタークが私が思っていたよりもさらに強かった、というだけなんですけどね。それは『蒼あおの公ひ主め』たちがゲイルフィックラントに力を貸かすのをやめたいと思うほどに……」


　それに、ライナは目を細める。


「んぁ？　なんだそりゃ？　ピアたちはおまえに利用されるのが嫌いやで帰ったんだぞ？」


「と、あなたに彼女は言ったんですか？」


「いや言わなかったけど……そう伝言された」


　するとヴォイスはそれに笑う。


「それは噓うそですよ。彼女の性せい格かくなら、戦場で私たちと張はり合って、屈くつ服ぷくさせようとするんじゃないですか？　ですが、彼女はそれをするのを、やめた。理由は、私の予想よりも、ピアさんの予想よりも、遥はるかにガスタークの兵の力が強かった。だから彼女は帰った」


　その言葉にライナは、


「……そんなにガスタークは」


　するとヴォイスはうなずく。


「強いですねぇ。さっきも言ったでしょう？　ガスタークは『忘却欠片ルール・フラグメ』を使う上に、それを上回る兵器まで持っている。普ふ通つうの国ではとても太た刀ち打うちできません」


「じゃあ俺らも無理だろう？」


「ですねぇ」


「んじゃ、当然この戦争には……」


　が、ヴォイスは首を振り、


「いえ、参加します。それにライナさんも参加したいはずですよ？　いま、ガスタークはゲイルフィックラントの兵と民を、皆殺しにしていっている。それを止めたいでしょう？」


「いやでも……」


「おまけにすでに、ネルファの兵とトアレさん、そしてイリスさんたちにも前線に向かってもらってます。ですからあなたがここでグズグズしていたら、あなたの仲間は簡かん単たんに死んでしま……」


「っておまえ、ふざけんなよ。いったいなに考えてやがる!?」


　と怒ど鳴なって、ライナはヴォイスの胸むなぐらをつかんだ。そのままヴォイスをにらみつける。ヴォイスの瞳ひとみの奥に浮うかぶ彼の計画をのぞきこむように、ライナはヴォイスをにらみつける。


　しかしまるで、ヴォイスがやろうとしていることが理り解かいできなかった。


　あまりに圧あつ倒とう的な力を持っていて、ピアたちですら戦うのをあきらめるような相手と、どうしてこいつはこうも戦いたがる？　そんな化物と戦争をしたところで、勝てる見み込こみなどあるはずがないのに、なぜこいつはこんなにも戦いたがる？　その理由が、まるでわからなかった。


　だからライナはヴォイスをにらみつけ、


「おまえはいったい、なにを考えてる？」


　するとヴォイスはやはり、いつものにやにや笑いを浮かべて、


「別におかしなことは考えてませんよ？」


「はぁ？　あきらかにおかしいだろうが。ガスタークは勇者の遺い物ぶつよりも強い武器を持ってんだろう？　一発で……一発で何十万人も殺せるような兵器を持ってんだろう？　そんなのとどうやって戦うんだよ？」


「そこは問題ありません。こちらも『忘却欠片ルール・フラグメ』よりも強い武器を使いますから」


「ああん？　おまえそれ、持ってんのか？」


　が、ヴォイスは首を振り、


「私は持ってません」


「ってああもう意味わかんねぇえええええええ!?　おまえ、おまえほんと殺すぞ？　回りくどいのやめて、もっとちょっとずばっとしゃべれよ。なに？　なんなの？　じゃあ誰がその武器を持ってんだよ？」


　そうライナが聞くと、ヴォイスはひょいっとライナの瞳を指さして、あっさり、


「あなたが持っている」


　と、言った。


　それにライナが、


「へ？」


　と言うと、ヴォイスは続ける。


「あなたの呪のろわれた瞳が、私が使う兵器だ。あなたの瞳を使えば、ガスタークの方たちを、皆殺しにできる」


　その言葉に、しかしライナは笑った。


「はぁ？　おまえ、なに馬鹿なこと言ってんの？　確かに俺の目は呪われた『複写眼アルフア・ステイグマ』で、暴ぼう走そうしたらそれなりにまずいことになるが、でも、実じつ際さいにはその規き模ぼはたいしたことない。『複写眼アルフア・ステイグマ』の暴走の規模は、魔法騎士が何人かいれば止められるくらいの……」


　が、ヴォイスはそれに、


「ただの『複写眼アルフア・ステイグマ』なら、そうでしょう。普通の『複写眼アルフア・ステイグマ』は、『複写眼アルフア・ステイグマ』狩がりを経けい験けんしたことのある兵が一部隊あれば、あっさり殺すことができる。ですがあなたは昔、その瞳でエスタブールの魔法騎き士し団だんを皆殺しにしたでしょう？」


　と、言った。


　さらにヴォイスが、


「それに普通の『複写眼アルフア・ステイグマ』は暴走すると元には戻もどれないはずだ。誰かに殺されるまで、延えん々えんと暴走するだけの化物になってしまうはずだ。ですがあなたはいまも、正気を保たもっている。過か去こ、何度も暴走したことがあるはずなのに、あなたはいまも正気を保っている。それはなぜか？　答えは、あなたが本物だからだ。人ではない……本物の化物だからだ」


　と、言った。


　本物の、化物と、ヴォイスはそう言った。


　化物。


　バケモノ。


　ばけもの。


　言われ慣なれているはずのそんな言葉に、


「…………」


　なぜかライナは、なにも言えなくなってしまう。


　しかしその横からフェリスが、


「いい気になるのも、いい加か減げんにしろ、ガキが」


　と言って、ヴォイスをライナから引き離はなそうとする。


　が、ライナはそれに、


「いや、待ってくれフェリス」


　と、言った。そして彼女を見る。やはり彼女は無む表ひよう情じようなままだが、あきらかに彼女が、自分のことを気き遣づかってくれているのが、わかった。


　だが、いまはそんな場合じゃなかった。


　それにもう、そんなことには慣れているのだ。


　だって、ずっと化物と呼ばれ続けてきたのだ。


　生きてるだけで人を傷きずつけてしまう化物だと、自分のことを、自分で罵ののしり続けてきたのだ。


　でも、それでもフェリスが、シオンが、キファが、化物でもいいって言ってくれるから、いまもまだ生きてここにいて。


　そして、これからももう少し、前に進もうと思っているのだ。


　だから。


「…………」


　だからもう、自分が化物だという現げん実じつから、目をそらすわけにはいかなかった。


　逃にげ続けるわけにはいかなかった。


　逃げずに、前を向いて。


　前を、向いて──彼は聞いた。


「……それで……それで俺が人じゃない……ガスタークが使う兵器に対たい抗こうできるだけの力を持ってる化物だから……おまえは俺を仲間にしたのか？」


　と、そう、ライナはヴォイスに聞いた。


　するとヴォイスはあっさりうなずく。


「そうです」


　それにライナは、顔を歪ゆがめそうになる。思わずその場から、逃にげ出しそうになる。


　しかしそれを我が慢まんして、


「……いったい……いったい俺は、なんなんだ？」


　そう聞く瞬しゆん間かん、自分の声が震ふるえたような、そんな気がした。


　なぜならその答えをずっと、ライナは求めていたのだから。その答えを探さがして、ずっと彼は生きていたのだから。


　だが本当のところは、答えなんて探していなかったのかもしれない。もしも真実を知ってしまい、それが、耐たえられないほどにひどいものだったらどうしようと、そんなことを考えて、そんなことを心のどこかで思って、逃げ回っていたような気もする。


　だがいま、目の前に答えがあった。


　ヴォイスはあきらかになにかを知っている。いや、こいつがなにかを知っているのはもう、わかっていたことだった。それはこいつの影かげから『女め神がみ』が現あらわれたとき。その『女神』と、ライナの瞳の中のなにかが勝手に会話を始めたときに、もう、わかっていたことだった。


　なのにそれを、ライナは聞かなかった。真っ先に、いったいおまえはなにを知っているんだと聞いてもよさそうなものなのに、聞かなかった。


　また、逃げたのだ。


　真実を知りたくなくて、また、逃げたのだ。


　でも。


「…………」


　でももう、逃げてばかりはいられない。逃げれば逃げるほど、自分に優やさしくしてくれた人たちが傷ついていくのをもう、知っているから。


　俺が化物だと知ってて、それでも好きと言ってくれる仲間たちが、傷ついていくことを知っているから。


　そしていまも。


「…………」


　ガスタークからの攻こう撃げきを防ふせぐことができるだけの力が、この瞳にはあるのだという。


　なら、その使い方を聞く必要がある。


　これ以上無む駄だな犠ぎ牲せいが出る前に。


　このくだらない戦争によって、兵や、民や……なにより、トアレ、イリス、アルア、クク、キファ、フェリスたちが死ななくてすむように。


　ライナは聞いた。


　ヴォイスを見つめて、


「いったい俺は、なんなんだ？　俺の正体を教えてくれ」


　そう聞いた。


　するとヴォイスは笑みを浮かべ


「……そんなことはあなたが自分で決めてくださいよ」


　そう言って、彼は自分の襟えり首くびをつかんでいるライナの手を払はらう。そしてちょっとだけ苦しそうに自分の襟を直しながら、


「たとえばフェリスさんは、ライナさんをどう思ってるんです？」


　突とつ然ぜん、そう聞いた。


　それにライナは。


「…………」


　彼は自分のことを、馬ば鹿かじゃないかと、思った。


　なぜならその、ヴォイスの問いかけにまた、体が緊きん張ちようして、動かなくなってしまったから。


　フェリスがなんて答えるか、もう、わかっているはずなのに、なぜか体が恐きよう怖ふに震ふるえて、動かなくなってしまったから。


　もし、彼女が。


　フェリスが自分のことを、気持ちの悪いバケモノだと言ったらどうしようって──そんなこと、あるはずがないのに考えてしまって。


「…………」


　本当に馬鹿らしいが、彼女のほうを、見ることができなくなる。


　そしてそんな弱虫な自分に、うんざりする。まるでガキのように震える自分に、うんざりする。


　とそこで、


「私は……」


　と、フェリスが答えようとする。あっさり答えようとする。そしてその答えも、ライナには予想がつく。いつものように、私の奴ど隷れいだ、とか、万年寝ねることしか考えてない怠なまけ者だ、とか、もしくは世界中に迷めい惑わくをかける変へん態たい色しき情じよう狂きようだ、とか、そんなようなことを彼女は言うのだろう。


　そしてその度たびに。


　本当は人を殺す、気持ちの悪い『複写眼アルフア・ステイグマ』の化物だと、そう言わない彼女の言葉に、ライナは、ずっと救われてきたのだ。


　だから彼は、震えながら、待つ。


　フェリスが自分のことを語る言葉を、待つ。


　すると彼女は言った。


　いつもの感情のない、しかし、澄すんだ声こわ音ねで。


「……私はライナのことを、どこの誰だれが化物だと呼よんでいたとしても……一番大切な相あい棒ぼうだと思っている」


　なんてことを、言った。


「だから次におまえがこいつのことを化物と呼んだら、私はおまえを容よう赦しやしないぞ？」


　なんてことを、言った。


　あのフェリスが。


　いつもワガママばかり言って、迷めい惑わくばかりかけてくる彼女が、そんなことを突然言って。


　それに。


「…………」


　それに彼はまた、動けなくなる。いやそれどころか、泣きそうになる。


　こんなにも彼女に認みとめられているのに、なのにそれでもいちいち弱気になってしまう自分に、うんざりして泣きそうになる。


　するとそれにヴォイスが、


「ふむ。つまりフェリスさんの世界では、ライナさんは化物ではない、と。では今度はキファさんに聞きましょう」


　と、彼はまた別のほうへ目を向ける。ライナはそちらへも目を向けられないが、ヴォイスは言う。


「といってももう、こちらは聞く必要もありませんね。その様子だと、あなたもライナさんを化物と呼んだ私を、怒おこっている？」


　するとキファの声がした。


「当然でしょう？」


「当然、ですか……ほとんどの人が、『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやのことを気味の悪い化物だと言って、忌いみ嫌きらうというのに、キファさんの中ではライナさんは化物じゃないと……」


　とそこで、ヴォイスはこちらを向く。馬鹿みたいに動けなくなってしまっているライナのほうへと向く。


　そして、


「だ、そうですよ、ライナさん。フェリスさんの中でも、キファさんの中でも、あなたは化物じゃないそうです。そして私にとってのあなたは、うまく利用すれば便利な兵器だと、そう思っています。ですが、その私の考えだって、別にどうでもいい。問題はあなたがどう思うのか、でしょう？　答えはそこにしかない。あなた自身が、自分のことをどう思っているのか？　それがあなたの正体だ」


　そう言った。


　そしてその言葉に。


「…………」


　ライナは、自分のことを、自分がどう思っているのかを、考えた。


　だがしかし、それは考えるまでもないことだった。ずっと呪のろい続けていたのだ。生まれてきたことすら、呪い続けていたのだ。それがある日、シオンや、フェリスや、キファや、ミルクや、仲間たちが、おまえは別に、それほど悪くないよと言ってくれて、そうなの？　噓うそだろ？　俺、暴ぼう走そうして人を殺しちゃう化物なんだぞ？　なのになんでおまえら、そんなに優やさしくしてくれんの？　と、驚おどろいて。


　で、信じられないまま戸と惑まどっていたのに、あまりにうるさく、みんなが声をかけてくれるから、少しずつ考えが変わり始めてしまった。


　もしかしたら、自分は思ってるほど悪くないのかもしれないとか、もう少し生きててもいいんじゃないかって、そう思い始めてしまった。


　自分のことを、少しだけ認みとめられるようになってしまった。


　でも、それにしたって、自分がいったいどれくらい危き険けんで、どんな力を持っていて、なんのためにここに立っているのか、それは知る必要がある。


　もう、誰も傷きずつけないために。


　もう、誰にも傷つけられないために。


　だからライナは、


「……俺は……俺は自分のことを、化物だと思って……」


　するとそれに、


「ライナ！」


　と、フェリスが怒ど鳴なってくれる。彼女はいつも、ライナが弱気になると怒鳴ってくれる。


　しかし今回は弱気になったわけじゃないのだ。もう、前に進もうと、決めたのだ。


　だからライナは、フェリスの声を無む視しして、続けた。


「……だが、できれば俺は、役に立つ化物になりたい。どうせ他人に迷めい惑わくをかける化物なら、それでもそばにいたいと言ってくれた奴らを守れるだけの力を俺は手に入れたい。だから答えろ、ヴォイス。いったい俺は、何者なんだ？　なぜ、俺はこんな呪われた瞳ひとみで生まれた？　なぜ、シオンはあんなに泣きながら俺を殺そうとした？　なぜ……なぜ『女め神がみ』とかいう化物が俺のことを知っていた？　そのすべてに答えろヴォイス。どういう理由で──」


　と、ライナは言った。


「どういう理由でいま、俺はここに立っている？」


　するとその問いにヴォイスは微笑ほほえんで、言った。


「その答えは、いまから向かう戦場にありますよ」


　と、そう言った。


　やっとここまで話を持ってきたと言わんばかりの満足げな顔で、


「あなたが欲ほつしている問いかけの答えは、ガスタークとの戦争の中にあります。あなたはそこで目覚める。自分の中の力に目覚める。だからあなたは、この戦争に参加する必要があった。そしてその力を世界に見せる必要があった。それはガスタークに、ローランドに、中央の三大国に、『蒼あおの公ひ主め』たちに、狂くるった力を追い求めて、その過か激げきさが増まし続けるだけの世界に、見せつける必要があった。でもこれで終わりだ。あなたは今回の戦争で、もう、二度と化物とは呼ばれなくなる……」


　なんてことを言って、ヴォイスは歩き出そうとして。


　しかしそれを制せい止しするように、ライナは言った。


「化物と、呼ばれなくなる？　いったいそりゃ……」


　が、ヴォイスがあっさり、


「あなたは今回の戦いくさで、世界を救うんです。それこそ数百、数千万の人を救う英えい雄ゆうになる。そんな英雄を、誰が化物と呼びます？　あなた自身が自分のことをどう思おうと、世間の目はもう、あなたを化物とは呼ばない──なんて、そんな展てん開かいになるためにも、あまり無む駄だ話ばなしをしている時間はないんですけどね。本当に、ここでゆっくりしていたらトアレさんたちが死にますよ？」


　と、彼はこちらに背せを向ける。そのままついてこいとばかりに歩いていく。


　その後ろ姿すがたに、


「おまえは俺の問いに──」


「答える必要はないでしょう？　だって、さっきも言いましたが、答えはあなた自身がこの戦場で見つけるはずだから。それに私が答えなくても、あなたの中の化物が答えてくれます。私の知らないことまで、すべてを答えてくれます。というよりも、あなたが何者かなんて、あなたが一番知っているはずなんだ。だからもう、くだらない質しつ問もんはやめて、いきましょう。戦争へと向かいましょう」


　とそこで、ヴォイスが一度だけこちらを振ふり返り、


「……そして世界のすべてを変える。ガスタークやローランドからは少し出で遅おくれましたが、そろそろ私たちの物語を始める。我われ々われのことを知らない奴やつらの脳のう裏りに、私たちの名前を刻きざみつけてやりましょう」


　そう言って、歩いていく。


　それからレイルカに向かって二、三、命令を下す。レイルカが走り出し、それにうなずいてから、彼は廊ろう下かを歩き去っていく。


　それを見つめ、


「…………」


　しかしもう、ライナは質問するのをやめた。


　確かにヴォイスが言っていることは正しいのだ。自分のことは自分が一番よく知っているはずだし、それに自分がいったい何者なのかと他人に問いかける前に、もっと先に、声をかけてみる相手がいるはずなのだ。


　たとえばそれは、あの、『女神』が現れたときに降ふってきた、声──『複写眼アルフア・ステイグマ』の声に。


　自分の中に住んでいる、妙みような化物に、声をかけてみるべきなのだ。


　だからライナは、


「……おい」


　と、小さく声をかけてみた。ちょっと馬鹿みたいだが、自分の、呪のろわれた瞳に向かって、


「おい、『複写眼アルフア・ステイグマ』かなにか知らねーが、俺の中にいる化物、ちょっと俺の声に答えろよ」


　とか、声をかけてみる。


「…………」


　それに反はん応のうはないが。


「無視すんなよ」


「…………」


「おまえに聞きたいことがあんだ。だから、俺の問いに答えろ」


「…………」


「もしも～し？　聞こえてますか～？」


「…………」


　と、小声で呟つぶやいてみるが、やはりまるで反応がなくて。


「…………」


　しかしそれに、ヴォイスはこう言った。


　答えは、戦場にあると。


　このガスタークとの戦争の場に出向いていけば、答えは出ると。


　それが本当なのか、またはヴォイスお得意のウソなのか、それはわからないが、彼はヴォイスの後ろ姿すがたを見つめ、


「……くそ。仕方ねぇなぁ」


　と、呟いた。


「んじゃ、戦争に参加してみるか」


　そう、呟いた。


　そしてそれが聞こえたはずがないのだが、ヴォイスが振り返って、言った。なぜか嬉うれしそうに、


「楽しい戦争になりそうだ」


「はっ。戦争が楽しいだなんて、聞いたことねーけど？」


「勝つのはいつだって楽しいですよ」


「勝つ、ね。自信あんのか？」


「さてさて」


「ねーのかよ」


「さてさてさて。私に運の女神が振り向けば、勝つこともできるでしょうが、でも、きっと大だい丈じよう夫ぶでしょう。なんせ私はモテますからね」


「なんだそりゃ」


「はは。まあ、とりあえずいきましょう。無理そうなら逃げればいい」


　なんて言って、ヴォイスは再ふたたび歩き出す。


　楽しげな顔で歩き出す。


　しかしどれだけ楽しそうにしていても、進む先は、戦場だった。


　人が死ぬ、戦場だった。


　仲間が死ぬ、戦場。家族が死ぬ。恋こい人びとが死ぬ、戦場。


　普ふ通つうなら一生経けい験けんしたくないと願うはずの場所へと、ヴォイスは進んでいく。


　それにライナは、


「フェリス、キファ」


　と、二人の仲間に声をかけた。


　するとそれに、


「ん？」


「なに？」


　と、二人が答える。


　それにライナは二人の顔を見て、


「……なんかよくわかんねぇけど、そういうわけで俺、ちょっと自分が何者なのか確たしかめてくるわ。でもおまえらは……」


　危あぶないからくるな、と、そう言おうと思った。


　というよりも、こんな戦争に参加する奴は、馬鹿だ。なにせあの、ピアたちでさえ逃げ出したような相手とこれから戦うのだ。それもヴォイスの言葉からすると、中央大陸の中でも有名な大国が、きっと負けるであろう戦争に、負ける側の国の仲間として参加するのだ。


　そんなの、死ににいくようなものだろう？　そんな馬鹿な戦に、仲間を連れていくわけにはいかない。それも、ライナは自分がいったい何者なのかを確かめるためにいくのだ。自分のわがままのためだけに、戦場へいくのだ。


　そんな自分勝手な理由のために、彼女たちが命をかける必要なんてあるはずがない。


　絶対にあるはずがない、はずなのだが、それにフェリスが言った。


　ライナが言葉を続ける前に、彼女が言った。


「……おまえ、くだらないことを吐ぬかすつもりなら、殺すぞ？」


「っていきなりだなぁ」


「殺す」


「ええとそりゃ、この戦争に参加したいってこと？」


　が、それにフェリスが当然だろうと言わんばかりの顔で、


「おまえは馬ば鹿かか？　さっきのヴォイスの言葉では、私の妹がすでに戦場へと移い動どうさせられている。当然、私はそれを助けにいく必要がある」


　という、もっともなことを言ってきて、


「あ、そりゃそうか。でもそれは俺だけいってイリスに逃げるように……」


　が、それも彼女は遮さえぎって、


「そして私はもし、情じよう勢せいが悪いようなら、おまえも連れて逃げるつもりだ」


　なんてことを、言った。


　それにライナは、


「いや、でも……」


「でももくそもない。もしどこかでおまえが勝手に死ぬようなことがあったら……そんなことがあったら私は、怒おこっておまえを殺すぞっ！」


　なんてことを怒ど鳴なってきて、彼女も歩き出す。なぜかやたら怒っているような様子で、ぷいっとこちらから顔をそむけて歩き出してしまって。


　その後ろ姿に、


「……いや、あの……」


　と、声をかけようとしたところで、


「……フェリスさんが怒るの、無理ないよ、ライナ」


　なんてことを、キファに言われた。


　それにライナが彼女のほうへと目を向けると、彼女はちょっとだけ悲しそうな顔になっていて。


「……だってみんなライナのこと好きで、心配してるのに、ライナは全然自分の心配しないんだもん」


「……いや、でもさ」


　が、彼女は首を振り、


「でももくそもないって、さっきフェリスさんに言われたでしょう？　だからでもって言っちゃだめ。で、自分のこととして考えてみてよ。私が一人で、あきらかに負けるとわかっている大変な戦場にいくって言ったら、ライナどうする？」


　と言われ、


「でもそれとこれとは……」


「でも禁きん止し～」


「だけど……」


「だけどもだめ。ってもぉ～。じゃあ私もでもって言うね。ライナはきっと、私たちに戦場にきて欲ほしくないと思う。でも、私はたちはいくよ。だってライナのことが心配だから。独ひとりでほっとくとすぐ無理して、死んじゃいそうなあなたが心配だから」


　そう言って、彼女は背せ伸のびして、ライナの髪かみの毛に触ふれる。後ろで束ねている紐ひもをほどき、すると途と端たんに寝ね癖ぐせが現れる黒い髪の毛をぽんぽんっと触さわる。




[image: ]


「だからライナは、一いつ緒しよに危ない戦場へいく私たちを、守って。危ないと思ったら、すぐに私たちを連れて、逃げるの。それができないなら……あなたを戦場へはいかせられない」


　なんて、無茶なことを彼女は言ってくる。


　でも、いくらそれが無茶でも、フェリスも、キファも、どうやらこの戦争へとついてくるつもりのようだった。


　だからライナは、


「……キファたちがついてくるなら俺は……」


　が、彼女は首を振る。


「それもだめ。これはきっとライナにとってすごく大切な転機になると思うから、一緒にいこ。そして世界の真実とやらを、見てやろうじゃないの。ヴォイス君が言うとおり、この戦争でなにか、ライナの心についている深い傷きずが癒いえるようなことがあるのなら……あなたがもう、化物と呼ばれなくなるような出来事が起きるというのならそれは、必要なことだと思うから」


　そう言って、彼女も歩き出す。ドレスのまま、歩き出す。いつもの革かわ製せいの鎧よろいより、全然そっちのほうが似に合あってるはずなのに、彼女はまた、戦場へと向かって歩き出す。


「さあいこ、ライナ。みんなで一緒に頑がん張ばれば、きっと大だい丈じよう夫ぶだよ。一緒に、世界と戦いにいこう」


　そう言って、彼女は進んでいってしまって。


「…………」


　結局、一番最後に残されたのは、ライナだけだった。


　いつも逃げ回ってばかりだったから、歩き出すのが遅くなってしまったのだろうか？　なんてことを、思う。


　そして。


「…………」


　そして彼も、歩き出した。


　人が死ぬ戦場へと向けて、歩き出した。


　だが、彼は顔に、小さな笑みを浮うかべている。ほんとうにごくわずかな、笑みを浮かべている。でもその微笑ほほえみは、少しだけ泣きそうにも見えた。もう少しだけ眉まゆがひそめられていれば、泣いているような顔にも見えた。


「…………」


　だがそれは、悲しくて泣きそうになったわけじゃない。辛つらくて泣きそうになったわけじゃない。


　目の前を歩く、仲間を見て。


　いつの間にか、独りで死ぬことも許ゆるされなくなってしまった自分を見て、彼は。


「……んじゃ、ちょっと頑がん張ばるか……」


　泣きそうな顔のまま、しかし彼は、嬉うれしそうに笑った。




　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　そしてついに戦争が始まる。


　狂くるった戦争が始まる。


　戦争はいつだって、あらゆる歓かん喜きと、絶ぜつ望ぼうを呑のみ込こんで狂っているものだが、しかし、この戦争は違ちがう。


　普通とは違う。


　なぜなら本当に、狂っているから。


　ここに世界を狂わせている歯車の一つがころがっているから。


　だから。


「…………」


　だから、ヴォイス・フューレルは笑った。


「ああ」


　と、小さく呟いて、彼は笑った。


　そしてここから。


　ここから始まると、そう呟く。


　ここに。


　この場所に闇やみが落ちてくるのだ。


　人々の心に、穴あなが空いてしまうほどに深く、鋭するどい、闇が降おりてくるのだ。


　そしてすべてが変わる。


　世界のすべてが変わる。


　そしてこの戦争を境さかいに、もう誰だれも、ライナ・リュートを化物だなんて呼ばなくなるだろう。


　なぜなら彼は目覚めるから。


　本当の姿に目覚めるから。


　そして。


　そして彼は、まだ誰も見たこともないほど大だい規き模ぼな殺さつ戮りくと絶望を撒まき散らして、悪あく魔まと呼ばれるようになる。








「悪魔の、王とね……」





　そう呟いて、ヴォイスは少しだけ悲しげに独り、笑った。






　あとがき







　と、まあ、あとがき──と右に書いてこの文章を書き始めたのですが、あとがき書く暇ひまがないくらいいま、忙しいです！


　やばい！　超やばいのに、あとがきスペース十ページくらいあるぜー!!


　ちなみにこの原稿は、一月にあった富士見の新年会へ参加した翌日に書いているのですが、その新年会へ向かう途と中ちゆうの歩道ですら伝勇伝のゲラを読みながら歩いていて、後ろからその姿をとよたさんに見つかってしまい、


「あ、危ないよ！　なんてワーカホリックなの！」


　と、言われるくらい、忙しいです。


　でもとよたさんも、


「え？　昨日？　ちょびっとだけ寝れたよ。そして明日も締しめ切きりだよえへへ」


　とか悲しいことを言っていたので、きっとみんな忙しいです。


　さすが恐きよう怖ふの六か月連続刊行！


　でも、この本からはついにその、後半戦でーす。ついてきてくれているみんな、ありがとね！　頑がん張ばりますので、終わりまでよろしくお願いします！





　と、そんな感じであとがきを始めたところで、いつもの感じへ。


　いかがでしたでしょうか、大伝勇伝５。


　サブタイトルからして、なんか、物語がどかーんといっちゃいそうな雰ふん囲い気き満まん載さいだけど、次の巻も本当に大変なことになります。もうここのところずっとノンストップな感じなのですが、ここからはさらに加速です。ここから加速っていったいどうなるんだろうと僕ぼくもどきどきしちゃうけど、みんなも応おう援えん、よろしくねー。


　ところで、またもこの巻から、新キャラがたくさん登場していますね。といっても、『とりあえず伝説の勇者の伝説』シリーズを読んでくれていた方たちにはお馴な染じみのキャラばかりなのですが、ついにその短編集の書き下ろしに登場していたキャラたちが、どんどん本編に殴なぐりこみにきております！


　だからもし、この巻を読んで、おーこいつらなに？　ライナと昔、なにがあったの？　と思った方は、とり伝シリーズも読んでみてくださーい。


　でも、巻数がありすぎて全部読めないよ！　という方のために、この巻読むと、そのキャラが出てくるよ表を、出します！


　今回はあとがきスペースがいっぱいあるので、出しちゃいます！





　ピア・ヴァーリエ。


　ペリア・ペルーラ。


　とり伝[image: ]『暴力のファーストコンタクト』＆とり伝[image: ]『魔力のバーゲンセール』＆とり伝[image: ]『努力のタイムリミット』の中の、書き下ろし中編。





　ゾーラ・ロム。


　とり伝[image: ]『努力のタイムリミット』と、とり伝[image: ]『権力のワンダーランド』に収められている書き下ろし中編。


　とり伝[image: ]『全力のドロップアウト』の中に収められている、短編三部作と呼ばれたシリアスな短編三本と、それに続く中編。





　ヴォイス・フューレル。


　とり伝[image: ]『暴力のファーストコンタクト』～とり伝[image: ]『努力のタイムリミット』の中の短編。





　ええと、ピア、ペリアについては、ライナがまだ子供のころ、どうやって彼は強くなったのかが描えがかれたときに出てくる兄きよう弟だい弟で子しのエピソードです。ローランドの裏側が少し書かれています。





　ゾーラについては、ライナが『隠いん成せい師し』と呼ばれた暗あん部ぶにいたころの、ライバルですね。ゾーラの物語の中に、ビオ・メンテというキャラが出てくるのですが、そちらのエピソードはとり伝[image: ]『無気力のクロスカウンター』の中の中編にあります。このキャラも、人気がものすごく高いキャラなので、興味があれば、ぜひ。


　まあ、ピア、ペリア、ゾーラの三人についてのエピソードは、シリアスなものが多いような気がします。





　あとこの三人の話は、刊行された順番で読んでいくと、きちんとわかりやすいようになっております。[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ですね。





　んでもって、ヴォイスについて。


　これはもう、全編ずっとギャグ＆コメディなので、伝勇伝のギャグが好きな方はぜひぜひ、読んでみてくださいー。[image: ]～[image: ]です。





　と、まあ、本当は全部読んでね～と言いたいところなのだけど、巻数が多いもんねぇ。だから、抽ちゆう出しゆつしてみました。


　この辺のメンバーは、もうこの巻を読んでくれたみなさんはわかると思いますが、本編の主しゆ要よう格かくを担になうメンバーです。だからぜひ、読んでもらえると嬉うれしいな……と、思っております！　あと堕ち伝は、なんか本編読むのに必要な核心が書かれまくってるので、こちらはマストでよろしくです！　シオンとルシルの契約がなんなのか？　とかね。


　そして書店で見つからないよーというあなたは、ぜひぜひ注文してみてくださ～い！　と宣伝をしつつ。





　本編、どんどん盛りあがってきてます。僕も書いてて楽しいです。そしてみんなが楽しいと言ってくれるものを、きちんと書いていきたいと思っています。


　これからもよろしくね！





　と、書いたところで、やっと半分～！


　あと半分は、なんの話をしようかなぁ～。


　告知だけなら、すごいたくさんあるのですが！（笑）　そりゃ、六か月も連続で刊行してれば、告知はあるよねぇ。


　あ、みなさんの応援のおかげで、新作『いつか天てん魔まの黒ウサギ』シリーズも、なんかとんでもなく絶好調なスタートを切れました。富士見編集部に超ちよう期き待たいされてスタートしたので、これ売れなきゃ首切られるぜ～とか言ってたのだけれど、なんか蓋ふたを開けてみたらびっくりするほどの大だい好こう評ひようでした。


　よかった！　本当によかった！　発売前は吐はくかと思うほど緊きん張ちようしたけど、頑張ってよかった！（笑）


　なにより、ずっと応援してくれているみんなをがっかりさせないですんだ、と、いうことに、ほっと一つ安あん堵どの息を吐ついております。


　なんかこの業ぎよう界かいは、


『作家に読者はつかずに、作品に読者がつく。だから一度売れた作家でも、新作はなかなか当たらない』


　というようなことを言われたりもよくするのですが、僕の作品の読者様はみんな温あたたかいので、こう、僕は世界一幸せな作家の一人だなぁと、そう思っております。


　みんな、ありがとね。あっちのシリーズも、そしてあっちのシリーズも、ちゃんと全部頑張るから、みんなこれからもよろしくね～。





　あ！　そういえばもう、みんなはとよたさんが描えがく爆ばく笑しよう四コマ集『なんとなく伝説の勇者の伝説』は買った～？


　２月９日に発売されてるはずなんだけど、すげぇおもしろいので、ぜひ、読んでみて！


　短編を上回るお馬ば鹿か炸さく裂れつの四コマで、腹ふつ筋きんが千ち切ぎれます（笑）あと僕のショートショートも載のってるので、まだ見てない方は、ぜひぜひ！





　そしてさーらーに、来月３月９日には！


　コミックス版『伝説の勇者の伝説１』が発売されますねー！　こちらもぜひぜひ、よろしくです！　『複写眼アルフア・ステイグマ』の暴走シーンとか、鳥とり肌はだもんだよー。ちなみに僕が最近読んだ連れん載さいのネームでは、フロワード登場してた！


　コミックスを描いてくれている長なが蔵くらさんが、


「クラウ好きなんすよ～。あとフロワードも好きなんすよ～。超ちよう描きやすいです！　愛が溢あふれて、超描きやすい！」


　と言っておられたんで、みんなその溢れっぷりをぜひぜひ見てみてください～（笑）





　と、なんか実はこの二月周辺は、伝勇伝関係の本やマンガが発売されまくる伝勇伝祭りになってますね！　六か月連続刊行の中に、さらに祭りがあるっていったいどういうことなのか！


　なんか締切はずーっと祭りすぎてもうあとの祭りなので実じつ感かんがわかないのですが！


　祭りすぎてもうあとの祭りなので実感がわかないのですが！


　と、二回書いてみても、全然うまいこと言ってるように見えないね！


　でもいいのです。寝不足過ぎるのです（笑）


　しかし、終わらない原稿というものはないわけで、一歩一歩進んでいるうちに、すでに六か月連続刊行も後半戦です！　最後まできちんと走り抜けるので、みんなついてきてねー！


　えいえいお～！


　と、勢いよく叫さけんだところですが、そろそろ寝ます（笑）


　あ、その前に。


　もう、みんなに年賀状届とどいたかなー？　今年はなんか、奇き蹟せき的てきにちゃんと一月中に年賀状も出したので、後ろめたい気持ちもなく、一年を始められます！


　今年はちゃんとやれたので、今度は暑しよ中ちゆう見み舞まいも頑張ってみようかなぁ。


　そのときはまた、みんな御ご応おう募ぼよろしくお願いしまーす。


　と、そんなこんなで、現在９ページ。


　うーんと、えーと、うん。


　ま、これでいいか！


　どうせまた来月『いつか天魔の黒ウサギ３』で会うしね！


　そしてさらにその翌月の四月には、六か月連続刊行ラストをかざる『堕おちた黒い勇者の伝説４』が発売されるので、そのあとがきでー！





　ではではみなさん、また来月～。





鏡貴也公式ＨＰ　http://www.kagamitakaya.com/




鏡　貴也





大だい伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ５


悪魔王、降臨





鏡かがみ　貴たか也や
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